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　そんなおめでたい日を目前に、でもここひと月ばかりのレイキャスト海同様、なんだか城内は荒あれ模も様ようです……。

　窓まど辺べの椅い子すに腰かけたレオノアは、今け朝さ目覚めてからもう、何度目にか嘆たん息そくを漏もらした。

「そんなに暗いお顔をなさらないでください、レオ様」

　リサの声に、物もの憂うげな視線をやると、銀ぎん盆ぼんを胸に抱かかえた侍じ女じよもまた気き遣づかわしげな面おも持もちである。

　浅いつきあいではないから、それが自分のせいだとレオノアにはよくわかる。そう思えば、いつまでも浮かない表情でもいられないと思った。

「そうね……」

　だが、口をついて出たのは、やはりため息まじりのあいづちでしかなく、そういう自分がレオノアは情けない。

「大丈夫ですって！　建けん国こく祭さいまではまだ日にちがありますし……それに、ほら、今日はラロッシュ先生がお見えになりますよ！」

「ラロッシュ先生……ああ、仮かり縫ぬいがあるんだっけ」

「もう、レオ様ったら、なんて気のないお返事。ラロッシュでウェディングドレスを仕立てるだなんて、あたしだったら嬉うれしくて、気が遠くなってしまいますのに」

　リサが懸けん命めいに気を引き立ててくれようとしているのが伝わり、ようやくレオノアは我われに返った。

「そう、そうだわよね。この私がウェディングドレスの仮縫いをする日がこようとは、まったく想像もしていなかったわ！　長生きはしてみるものね！」

「またまたそんな、ご冗じよう談だんばっかり。でも、そのほうがレオ様らしいです！」

　小さなテーブルにリサが置いていった、新しい茶を口に運びつつ、レオノアは仮縫いのことを考えてみた。

　ラロッシュ女じよ史しは、アタルビル一と評ひよう判ばんをとるデザイナーである。その縫い賃ちんときたら、ドレス一着ぶんでちょっとした牧場を買い取ることができるレベルという、上流階級の中でもごく限られた層ご用よう達たしの店だ。

　レオノアとしては、いくら一生に一度のこととはいえあまり贅ぜい沢たくはしたくなかった。アタルビルという大国に、自分のような弱小国の王女が嫁とついだことから、都の人々の間で「地じ味み婚こん」なるものが流は行やっているらしい。その源流が、どうしたって派手にならざるを得えないだろう婚こん礼れいの儀ぎなど行っていいものなのか。

　しかし、ラロッシュは、アタルビルの第二王女であるデルフィアお気に入りのデザイナー。他国に嫁かした後も、デルフィアがラロッシュの店でドレスを誂あつらえているというのは有名な話だった。

　そのデルフィアの推すい薦せんで、此こ度たびレオノアの花嫁衣い装しようをラロッシュが請うけ負おうことになったのだ。義あ姉ねからの申し出なら、レオノアに断ことわる選せん択たく肢しなどあろうはずはない。デルフィアはいたって温おん厚こうな性格で、弟のヨメにも優しい。少なくとも、小こ姑じゆうと根性を発はつ揮きして、レオノアをいびるような真ま似ねはしてこない。

　──いいえ。いっそあの日々が懐かしいぐらいだわ……。

　レオノアは、そんなことを思った自分に驚く。

　アタルビルの王おう太たい子し、オルフェス・ラ・カンパネラのもとへ嫁いで以来、小姑のセレーネ・ア・ラ・プリメーロが繰り出してくるヨメいびりにレオノアは悩まされていた。

　弟を溺でき愛あいするセレーネの目に、レオノアは相そう当とう足りないヨメと映っていたようだ。

　今となっては、それも当然だと思うし、セレーネの不満もよくわかる。

　春先に、ちょっとした事件が起きた。それに関して、レオノアは投とう獄ごくの憂き目までみたのだったが、最終的には誤ご解かいとわかり、セレーネの複ふく雑ざつな心中も察さつした。

　足りないヨメを自覚し、少しでもセレーネのおめがねに適かなうべく鋭えい意い努ど力りよくした甲か斐いあってか、ついに婚礼の儀に対する許きよ可かが出たのだ。レオノアだって、内心ではうきうきとして、婚礼の日を楽しみにしていたのだが……。

　──建国祭の中日なんかに、予定してさえいなければ。

　アタルビル王国建国の記き念ねん日びを祝う祭りそのものが、場合によっては中止になるかもしれない……。

　なによりも格かく式しきと伝でん統とうを重んじる、あのセレーネが、まさか「奇き跡せき」を信じるタイプだったとは、夢にも思わなかった──。
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　ことの起こりは、ついひと月ほど前。ぼろぼろの旅装に身を包つつんだ一人の男が、城を訪おとずれたときに始まった。

　見るからに異国からきた旅行者だった。アタルビルでは、旅りよ券けんさえ本物ならいちいち旅りよ客かくの身しん上じようを問うようなことはしない。

　ただ、彼は城下町ペケニヤに留とどまらず、畏おそれ多おおくもバローラ城の城じよう門もんを叩いたのだ。

　守しゆ衛えいの兵士たちに囲まれ、弁明というにはあまりに堂どう々どうとした態度で言うは一言。

『貴き城じようを覆おおう、憂うれいの雲を晴らしに参まいった』

　──なんの寝ね言ごとか。

　城門を守るただの歩兵ですらそういって追い返すことのできない憂ゆう事じが、そのとき城を見舞っていた。その詳しよう細さいまでは、一いつ兵ぺい卒そつの知るところではなかったにせよ。

　雇やとわれてまだ日が浅かったせいか、それとも、このところの城内の淀よどんだ雰ふん囲い気きを考えたのか、兵士は門外にその旅人を留とめ置くと、城にとって返した。説明するまでもなく、当城バローラの最高権力者たる第一王女、セレーネ姫の意い向こうを問うために、である。

　ふだんのセレーネなら、いきなり城じよう主しゆに目め通どおりしたいなどという旅人など不ふ逞ていの輩やからとして追い返すか、ひっ捕らえて地ち下か牢ろうに押しこめるぐらいはしただろう。

　だが、図はからずも、セレーネは憂いごとの檻おりに囚とらわれていた。

　まさに、暗雲が、彼女の頭上に広がっていたのである。

　それは、レオノアからすればたいした問題ではなかった。

　──あれしきのことを、お義ね姉え様ともあろう方が、どうしてそこまで。

　だが価値観は人それぞれだ。事実、レオノアにとっては些さ細さいな悩み事を重要視していたセレーネは、旅人の大たい言げん壮そう語ごにすがった。

　そして、ひと月もの間セレーネを縛りつけていた悩みごとを、彼はまたたく間に解消してしまったのである。

　カルバッハと名乗った、東とう方ほうよりの旅客にして類たぐいまれなる妖よう術じゆつ師し。また予よ言げん者しやであり、言ことの葉はを自在に操る呪じゆ言げん者しや。

「奇跡の男」は、あっという間に、セレーネから全ぜん幅ぷくの信頼を取り付けたのだった。

　何度も言うが、ただ、あれだけのことで。

　歯がゆく思うレオノアだったけれど、次期国王たる王太子の妃きさきだとて、セレーネとは天と地ほどに身分の開きがあるのが現実だ。いや、王太子オルフェスの名を笠かさに着れば、多少の意見を申し上げるぐらいは叶かなうかもしれないが。

　──だけど、お義姉様はそんなもの、視線の先にハエが止まったほどにも感じやしないんだわ。

　事実、アタルビル王国第一王子たるオルフェス、レオノアの頼たのもしい夫の苦く言げんですら、セレーネの耳を素す通どおりしたという……。

　大丈夫なのかしら、アタルビル。

　レイキャスト海域で最大の勢力を誇ほこる、大アタルビルの政せい治じが、どこの誰だれとも知れない旅人（自じ称しよう予言者他いろいろ）の言に左右されるかもしれない、だなんて。

　溺愛する弟の苦言でさえ右から左なのだ。ましてレオノアの懇こん願がんなどセレーネにとっては泡ほどの価値さえないだろう。意見なんかしたら、逆効果。だから、黙だまってはいるけれど。

　……たかがあんなことで、婚礼はともかくみんなが楽しみにしているお祭りがなくなるかもしれないだなんて。

　悪い冗談みたいだと、レオノアは思うのだった。




「──えっ。ほんとうですの、それは？」

　朝ちよう餐さんの儀ぎに赴おもむいたレオノアは、夫の眉み間けんがせばまるのを眺ながめながら反はん問もんした。

「ああ。厩きゆう舎しやは当分の間、開店休業にせよということらしい」

　オルフェスは、スープを掬すくいながら淡々と言う。ちなみに、今朝は根こん菜さいのポタージュ。料理番たちが腕をふるったはずなのだが、泥どろ水みずにも似たその色合いが、いちじるしく食欲を減げん退たいさせる。毎朝のようにオルフェスが朝食を摂とるさまを延えん々えんと見せられながら、ときには空腹のあまり気を失うしないかけもするレオノアが、「今朝はスープなしでいいわ」と内心ひそかにメモする程度には、食欲をそがれる色味。

　──オーガニックって、こういうこと？

　違うと思うけれど。

「それ、お味はどうですの？」なんて訊きくのもはしたないことだし、顔色から判断するにしたって、仏頂面が通常モードなオルフェスからはいまひとつ有ゆう益えきな情報は得られまい。

　厨ちゆう房ぼうのほうにも、最近新たに雇い入れた料理番がいるはずだ。まさか、それで泥水みたいなスープが出てきたわけではあるまいが、このところパンには小こ麦むぎ粉こ以外のものが混ざっている。健康にいいという五ご穀こくパンなるものらしい。レオノアは、従来のふかふかしたパンが恋しい。

　それはともかく。

「厩舎の件も、その、カルバッハ様の助言によりますの？　たしかに、馬にだって休きゆう息そくは必要かとは思いますけれど」

　レオノアは、自分のほうから話を続けた。

「……あの者の言を聞き入れずとも、俺は厩うまや番ばんともども、適てき切せつな休養を与えている──つもりだがな」

　オルフェスは、どことなくいらだたしげな仕し草ぐさで口くち元もとを拭ぬぐった。たちまち朝餐番が駆かけつけて、オルフェスの膝ひざ上うえのナプキンを真っ白な新品のそれと交換する。

「……こういうことも、きっと無む用ような手て間まをかけて下の者をいたずらに疲れさせていると映うつるのだろうな、あの男には」

　美しく整った横顔に、どこか自じ虐ぎやく的てきな笑みが浮かんでいる。手間というか「水と洗剤の無む駄だ遣づかい」という語を頭に浮かべていたレオノアは、内心あわてた。

「そ、それは考えすぎというものでは……。というか、カルバッハ様の仰おおせに、お義姉様はともかく、オルフェス様までが左右される必要はないと存ぞんじます」

「ほう。するときみも、あのカルバッハなる自称予言者は笑しよう止しと？」

「え、いえ。そこは早そう計けいには申せるものではございませんが……ただ」

　レオノアは、扇おうぎで顔をあおいだ。

「ただ？」

「いったい、どんなおつもりなのかとは思います」

「カルバッハが、なにを狙ねらっているのかと？」

「はい」

　レオノアは、ドアの傍そばに控ひかえている給きゆう仕じ係がかりを気にしながら声を低めた。

「最初は、建国祭のどさくさに紛まぎれてお蔵くらから宝物でも盗み出そうとしているのかとも思いましたけれど」

「ほう」

　オルフェスが、面おも白しろそうに言う。

「……的外れな疑ぎ惑わくだったとは、自覚しております」

　レオノアは、ややむっとした。

「でも、それだと建国祭を日ひ延のべせよとおっしゃるのと辻つじ褄つまが合いませんわね。むしろ、前まえ倒だおしで開くが吉とでも『予言』されるだろうし──」

　馬ば脚きやくを現す前に「仕事」をするのではないかなどと、卑ひ俗ぞくな考えは口に出さないでおく。

「そのほうがそれらしいだろうとでも考えて、わざと逆を言っているのかもしれないぞ？」

「だけど、それらしくしてなにか良いことがありますの？」

「さあな。まったく迷惑な話だよ」

　ともかく、表向きセレーネの、もっとも新しい側そつ近きんに対しての意見交こう換かんはそれで打ち切りだ。レオノアはむろんのこと、オルフェスもカルバッハには否定的なことだけは確認できた。

「──でも、お義姉様があんなふうに他人に影響を受ける方だったとは。意外です」

「あれでけっこう、ハマると暴走するタイプだ。娘時代に海かい賊ぞくになると言い出して、実じつ際さい船ふな着つき場ばにいるところを捕つかまったこともあるそうだが」

「まあ。海賊が出てくる冒ぼう険けん小説でも読まれたのでしょうか」

「その程てい度どのことなんだろうな」

　オルフェスは苦笑した。

「まあ、きみも当分の間、遠とお乗のりができなくなって不自由だろうが」

「いえ。わたくしでしたら、我が慢まんできますわ。ペーター先輩もいますし」

「……まさかきみ、アレ、いや先輩殿どのを馬代わりにしようというのではあるまいな？」

「あらそんな、オルフェス様でもあるまいに、いえ、そのような真似はいたしませんことよ、決して」

　レオノアは急いで打ち消したが、オルフェスの耳に届かなかったはずはなく、事実、麗うるわしの白はく皙せきが微び妙みように翳かげった。

　レオノアの脳のう裏りに、自分のペットであるヤギにまたがったオルフェスの雄ゆう姿しが蘇よみがえる。それは決して、レオノアにとって失しつ笑しようを誘さそわれるシーンではないのだが──。

「いずれにしても、俺は姉上と交渉を続けるつもりだ──アルヴィン」

　オルフェスが呼ぶと、部屋の隅すみに控えていた騎き士しが胸に手をあてて御ぎよ意いを示しめす。オルフェスの幼おさな馴な染じみにして腹ふく心しんの部下だ。

「あ、オルフェス様」

　まだ手つかずの料理の皿が残っている。椅子から腰を浮かせる夫を、レオノアは思わず呼び止めた。

「なにか」

「いえ……」

　そのエッグベネディクトだけは召めし上あがったほうが……などとも言えず、レオノアはただ、

「どうかお義姉様と、喧けん嘩かなどなさいませんよう」

　忠告めいたものをつぶやいた。

　長い眉まゆが僅わずかに上がる。

「俺も、それを願っているがな」

「──『が』、ですの？」

「姉上は、いったんこうと思いこんだらてこでも動かないからな。過あやまちを認めるなど、まずないことだ」

　たしかに。

　レオノアは、嫁いで以い降こう起きた、さまざまな事件を思い返す。

　あきらかにセレーネのおかげで事態が悪化したこともあったのだが、それに関して丁てい寧ねいで真しん摯しな謝しや罪ざいを、被害者であるレオノアはついぞ受けていない。まあ、両手をついて謝れなどと言うつもりもなかったけれども──。

「ともかく、他はどうあれ、建国祭の件ばかりはとうてい受け入れるわけにはいかん」

　オルフェスがやや強い調子で言う。

　いつにない決けつ然ぜんとした様子に、レオノアは気け圧おされた。

「そうですね。建国祭を楽しみにしている民たみたちをがっかりさせては気きの毒どくです」

「──それだけか？」

　レオノアは、首を傾かしげて斜ななめ上から見下ろしてくる典てん雅がな顔をただ眺めた。

「いや、良い。行くぞ、アルヴィン」

　そそくさと朝餐の間を出ていく長身の二人を見送り、レオノアは垣かい間ま見みたオルフェスの表情を脳内で再生させる。

　眉を上げ、心持ち目を細めたその顔は、どことなく不満げだった。

　でも、どうして？

　レオノアにはいまひとつわからない。それは、建国祭に対する思い入れの差なのかもしれない。なにしろ、嫁いで初めてその日を迎むかえるレオノアとは違い、オルフェスにとっては、生まれたときからその日は建国祭なのだ。それが、突とつ然ぜん迷いこんできた異い邦ほう人じんの意見であっさり覆くつがえされるなど、王太子として我慢ならないのはわかる。

　レオノアだって、日延べなどせず、従じゆう来らい通どおりに催もよおすべきだと思っている。正直なところ、婚礼の儀はそこまで盛もり上がらなくても、むしろ地味なほうがいいけれど。

　──という内心の声が、オルフェス様のお耳に届いてしまったのかしら。

　とはいえ、なぜオルフェスがそれで不ふ機き嫌げんになるのか、理由がわからない。




「──あら、美お味いしいこと」

　朝餐の間から自室へ戻ると、レオノアのための朝食が用意されていた。

　その中に、くだんの泥水色のスープを認めて憮ぶ然ぜんとしたレオノアだったが、苦情も漏らさず恬てん淡たんと口に運んでいたオルフェスの姿を思い出し、えいとばかりに皿に匙さじを突っこむ。

　これもある種の冒険だ──だが案外なめらかな口当たりで、さっぱりとした味わい。

「そうなんですか……？　あたしはこんなもの、とてもレオ様にお出しできたもんじゃないって、料理番にもそう言ってやったんですけど」

　こわごわという様子で、リサがこちらを窺うかがってくる。

「そうね。たしかに色味は少々グロテスクだけれど、味のほうはなかなかよ──リサもいかが？　お味見してみない？」

「いえいえ！　妃ひ殿でん下かのお相しよう伴ばんにあずかるなんて、そんなめっそうもない」

　と言いながら、じりじり後ずさっていくのは、なんでだろう。

「そうですか。今度は厩舎を閉めろと……」

　朝餐をすませたレオノアは、窓まど際ぎわの小テーブルに移動して、たっぷりとミルクを入れた茶を口に運んだ。

「……って、いったいどんな意味があるんですか？」

　斜め後ろに立ったリサが問いかける。

「知らないわ……また悪あく霊りようの気配でもお感じになったんじゃない？」

「厩に悪霊、ですか。それって、どんな種類の悪霊なんでしょう」

「そうねえ。お義姉様に伺えば、わかるかもしれないけれど。無理ね」

「無理でしょうねえ……でも、こないだのお告げは、城内の全部の部屋の四よ隅すみに塩を盛るように、でしたよね？　あの呪言者様とやらが現れてから、よくわからないことばかり」

「そうねえ」

　レオノアの記き憶おくの壺つぼからも、カルバッハが出した奇き妙みようなおふれがいくつも出てくる。

　おおむね、「城に巣す食くう悪霊を祓はらうため」という大たい義ぎ名めい分ぶんによるものだが……嫁して半年、カルバッハが登場する前にも、レオノアは悪霊の存在を感じたことなどない。

　……生きた災さい厄やくになら、何度か遭そう遇ぐうしましたけどね……。

　ヒグマとか落らつ下か傘さんとか、バネみたいな黒い縦たてロールとか縦ロールとか。

「でも謎なぞなのは、あのセレーネ様がなんだって予言者だかなんだか、そんな人の話をコロッと信用しちゃったかってことなんですよねえ。あたしの知る限り、セレーネ様ってよくも悪くも現実主しゆ義ぎ者しやっていうか、少なくとも見えないものを見ようとするタイプの方ではなかったかと」

「そうね。私もそう思っていたわ」

　レオノアはしゃらんと返したけれど、リサのその疑問に対する回答ならある。

　言えやしないけどね。

　もし漏らしたりしたら、セレーネは有う無むを言わせずレオノアを北の塔とうに幽ゆう閉へいするだろう。

　バローラ城の北の外れにそびえ立つその高い塔は、主に罪を犯したり業ごう病びように憑つかれたりした高こう貴きの者を生しよう涯がい閉じこめておくための施設である。

「あの合理的なお義姉様がねえ……」

「やっぱりあれですかね。しばらく公おおやけの場にお姿を現されないことがありましたけれど、あのときになにかおありになったのでしょうか。大病を患わずらわれていたという噂うわさは、ほんとうだったのでしょうか」

「あら。マーゴからなにか聞いていて？　リサ」

　首を傾げた侍女に内心たじたじとなりつつ、さりげなくレオノアは探りを入れた。

　いいえ、とリサはかぶりを振る。幼馴染みが、セレーネの侍女なのだ。

「なにも。奥の間に引きこもられたきり、マーゴにも顔をお見せにならなかったとかで……ほんと謎ですよねえ」

　すると、マーゴは忠ちゆう実じつにも口を閉ざしているわけだ。まあ、リサにしてもレオノアのとんでもない秘ひ密みつ──あるとしての話だが──を、使用人仲間にぺらぺらと喋しやべったりはしないだろうが。

　というか。

　言いたくたって、マーゴには言えないのだろう。レオノアは腹の中でつぶやいた。

　リサに隠かくし立てをしているのは心苦しいけれど、私にだって言えないわ。

　言えるわけがないじゃないの。

　元げん凶きようは「イボ」だなんて──。
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　カルバッハが城下に現れる、そのまたひと月ほど前。

　たまたまセレーネの居室の前を通りかかったレオノアは、ときならぬ金かな切きり声にはっと足を止めた。

　重い樫かしの扉とびらを通してでも、聞こえたほどの悲ひ鳴めいだ。

「お義姉様。どうかなさいまして？」

　扉を叩いて問うも反はん応のうはなく、最初のものほどではないにせよセレーネの声がきんきんと響ひびいてくる。

　また礼儀がなっていないの田舎いなか娘むすめはこれだからだのと苦情がくるのはわかっていたが、ただごとではない雰囲気は看かん過かできない。

「失礼します。入りますわね、お義姉様」

　それでもいちおうは断って、レオノアは扉に手をかけた。

「いやああああ、なんなの、これはああ！」

「せ、セレーネ様、お気をたしかに。そのような大声を出されては、好こう奇き心しんに駆られた無ぶ礼れい者ものがなにごとかとやってきてしまいます！」

　え、えーと……。

　無礼者だけど、好奇心に駆られたわけではないわ。

　衝つい立たてのこちら側で一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたものの、親族ですものということで、レオノアはひょいと覗のぞきこむ。

「あの、お義姉様？　なにか不ふ都つ合ごうなことでも？」

　声をかけると、鏡の前で揉もみ合っていた女主人と侍女が、はっとこちらを見た。

「──い、いやああああ！」

「セレーネ様！　どうぞお気をたしかに」

　マーゴが、暴あばれるセレーネを必ひつ死しで取り押さえる。

「レオ様！　セレーネ様のお口を塞ふさいでくださいませ。早く！」

　いつになく乱らん暴ぼうにセレーネを扱うマーゴだったが、それだけ二人とも動どう転てんしているということだろう。

「わかったわ。ちょっと待って」

　レオノアはすばやくあたりを見回し、ドレッサーにくたりと掛かかっていた化け粧しようケープを摑んだ。

　そして、わめきたてるセレーネの口に押しこむ。

「ぐむ……」

「いったいなにごとですか？　って、お、お義姉様──」

　ようやくセレーネの顔を正面から見たレオノアは、それきり絶ぜつ句くした。

　セレーネの、年のわりには張りのある、白い陶とう器きみたいな額ひたい。

　その真ん中に、見み慣なれないものが浮かんでいる。浮いているというか、ボタンほどの赤黒い肉にく塊かいが──。

「露ろ出しゆつしてる……？」

　他に言いようがなくて、レオノアが思わずつぶやくと、セレーネがあうあう、とかむぐむぐといった意味不明の音おん声せいを上げた。顔が真っ赤になっているから、たぶん怒っているのだろう。

「レオ様。めったなことをおっしゃらないでください！」

　マーゴに軽く非ひ難なんされ、「ご、ごめんなさい」と謝りながらもレオノアの視線はセレーネの額に釘くぎづけだ。
















「いったい、なにがあったの？」

「なにかがあったわけではありません。朝、鏡に向かうまではセレーネ様も私も、イボには気づきませんでした」

「イボ……」

　そう、たしかにこれはイボに違いないわ。そんな気持ちでレオノアがおうむ返しにすると、セレーネは身を捩よじり、レオノアを激はげしくねめつけてきた。イボ、という語に反応したのかもしれない。

「だけど、どうしてお義姉様のお顔にこんなものが」

「わかりません。私のおじいちゃんが言うには、おね、いえ夜に粗そ相そうをすると罰ばつとしてこういうものができると言ってましたけど。もちろんセレーネ様は違いますよ？」

　それはまあ、いい大人がおねしょするってことはないわよね。その単語も声に出してはいけないことを察したので、レオノアは腹の中だけであいづちを打った。

「ともかく、お医い者しや様に診みていただいたほうがよくなくて？　ここで大おお騒さわぎしていたってしょうがな──」

「いいえ！　人を呼ぶなんて、とんでもないこと！」

　レオノアの言葉を、ケープを自じ力りきで吐き出したセレーネが遮さえぎる。額に鎮ちん座ざしているものはあい変わらずながら、その声こわ音ねはいくぶん落ち着き、ケープを口に詰つめ直す必要はなさそうである。

「そうはおっしゃいますけれど、既すでにここに二人おりますが」

「これ以上、増やさないでと言っているの。ほんとにあなたはお馬ば鹿かさんだこと、レオノア。あげくのはてに、このわたくしの口に、こ、このようなものを」

「大変失礼いたしました。わたくしも動転しておりまして……」

　床に落ちた布を見やり、レオノアは心から詫わびた。いくら最上級のシルクとはいえ、ケープはケープですものね……だからって、豚ぶた毛げのブラシを押しこむわけにもいかなかったんだけれど……。

　セレーネは、しばらくぜいぜいと肩かたで息をついていたが、きっ、とレオノアに視線をよこすと、

「いいわ」

　と言った。

「オルフェスを呼んできてちょうだい。せっかくあなたがおられることだし、プティ・オーリィをここに──いいこと？　あくまでプティ・オーリィ一人ですからね？」

「御意」

　って、結局人を増やすんやないですか……だがレオノアは、ともかくご下か命めいを拝はいしてドレスの裾すそを翻ひるがえした。

　たしかに、こんなときにセレーネが頼る相手がいるとすれば、それは彼女の大切な弟ただ一人であるには違いない。




　だが。

　結けつ果かからいうと、オルフェスにだってどうにもできなかった。

　オルフェスをセレーネの部屋へ届けると、入れ替わりでレオノアは下がることになる。固く口止めされなくたって、「セレーネ様の額に大きなイボができた」なんて吹ふい聴ちようして回るほど悪あく趣しゆ味みではない。

　とりあえずセレーネを奥の間に移した、とその後オルフェスは自らレオノアの部屋を訪れ、そう報告した。

「あのう、隔かく離りしただけでどうにかなるような話ではないのでは……」

　こわごわ意見したレオノアを、愁うれいを帯おびたアメジストの瞳で見やり、

「本人は、ときが経たてば治る、と主張している。日にち薬ぐすりだそうだ」

　嘆息する。

「でも、放っておいてもしも悪化したら？」

「それならそれで、かまわない。これも運命だ──って、俺じゃない、姉上ご自身が、そうおっしゃったのだ」

　レオノアの目に無言の非難を見てとったか、オルフェスはいつになくあわてたふうに弁解した。

「運命って」

「アレが引っこむまでは、部屋から出ない。もし永えい久きゆうに消えないならば、永久にお姿を隠されたまま奥の間の置物にでもなるとのことだ」

「またそんな、やけっぱちなことを……」

　現実問題として、アタルビルの事実上の君主が「永遠に人々の前に出ない」なんていうことはありえない。公こう務むはオルフェスが肩代わりするにしても──婚礼前ということで、レオノアは正式には妃殿下と認みとめられていないからオルフェス一人で、だが──いつになってもセレーネが顔を見せないとなると、崩ほう御ぎよの噂が国中に広がるかもしれず、どさくさに紛れて近きん隣りん諸しよ国こくが攻せめ入ってこないとも限らない……。

「きみもきみで、あい変わらず発はつ想そう豊かというか、妄もう想そうが激しいというか」

　オルフェスはあきれ顔になったものの、もちろん奥の間に放置してなどおかないと請け合った。

　その言葉を実じつ践せんして、名高い医師や美び容よう家か、また祈き禱とう師しなど、オルフェスはあらゆる手段を講こうじてセレーネの額からいまいましい出来物を取り除のぞこうと試みた。

　が、結果ははかばかしくなかった。なにしろ、当人がイボのことは誰にも口外してはならぬ、面会していいのはオルフェスと侍女のマーゴのみ、という主張を譲らない。

　この城では、セレーネが法律みたいなものだ。そう言い張る以上、どんな名医だろうが奥の間に通されるはずがなかった。

　とはいえ業を煮にやしたオルフェスが、医師の診しん察さつを受けるようやや強めに説得したところ、無理強じいするなら自ら命を絶つという物ぶつ騒そうな返答。

　八方手を尽つくした末、処置の方法なし、という結論を出さざるを得なくなったそのとき。

　みすぼらしい旅人が、城門を叩いたのだ。

　ほどこしを与えて追い払おうとした門番に、旅人は堂々としたものだった。

　──我、物もの乞ごいにあらず。貴城を覆う憂いの雲を晴らしに参った。

　それだけなら、ただのあてずっぽうだと、報告を受けたオルフェスもとり合わなかったかもしれない。

　だが、旅人はこう続けたのだ。

　──どうやら、高貴な身分の女によ人にんに災厄が降りかかっているご様子。たとえば、難儀なところに不ふ吉きつな星の発はつ顕げんだとか。

　不吉な星、つまり出来物──イボ？

　額が難儀な場所かは人それぞれに意見があろうが、少なくともセレーネにとっては、人目につく場所のイボは難儀なことだっただろう。

　オルフェスは、この不思議な男に入城を許可した。

　そして、カルバッハと名乗る旅人は、奥の間の扉の前に立ったままで、城の憂事……セレーネの額のまがまがしいイボを落としてみせたのだった。










[image: ]










　なるほど、予よ知ちと魔ま法ほうを併あわせたような奇き跡せきと呼ぶ他ないのかもしれない。レオノアは現場にいたわけではないが、一部始終を見届けたオルフェスによれば作さく為いのようなものは感じられなかったというし、なにより当のセレーネ自身がすっかり奇跡を信じこんでいる以上、誰も疑うたがいを口に出すわけにはいかないのだ。

　無事、イボのない姿を取り戻したセレーネは、自分で奥の間を出て、そしてカルバッハを手て厚あつくもてなすよう城内におふれを出した。

　たしかに、セレーネにとっては恩おん人じんだ。

　そこを否ひ定ていする気持ちはレオノアにはない。ないのだけれど。

「……はー。婚こん礼れいの儀ぎはともかく、建けん国こく祭さいだけは予定通りに行ってほしいけど」

　鏡に映うつった自分に向かって、レオノアはつぶやいた。

「あらレオ様、婚礼の儀はよろしいんですか？　あたしには、そこも大切なんですけど」

　たちまちリサが身を屈かがめて、鏡越ごしに咎とがめてくる。

「そ、そりゃあね。でも、なにも毎年婚礼の儀があるわけでもないんだし」

「あたりまえですよ。毎年毎年、どなた様がそんなに結婚されるんですか」

　リサは、レオノアの頰ほおにかかった髪かみを一ひと房ふさ掬すくいとると、器用な手つきでくるくると編あみこんでゆく。

「城バローラではもう、当分婚礼の儀はないでしょうね。建国祭に併せてなんて、セレーネ様もイキなことをなさると感動しましたのに」

「そうねえ。おめでたいことが重なるのは、悪くはないけれど」

　建国祭。文字通り、国を挙あげての祝しゆく賀がであり、働いている者には貴き重ちような休きゆう暇か、またその家族たちにとっても、一家揃そろっておめかしをしたり、無料で飲み食いのできる三日間なのだ。王宮の食しよく糧りよう庫こを空にする勢いでご馳ち走そうがふるまわれ、またふだんは蔵くらの奥にしまいこまれている貴重な酒の栓せんも抜かれる。千年ものの古酒や、宝石よりも高価だという貴き酒しゆなど、全世界でもバローラ城にしかない酒が気前よく分け与あたえられるというから、それがなにより楽しみな辛から党とうも多いだろう。

　そして、首都エスティロだけではなく、すべての領地で王の名のもとに貯ちよ蔵ぞう庫こが開放される。文字通り年に一度の、華はなやかで楽しい国こく民みん的てき行ぎよう事じ。民たちはもちろんのこと、位の高い貴族や王族たちもこの日をひそかに心待ちにしているという。なのに。

「庶しよ民みんの楽しみを奪うばう権けん利りなんてないわ。いくらお義ね姉え様であっても」

「……レオ様。またなにか、とんでもないことを企たくらんでおられたりしませんか？」

　心の中だけで言ったつもりが、うっかり口に出していたらしい。レオノアはあわてて、

「とんでもないことって、なにかしら。また、って。私、自分からしでかしたことなんてないつもりなんだけど」

　鏡の中のリサに微笑ほほえみかけた。

「ええ、そうでした。レオ様は、ご自じ身しんの意い思しとは無関係に常に騒そう動どうに巻きこまれておられるだけですよね」

　リサの口調は、まるでレオノアが無意識のうちに自分から騒さわぎを巻き起こしているのだと言わんばかりだった。そりゃあまあ、その節せつはリサにも多大な心しん労ろうをかけてしまったのは事実だけど……。

「でも、本ほん音ねをいえばあたしだって建国祭の日ひ延のべなんて嫌いやですよ。弟てい妹まいたちだって、みんな楽しみにしてますし。でも、それより大事なことは、レオ様をこの上ない花嫁姿すがたでこのお部屋から送り出すことなんです！」

　リサは力説する。

「……オルフェス様にがんばっていただくしかなさそうね」

　ふうと息をついて、レオノアは望みを口にする。

「あたしも、それを期待してるんです。最近のオルフェス様は、セレーネ様よりレオ様を大切になさっているようですしね」

「あ、あら。嫌だわ、そんなことないわよ」

「いえいえ、レオ様を助けるためにペーター先輩にひらりと飛び乗られたあのときに、あたしは確信しました。オルフェス様には、誰よりレオ様が必要なんだって」

「いやいやいや」

　柄がらにもなく頰が熱くなり、レオノアは道どう化けた仕草で頭を振る。

「あ、動かないでください、ピンが頭に刺ささってしまいます！　……でもねえ、あのカルバッハ様って、いったいいつまで城にとどまるおつもりなんでしょう？」

「……それを私が知っていたら、真っ先にあなたに教えていてよ？　リサ」

「あたし思うんですけど、カルバッハ様が建国祭より前にアタルビルを出ていかれたら、問題は一気に解決するんじゃないでしょうか？」

　同じことを、レオノアも考えなかったはずがない。

　だが、セレーネの入れあげっぷりを思えば、たとえカルバッハ本人がそろそろ引ひき揚あげたいと申し出ても認みとめなさそうである。

　いえ。むしろ、ついていきそうよね、カルバッハ様に。

　一いつ瞬しゆん、「それならすべてがうまくいくわ」という考えを浮かべてしまった自分を、レオノアは恥はじた。

　それにしても。

　今年の建国祭にあたる日は、三日とも星の巡めぐりがよくない。

　よって、日延べをするがよい。

　──意い訳やくすると、それがカルバッハの「お告つげ」だった。

　ことに、「デモーニオの島」の引き揚げ作業がよろしくないという。もともと、レオノアの祖そ国こくであるベルラネグロから、戦利品としてせしめた宝──というか領りよう土どであるそこから、まがまがしい「気」が出ている。今あそこに手をつけるのは甚はなはだ危険。

　そういう予よ言げんがあったと聞いて、内心むっとしてしまったレオノアである。それじゃまるで、ベルラネグロの怨おん念ねんでもこもっているみたいじゃない。

　いくら敗戦国だからって、三百年も前のこと。怨おん霊りよう様だって、たいがい成じよう仏ぶつなさっている頃合いよ！

　……とはいえ、カルバッハが「出ている」といえば、「出ているんだろうな」と納なつ得とくしなければならないのが、現在バローラ城に住まう者の務つとめだ。逆さからうことは、許されない。カルバッハの予言は、そのままセレーネの意思となり、半はん日にちも経たたないうちに城全体に「命令」としていきわたる。まさに、カルバッハが法ほう律りつなのである。

　異常だわ……。

　そう思うのはレオノアばかりではないだろう。いや、事実オルフェスと側そつ近きんの者たちは不ふ審しんをおぼえているようだ。

　最初は皆が当とう惑わくしていたはずだった。それはそうだろう。ある日突然、素す性じようもわからぬ男を予言者だの呪じゆ言げん者しやだのと紹介されて、そのお告げは絶対だと押し付けられたところで、すぐに受け入れることなどできようか。

　が、その男カルバッハが下すご宣せん託たくが次々と的を射い抜ぬいていったなら、信じてしまうものらしい。

　事実、鬘かつらやら金の入れ歯やら老ろう眼がん鏡きようやら。失うせ物もののありかをぴたりと当てられて、城の使用人たちが続々とカルバッハの前に膝ひざを折おった。

　それは重じゆう臣しんたちとて例外ではない。鬘を失なくしたのは、古くから王家に仕える財務大臣だった。ある朝寝しん室しつのベッドサイドから忽こつ然ぜんと消えていたそれは、物が物だけに極ごく秘ひ裏りに捜そう索さく活動が行われたらしい。だがセレーネの知るところとなり、問答無用でカルバッハにお伺うかがいを立てることになる。結果、現在はほとんど使われていない地下倉庫で、箒ほうきの先に引っかかっているところを発見されたという。なんだってまた、そんなところから見つかったのか解げせないが、それだけにカルバッハの力は本物だということが証明されたわけだ。当の大臣に近しい者や捜索にあたった兵士たちがいっせいにカルバッハになびいたのも、悔くやしいが無理からぬところ。

　かくして、セレーネは鼻高々で、ますますカルバッハを崇あがめるようになった──というのが、ここひと月ばかりのできごとである。中には、セレーネへのお追つい従しようでカルバッハに心しん酔すいするふりをしている者もいるだろうが、いずれにせよ情勢は圧あつ倒とう的てきにカルバッハに有利だ。オルフェスが苦りきった顔でレオノアに告げたところでは、セレーネは近々、カルバッハを重職に就つけるかもしれない勢いだそうだ。

　このままでは、あのうさん臭くさい自じ称しよう呪言者がバローラ城の、ひいてはアタルビルの中ちゆう枢すうに居座って思うがままに国を動かす……事実上の支配者となってしまうのではないだろうか。

　とんでもない話だ。

「ほんとうに、なんだってまた、そんな予言者だか占うらない師しだかの言うことを、あのセレーネ様がてんから信じこんでしまわれたんでしょうか？」

　リサの声に、レオノアは思考の海から立ち戻った。

　──どうしてセレーネが、そこまでカルバッハに入れあげるのか。

　その理由を、もちろんレオノアは知っている。

　だがそれは、おいそれとは口に出せない「理由」なのだ……事実、レオノアだって偶ぐう然ぜん知ることになっただけで、そうでなければ今ごろ、リサといっしょになって首を捻ひねっていただろう。嫁扱いされていないヨメとは、そういうことである。

「きっと、口のうまい男なんでしょうね。あたしにお目通りさせてもらえば、言い負かしてやるのに！」

　レオノアの沈ちん黙もくをどう解かい釈しやくしたか、リサはブラシを握にぎって勇いさましいことを言う。

「リサは、占いとか信じないほうなの？　女の子はみんな、そういうのが好きみたいだけれど」

「信じませんね。なんでも、うちのご先せん祖ぞさまが大昔、拝おがみ屋やだかに引っかかって、言われるがままに投とう資ししたら大損しちゃったとかで。以来、占い師とか予言者だとか、とにかく生身の人間を信しん仰こうしちゃいけないっていうのがうちの家訓なんです」

「なるほど。それは貴き重ちような教えだわ……」

　ぜひ、セレーネに聞かせたい話である。

　もっとも、今のセレーネになにを吹きこんだって、目を覚まさせることはできまい。

「だけど、世の中には引っかかっちゃう人が案外多いんですね。こう言っちゃなんですけど、セレーネ様はもっと賢かしこい方だと思っていました」

　言ってから、過ぎた言葉だと思い直したのか、リサはすぐに「いえ」とかぶりを振る。

「もちろん、あたしなんかよりもずっと立りつ派ぱな方であることに変わりはないんですけど！」

「そうねえ……私よりずっと賢い方なことにも変わりはないけれど……」

　レオノアは同意したが、リサの声こわ色ねににじむ不ふ信しん感かんにひやりとしたのもたしかだった。

　政まつりごとにはお呼びでないレオノアの侍じ女じよですらこうなのだ。

　カルバッハ信仰に与くみしていない重臣たちは、今のセレーネをどう思っているのか。

　国王代行として絶ぜつ大だいな権力を握る独どく裁さい者しや。そんなセレーネの前に彼らがひざまずいていたのは、ひとえにセレーネが押しも押されもせぬアタルビルの第一王女だからだ。

　それが、突然現れた呪言者のお告げを自身の言葉とし、有う無むを言わせず服従させる──こんなことが、いつまでも続いていくのだろうか。

　謀む反ほん、反はん乱らん。不吉な言葉ばかりがレオノアの頭に浮かんだ。

　ほんとうに、どうかしているわ。

　そして、セレーネ自みずから、こうした不信感を取り払うためにありのままを明かすことなどありえないのだった。カルバッハの妖よう術じゆつで、なにをどうやってもとれなかった醜みにくいイボが消えた、という事実はもちろん、そもそも額ひたいにイボができてしまったことじたい、人に知られるぐらいなら舌したを嚙かんで死にかねないセレーネである。

　歯止めをかける者がいるとすれば、やはりオルフェスを措おいて他にはない。実際、オルフェスは、建国祭を通常通りに開催するべく精力的に活動している。

　そうすることによって、カルバッハに傾けい倒とうする姉をいさめる狙ねらいもあるのだろうが……結果的にはセレーネを怒らせることになり、姉弟の対立で城内はギスギスしている、というわけである。

「でも大だい丈じよう夫ぶですよね。オルフェス様は、きっとセレーネ様を説とき伏ふせてくださいますよね？」

　リサの言葉に、「そうね……」といささか力なく返すことしかできない自分が、レオノアはもどかしい。




　さらに三日続けて、朝ちよう餐さんの儀ぎが行われなかったから、レオノアはオルフェスの動どう向こうを知ることができなかった。

　四日目の朝、従者がレオノアの部屋を訪れ、今日は昼ちゆう餐さんをともにするようにというオルフェスの意い向こうを告げた。

「やれやれ。ようやくお呼びがかかりましたわね。あの自称予言者のことが、片づいたんでしょうか」

　昼餐用のドレスを二人で選びながら、リサが声を弾はずませる。

「まさか、そんな急に片づけるのは無理でしょうよ」

　レオノアは苦笑した。

「やっぱりですか？　あたし、毎晩お祈りしてますのに。インチキ野や郎ろうが、明日こそは城を出ていってくれますようにって」

　リサの、カルバッハへの評ひよう価かは秒単位で下がっていくようだ。

「ま、まあ。そこまで言うものではないわ、リサ。私にしても、カルバッハ様のことをよく存ぞんじ上げているわけでもないし」

　なにしろ、主にオルフェスからの伝でん聞ぶん以外、情報がないのだ。姿すがただけなら遠目に見ることはあったが、ぞろりとした長衣ローブをまとった髭ひげ面づらの、外見だけは呪言者っぽいかな？　程度の印象。でもそもそも、呪言者っぽいってどういうことかしら。他の呪言者を見たことがないから、わからない。

「だって、呪言だ予言だなんていったって、根拠もなにもないじゃないですか。奇跡とか聞くだけで虫むし唾ずが走るって感じなんですよね、あたし」

「……よほど、ご先祖様はご損をなさったのね」

　たじたじとなるレオノアだった。

「損じゃなくて、大損です！　それはもう、身しん代だいが傾かたむくなんてレベルじゃなく！」

　リサは、拳こぶしを握って力説するのだった。

　春らしい、薄うす紅べに色いろの軽やかなドレスを選び、それに合わせて緩ゆるく髪を上げ調ととのえると、もう昼餐の刻だった。リサに送り出されて、レオノアは昼餐の間に急ぐ。

「──へっ!?」

　部屋に通されたレオノアは、卓たくに着ついた顔ぶれを見て思わず声を上げた。

「なにが『へっ』ですか、品のない。まったく、あなたには大アタルビルの王おう太たい子しに嫁とついだという自覚がなさすぎです」

　いつものようにつけつけと毒どくを吐くセレーネはまあいいとして、その隣となりに腰を下ろした男は、カルバッハに違いなかった。

　オルフェスに目顔で促うながされ、レオノアは動どう揺ようを抑おさえながら粛しゆく々しゆくと席に着く。ちょうど、セレーネに正対する形だ。想そう定てい外がいの男とは斜はす向むかい。すぐに係の者が近づいて、レオノアの膝にナプキンを広げてくれる。

「それで、あなたとは初めてですわね？　レオノア」

　最初にスープが配はい膳ぜんされた後、セレーネが口を開いた。

　何が初めてなのかと訊きき返すまでもなく、「カルバッハと正式に顔を合わせるのは」という意味だと察さつした。レオノアは愛あい想そ笑いを作る。

「ええ。こちらがカルバッハ様ですのね？　お姿はたびたび拝はい見けんしておりました。わたくしはレオノア・アスタリスクと申します。ええと──」

「私の妻つまです。ベルラネグロからはるばる、我わがアタルビルに嫁いでまいりました」

　言葉に詰つまったレオノアの代わりに、オルフェスが紹介した。

　私の妻……妻。ま、まあそうなんだけど──あい変わらず、オルフェスの口から聞くとどぎまぎしてしまう。

「ベルラネグロ。つまり、こちらが真しん珠じゆの姫というわけですな」

　カルバッハは、こちらを見てうなずく。

　その姿を、失礼にならぬ程度にしげしげとレオノアは眺ながめた。

　オルフェスの話では、最初に現れたときのカルバッハは、襤らん褸るに薄汚よごれた髭面ということだった。

　むろん、その後のカルバッハは、ぼろなどまとってはいない。城内で見かけるときは、長衣姿だった。

　今、向き合うカルバッハは、おそらくはセレーネが手配したのであろうぱりっとしたアフタヌーン・ジャケットにリボンタイの紳しん士しの身なり。

　──ではあるものの、髭面はそのままだ。いくらかは刈かりこんでいるのだろうが。

　薄いブラウンの髪と同じ色の頰髭が顎あごまで続き、鼻の下にも支し線せんが伸びている。

　そのせいで年配に見えるが、そこを取り除けば案あん外がい若いのではないかとレオノアはあたりをつけた。あくまで主観ではあるが。

　そして、顔立ちそのものは整っており、むさくるしい髭を抜いて考えれば、なかなかの好男子といえるかもしれない。

　──お義姉様を骨ほね抜ぬきにしたのは、あながち実じつ益えきを伴ともなう「奇跡」ばかりではなかったりして。

　そんな想像をした自分に気がつき、レオノアは微び妙みような気持ちになった。それ以前に、もっと知らなければならないことがあるだろう。

　たとえば、と隣席を見やると、オルフェスはいつにも増した鉄てつ面めん皮ぴで、

「たまには、姉上と腹を割って話す機会も必要かと思いまして」

　まさにレオノアが知りたい答えをよこしたから、さらに微妙だ。自分のことは、オルフェスにはお見通し、なのにこちらのほうでは相手の考えていることがいまひとつわからない。それに、「腹を割って話したい」だなんて。いくらアルヴィンも外させた身内だけの席だからって、このところお義姉様との折り合いがよくないことを、そんなに堂どう々どうと発表しちゃっていいのかしら。

　レオノアの認識では、オルフェスというのはそれほど率そつ直ちよくな男ではない。どちらかといえば、深しん慮りよ遠えん謀ぼうを巡らせるタイプだと思っていた。なのに。

「嫌だわ、プティ・オーリィったら。それじゃまるで、わたくしがあなたの手に負えないみたいじゃない」

　対してセレーネは、いつも通り勝かち誇ほこったような笑みで言う。姉は姉で、直球勝負か。それはべつだん、不ふ思し議ぎなことではないけれど。

「ええ。姉上がいつになく慣かん例れいを破るようなことばかりしようとされるので、私は目を白黒させております」

　ちなみに、オルフェスの瞳はアメジストにたとえられるきれいなバイオレットである。

「型かたに嵌はまってはダメ。同じ道をただ辿たどっていくだけでは、国力は停てい滞たいするの」

「──驚きました。まさか姉上の口から、革かく新しんなどという言葉を聞くことになるとは」

「あら、なにかご不満でも？　というか、革新だなんて口に出してはいませんけどね、わたくしは」

　オルフェスは無言で、肩をすくめた。レオノアから見ても、いささか芝しば居いがかった仕草で、仄ほのかに軽けい蔑べつがにじんでいた。

「ただ、それが全部、姉上ご自身の考えであることを祈るばかりですよ」

「お、オルフェス様」

「嫌味のつもりなのかしら。ええ、あなたが邪じや推すいする通り、わたくしの見解はこの方のご助言があってこそですよ」

「せ、セレーネ様」

　自分が先ほどから、固こ有ゆう名めい詞ししか口にしていないのはわかっている。だがレオノアはそれしか言えなかった。巨人が振るう鉄球のごとき衝しよう撃げきが、後頭部をジャストミートしたのだ。

　あの誇り高く唯ゆい我が独どく尊そんのセレーネが、他人の意見を耳に入れ、あまつさえ大部分取り入れていることをこんな場で認めるなんて──！

　という、聞きようによっては多大な無礼となりかねない思いが頭を渦うず巻まく。

「ええ。よくわかっております」

　オルフェスは、今度は本心から嘆たん息そくしたようだった。

「ですので、国を動かしていくにあたり、重要な立場を占めるであろうその方を我が妻に引き合わせておかねばと思った次第です」

　急に皮肉合戦に巻きこまれた。レオノアは急いで居い住ずまいを正す。

「ご指し導どうご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いいたします」

「これはこれは。堅かた苦くるしいのはけっこうですよ」

　意外と若々しい声が返ってきた。カルバッハの濃い茶色の瞳は澄すみ、うさん臭くささと爽さわやかさは両立できるのだなと、レオノアは要らない見けん識しきを増やす。

「失礼いたしました。わたくしは嫁いだばかりで、礼れい儀ぎ作さ法ほうなどまだまだ修業中の身です。そんなわけで、アタルビルでのキャリアはカルバッハ様とさして変わりないかと存じます」

　カルバッハはセレーネの夫でもなんでもないから、義あ兄にに対するふるまいは必要ないかもしれない。

　だが、たぶん義兄以上に厄やつ介かいな相手だった。セレーネが心酔する、どこの誰とも知れぬ風ふう来らい坊ぼうと相あい対たいしている、というわけのわからない状況。まずそこで困こん惑わくしてしまう。

「いやいや。なかなかの王太子妃でいらっしゃると聞いておりますよ、レオノア殿どの」

「ど、どういう意味で『なかなか』なのかは存じませんが、未み熟じゆく者ものでございます。セレーネ様にされるように、わたくしのこともお導きいただければ幸いです」

　隣から刃先の鋭するどいナイフのような視線が、ぐさぐさ刺さってくるのを感じる。

　だがレオノアは、気づいていないふりを通してじっとカルバッハを見つめた。

　樫材オークの瞳が一瞬とまどいを浮かべ、すぐに愉ゆ快かいそうに躍おどる。

「は、は。これはこれは。ご謙けん遜そんでいらっしゃる。さすがはベルラネグロの真珠と呼ばれる妃殿下ですな」

「その真珠は、単に見かけをたとえたものらしいですけれどね」

「そ、そしてわたくしの見み映ばえがそれに値あたいしないのも事実ですわ！」

　オルフェスに続き、セレーネにまでへそを曲げられたくない。その一心で、レオノアはへらへらする。

「どうでしょうね──ベルラネグロからの花嫁は、三百年前に沈しずんだ真珠の島を浮上させる霊れい力りよくを持つ、と伺っておりますが」

　レオノアは、はっと身み構がまえた。

　友好的な色は消え、カルバッハの目は抜け目なくレオノアを見み極きわめようとするかのごとく光っている。

「そのように聞いておりますわ。でも」

　その瞳に見つめられていると、なんだか現実が遠のいていく気がした。魅み入いられたかのように。レオノアはぼんやりと口を開く。

「実のところ、わたくしはなにも知らないのです。儀ぎ式しきのことやなにか、デモーニオの島に関することなどは。むしろ、嫁してから知ったぐらいで」

「レオノア」

　名を呼ぶ低い声に、我に返る。

　眉まゆをひそめたオルフェスは、咎めるようにこちらを見ていた。

「も、申し訳ございません。わたくしったら、己おのれの不明をぺらぺらと──」

「いや、いや。大変けっこうですぞ、レオノア殿」

　カルバッハは、なぜか嬉うれしそうに肩かたを揺ゆすった。

「正直なことは、なによりだ。それでこそ、アタルビルの王太子妃。よい方を迎むかえられましたな、セレーネ殿」

「そのようですわね。おかげでわたくしも肩の荷をようやく下ろした気になっておりますの、カルバッハ様」

　え、とレオノアは一気に現実に立ち戻った。お義姉様が同意した？　よりにもよって「いい嫁」という語に。

　言われても、ちっとも嬉しくないのはセレーネが本心からレオノアを認めているのではなく、ただカルバッハにおもねるためにあいづちを打っただけだとわかっていたからだ。まったく、セレーネらしからぬ言動というほかはない。

「それでは、建国祭の式しき次し第だいは予定通りということでよろしいですね、姉上」

「オルフェス様……」

　レオノアは、ここに至いたってようやくオルフェスの真しん意いを知る。昼餐にセレーネたちを招いたのは、言げん質ちをとるためだったのだと。

　和なごやかな食事の席で、どさくさ紛まぎれにセレーネを翻ほん意いさせようと、そういう腹づもりらしい。

「それはどうかな、オルフェス殿」

　が、セレーネより先にカルバッハが反応した。人のよさそうな笑みを消し、またあの油断のならない目つきに戻っている。
















「というか、なにが『それでは』なの、プティ・オーリィ？　その結論、前段のどこともつながってないじゃありませんか」

　セレーネはセレーネで、さすがにそうやすやすと丸めこまれるタマではなかった。

「私の見立てでは、あの小島は凶きようと出ている。いたずらに引き揚げるようなことは慎つつしんだほうがよい──と、セレーネ様にもそう申し上げたはずですが」

　カルバッハは、隣席に目をやる。

「ええ。とんでもないことです。デモーニオの島には、誰も近づいてはなりません」

　セレーネは威い厳げんを取り戻すと、オルフェスを軽く睨にらんだ。

「それに、この時し化けでは、そもそも船など出せませんからね」

「いや」

　レオノアですらもっともだと思ったセレーネの意見を、オルフェスはあっさり否定する。

「なにも、船でしかいけないわけではない」

「どういうこと？」

「我がアタルビルの誇る、海軍所属飛ひ行こう艇てい部ぶ隊たいをお忘れですか」

　え、とレオノアは内心眉をひそめた。飛行艇、と聞くだけで嫌な記き憶おくが蘇よみがえる。トラウマとまでは言わないが、聞いて楽しい気持ちにならないことだけはたしかだ。

「まさかあなた、飛行艇を使うつもりなの？」

　セレーネも、細い眉の間を歪ゆがめる。

「そういう選せん択たく肢しもあるということですよ」

　オルフェスがしれっとして応じると、カルバッハもまた険けわしい顔で小うるさい王太子を見た。

「でも、あの付近には陸地なんかなくってよ？　仮に、あなたの隣におられる勇ゆう敢かんなヨメがまたも落らつ下か傘さんを背せ負おって飛んでいったとしても、降り立つ場所がないじゃない」

　落下傘。レオノアの背せ筋すじに、冷たい汗が伝っていく。

「レオノアは飛行兵ではありませんよ、姉上。どうして素人しろうとの妻が、落下傘で降り立たねばならないのですか──まあ、そのあたりの作戦は建国祭に併せて詰めますよ」

「いつ開催されるかわからない建国祭に向けてね。もし中止なんていうことになりでもしたら、あなたも頭を絞しぼらずにすむでしょうね、そんな実現するかどうかもわからない作戦のことを」

　火の出るようなやりとりとは、このことだ。レオノアははらはらと、姉弟の言い合いを見守る。

「建国祭は、必ず予定通りに行いますよ。婚礼の儀と、もちろんデモーニオの島の引き揚げも、ともに」

　オルフェスは、刃物をつきつけるような調子で言った。

　セレーネが、わざとらしく咳せき払ばらいをした。

「そんなことは認めないと言ったでしょう？　なにしろ、星の巡りが悪すぎます」

「姉上が、どういう根こん拠きよでそうおっしゃるのか理解に苦しむところです。実際、私のほうでも天文学や歴史研究の権けん威いを招いたところ、特に問題のない、よい日取りだとのことでしたが──」

「学者がなんだっていうの」

　セレーネは眉を跳ね上げた。

「彼らは、ただ過か去この事例から統計学的に問題ないと言っているだけでしょう」

「しかし事実、建国祭で凶事が起こったというような例はどのような資料にも残されてはいませんが？」

「それは……」

「それは違いますぞ、オルフェス殿」

　セレーネが応おう酬しゆうに詰まったのを見てか、カルバッハが口を挟はさんできた。さっきから、割りこみのタイミングを計っていたようだった。

「過去に事例がないからといって、この先も大丈夫だろうというのは人間の傲ごう慢まんにすぎない。自然、陰いん陽よう、それらを司つかさどる星。そう、すべては星の導きなのです。それを理解していない限り、災いがいつ、どのようなきっかけで起こるかなど、失礼ながら、学者にわかるものではないのだ。彼らの根拠は、要するに文ぶん献けん──紙の上にしかないだろう。どれだけ膨ぼう大だいな資料を積み重ねようと、先のことを知ることはできませんよ」

「そう、それは特別なを力を持つ者の目で見、読むしかないのです、プティ・オーリィ」

　セレーネが、うっとりとカルバッハを見た。

「──で、こちらにおわす客人がその者だと」

　反対に、オルフェスは氷のようなまなざしをカルバッハに向けた。

「どうもよくわかりませんね。それこそ、根拠もなにもないことではありませんか」

「根拠？　目の前で奇跡を見ても、根拠がないとおっしゃるのかしら」

　セレーネは、たちまち不ふ機き嫌げんそうになる。

「あいにく、その奇跡の恩おん恵けいに浴よくしたのは姉上だけですのでね。私にはいまひとつ、実感がありませんよ」

　レオノアは不安に駆られた。セレーネの見ている現実は、こちら側のビジョンとまったく違っているらしい。

「まあまあ、セレーネ殿。このことは極めて深しん淵えんな問題ですからな。普通の人間なら、一日二日ではまず理解できないのが当然です。貴女あなたこそが、特別なのです」

　レオノアは内心、「はっ」と吐き捨てた。世せ俗ぞくを超ちよう越えつしているというていで、けっこう世渡り上手というか……媚こびる相手とコツを的確に摑つかんでいるじゃないの、この人。またお義姉様ときたら、「まあ」なんて軽く頰を赤らめちゃってるし。

　どうにもうさん臭さは消えないものの、カルバッハがセレーネにもたらした「奇跡」を否定することもまた、レオノアにはできないのである。

「それでは本当のことを申し上げましょうか、オルフェス殿」

　するとカルバッハは、なにを思ったかオルフェスのほうに身を乗り出した。レオノアは反射的に、皿を引き寄せ木き苺いちごのパイを守る。

「本当のこと？」

「建国祭の日延べを進言したのは、デモーニオの島のせいばかりではないのです」

「と、申されますと」

「そう。あの島が災いとなる条件として、対になっているものがあるのですよ。最凶のペアとでもいうべきものが、いやヒトが、といったほうがわかりやすいか」

「デモーニオの島と対に……それは、まさかとは思いますが私の妻ということですか」

　レオノアは目を瞠みはった。オルフェスはやや気け色しきばみ、

「レオノアは災いの種などではありませんよ。それどころか、アタルビルにより繁はん栄えいをもたらす真珠の姫──」

　なおも言い募つのろうとするところを、カルバッハが遮さえぎった。

「まあ、その真珠が本物なら、ですがな」

「……なにをおっしゃりたいのでしょう？　レオノアが偽にせ物ものだということですか。それは、我がアタルビルだけではなく、友好国ベルラネグロをも貶おとしめる発言ですよ。少し言葉を慎んでいただきたい」

「いやいや。そうではない」

　カルバッハの余よ裕ゆうある笑みを見れば、先の言葉がオルフェスを怒らせることなど最初から織おりこみずみだったようだ。

「もちろん、レオノア殿はベルラネグロの第二王女であり、アタルビルとの友好の架かけ橋はしになるべく嫁がれてきたのでしょう。そこは否定したりしませんよ」

「では、なにが」

「驚きましたよ」

　カルバッハはさっきとは逆に、椅子の背に凭もたれかかる。見ようによってはふんぞり返っているともとれる。王太子オルフェスに対し、なんという不ふ遜そん──。

「セレーネ殿からだいたいのことは伺ったのですが、デモーニオの島の封ふう印いんを解とくためにはベルラネグロの四姫の力が必要……古文書をそう解読して、あなたがたはレオノア殿を迎えたそうですな？」

「いかにも」

　それがなにか、と言いたげにオルフェス。

「妃きさき選びは、もう少し慎しん重ちようにされるべきでした。つまり、四姫ならば誰でもいいというわけではないということ」

「なんですって。それは本当ですの、カルバッハ様!?」

　レオノアやオルフェスよりも早く、セレーネが反応した。

「どうして早く、それをおっしゃってくださらなかったのですか」

　って、もっと前でも私は既すでにアタルビルの王太子妃（いちおう）なんですけど……。

　傷は浅いうちに、という語が浮かび、レオノアは嫌な予感に身をすくめた。

「確信はなかったからですよ、セレーネ殿」

　しかし、とカルバッハは続ける。

「実際にお会いしてわかった。この方は、真珠の姫ではないと」

「ええ、ですのでわたくしは、便べん宜ぎ上じよう数に入れていただいているだけで、ベルラネグロの真珠などではないと先ほどから」

「それは容姿のことでしょうが」

　セレーネは、眦まなじりを決してレオノアを見た。

「見た目のことなど、どうでもいいのです。デモーニオの島を引き揚げるための儀式、その依より代しろとして使えるか、使えないかが問題なんです！」

「いいかげんにしてください！」

　突然ばん、と卓を打ち鳴らしてオルフェスが腰を上げた。

「おとなしく聞いていれば、なにを勝手なことばかり。無礼にもほどがあるでしょう。凶事を招くだの、偽物だのと。あげく、妻を使える使えないだのと道具かなにかのように。これ以上私を怒らせたら、不ふ敬けい罪ざいで処しよ罰ばつを検けん討とうしますよ、カルバッハさん？」

「そんなことわたくしが許しませんよ、オルフェス！」

　セレーネも立ち上がって叫ぶ。

「姉上の許可など不要です」

　オルフェスは、不敵に笑った。

「いざとなれば、アタルビル王国次期国王たるオルフェス・ラ・カンパネラの権限において追放するも投とう獄ごくするも私の自由ですので」

「なんということを……オルフェス、それをあなたがわたくしに言うの？　母のいないあなたを、この手で育て上げたこのわたくしに」

　セレーネも口を歪める。

　それはオルフェスにとって、致ち命めい傷しようになる言葉のはずだった。レオノアもそう思った。

「今の姉上は、私の知る姉上とは違ってしまっておられますので」

　オルフェスは、だがあっさりとそれを退け、レオノアをふたたび瞠どう目もくさせる。

「そう。あなたはそうお考えなのね。よくわかってよ、オルフェス。だけど、婚礼の儀だけはわたくしの目の黒いうちは許しませんからね！　建国祭は中止です!!」

　と、弟と同じすみれ色の目をしたセレーネが言い切り、

「あなたの許可は要らないと申し上げたはずですがね。ではご機嫌よう、姉上。レオノア、行くぞ」

　オルフェスはさっと幅広袖上衣ジユストコールの裾すそを翻ひるがえす。

　──婚礼の儀だけは許さない……。

　いったい、なにがどうしてそんなことに!?　論点は、デモーニオの島問題だったはず。しかも、日延べどころか中止ですって!?

　新たなショックに次々と打たれたレオノアは、すがるように正面に座る二人を見比べたが、セレーネの憎にく々にくしげな目に出会う。

「もうしわけありません、セレーネ様、カルバッハ様。本気ではないのです。オルフェス様が本気であんなことをおっしゃるはずが」

　立ち上がり、深々と低てい頭とうしたレオノアに、

「いい子ぶらなくてもけっこうよ。あれのことはあなたなどより、よく知っておりますからね」

　セレーネは、つんと顎を反そらした。

「……」

　レオノアはあきらめて、オルフェスの後を追う。

「お、お待ちください、オルフェス様」

　レオノアの呼びかけに、既に廊ろう下かをだいぶ先まで進んでいたオルフェスの背中が止まった。

「──遅いぞ」

「オルフェス様の足が速すぎるのです」

　レオノアは、ようやく追いついて壁かべに手をついた。

「だが、きみの足も負けていないはずだがな──おおかた、姉上をとりなそうとでもしていたのだろうが、無む駄だな努ど力りよくというものだ」

　息を弾ませながら、レオノアはぎくりとする。な、なぜわかる？

　って、なぜかわかってしまうんですよね……。

「オルフェス様、よいのですか？」

　ふたたび歩き出したオルフェスに、遅れをとらないように急ぎ足で並びながらレオノアは夫に問うた。

「お義姉様にあんなことをおっしゃって……腹を立てられたのもわかりますが、あれではいっそう、仲直りがしにくくなってしまいます」

「それがどうかしたか？　俺はべつに、姉上のご機嫌窺うかがいのために昼餐の席を作らせたわけではない」

　オルフェスのにべもない返事に、レオノアは絶ぜつ句くする。

「で、ではいったい、なんのためだったのでしょうか？」

「あの男の手を見るためさ」

「──カルバッハ様の、手」

　レオノアはおうむ返しをした。

「って、右手と左手以外にも手があるのですか」

「……。待っていても、つっこんではやらん」

　冷たく言い捨て、オルフェスは容よう赦しやのない歩ほ幅はばで歩き出す。

「あ、お待ちになって。わたくしが悪うございました」

　レオノアは焦あせって、追いすがる。

「そうではなくて。カルバッハ様がなにか謀はかりごとを巡らせておられて、そのためにどんなアプローチをしてくるのかを探られようと？」

「わかっているなら、はじめからそう言え。まったくきみは、天然なのかそのふりをしているだけなのかがわかりにくくて困る」

　──私にとっては、あなた様のほうがよほどわかりにくいのですが？

　心の中で言い返し、レオノアは、

「それで、カルバッハ様の企みはおわかりになったのですか」

　と質問した。

「いや」

「……いや、って」

「なにを考えているのかはわからないが、とりあえずデモーニオの島に手をつけるのを阻はばもうとしていることだけは読めた」

「ですよねえ……あそこになにがあるのかは、ご存じのようでした」

　でも、とレオノアは続ける。

「元はベルラネグロの領りよう土どでした。三百年も前にアタルビルの手に渡って以来、誰も上陸したことすらないはずです。というか、そもそも水すい没ぼつしているのだから、上陸なんてできませんよね。三百年前から生きているのでもなければ、あれが黒真珠の島だなんてことを知る手だてなどないと思うのですが」

　レオノアの祖国であるベルラネグロの現王家にだって、島ごと財ざい宝ほうなのだと伝わってはいなかったのだ。ただ、三百年前の敗はい戦せんのかたに、アタルビル王国に持っていかれたのだとしか──。

　そして、そのアタルビルにおいても、デモーニオの島を引き揚げる方法が判明したのはつい最近のこと。「ベルラネグロの真珠」が秘ひめる力が不ふ可か欠けつだというアレだ。

　だからこそ、レオノアがこのアタルビルへ嫁いできたのだったが。

「──わたくしは、偽物の真珠なのでしょうか……」

　レオノアにとって、カルバッハの企みよりも偽真珠扱いされたことのほうが気にかかっている。たしかに、姉妹たちと比べて地じ味みな容よう貌ぼうは「真珠でございます」と自ら名乗ることなどとてもできない。

　しかし、アタルビルの文献では真珠は美び貌ぼうのたとえではなく、ベルラネグロの王女そのものを指していた……と聞いたから、自分がオルフェスに嫁いだことに意味があったのだ。さっきまでは、レオノアはそう信じていた。

「弱気になるな。それこそ、あいつの思うつぼだ」

　しゅんと肩を落としたレオノアに、喝かつを入れるようにオルフェスが言う。

「ということは、カルバッハ様の狙いは、わたくしがアタルビルの花嫁として不ふ適てき合ごうであると思わせることですの？　でも、なぜ」

「だから言っているだろう。デモーニオの島を引き揚げられては困る事情があるのだ」

「その事情とは」

「さて。そこはもう少しつっこんで調べる必要があるが」

　オルフェスは、顎をつまんで思し慮りよ深ぶかげな顔になった。

「──いや、すべては予定通りに建国祭を行えばあきらかになるだろう。なにごとも起こらなければ、姉上とて己の愚おろかしさを思い知ることになる」

「そ、それはお待ちを──しばしお待ちくださいませ」

　レオノアは、あわててオルフェスを止めた。

「なんだ？」

「仮にカルバッハ様のお言葉が、よからぬ企てのための妄もう言げんならば、それもいいでしょう。だけど、そうではなかったら？」

　オルフェスの眉み間けんがせばまる。かまわず、レオノアは言を重ねる。

「そうではなくて、わたくしは実際偽物で、デモーニオの島を引き揚げたときに、もしも恐ろしい災厄がアタルビルに降りかかったとしたら？」

　オルフェスの顔つきが、また一段と険けわしくなる。

「つまりきみは、あの男のたわごとを信じると？」

「百パーセント信じているわけではありません」

　レオノアは必死に訴うつたえかけた。

「ただ、信じる余よ地ちが一パーセントでもあるのなら──早まってはならない。そう思うのです」

「信じているんじゃないか、一パーセントは」

　オルフェスは、不服そうに言う。

「なにごとにも、絶対ということはないのだと申し上げているのです」

「確証はないのだから、すっこんでろと俺に言うわけか」

「そ、そうではなくて……」

　レオノアは、たじたじとなりながらも言葉を探した。

「なんと申しますか、真偽があきらかにならないうちは慎重にことを運んだほうがいいというか……」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っていたら、この国はあの男に丸ごと乗っ取られてしまうぞ」

「どちらにしても、危険なことに変わりはないではありませんか」

「きみは、自分のことを『呪のろわれた真珠』だとでも思っているのか？　そう呼んでほしいとでも？」

　アメジストの双そう眸ぼうが、きつく引き絞られてレオノアを射る。

「い、嫌味をおっしゃるなんて……」

　レオノアはうつむいた。……呪われた……呪われた真珠。たしかに、それで正しいのかも。現に、昼餐の儀まではそれなりにうまくいっていたはずのオルフェスとの関係がなんだか怪あやしい雲行きなのだ。カルバッハの『呪言』と、それに乗せられたセレーネが、建国祭もなにもかも、すべて台無しにしてしまった。

　だが、それをオルフェスに言うというのは、セレーネの悪口を聞かせることだ。

　そう思い、あとを続けることのできないレオノアだった。

「そうか。やはりきみは、あの男の妄言のほうを信じるのだな。奴やつが見せた奇跡を」

　ところがオルフェスは、レオノアの沈黙を違うふうに解釈したようだった。

「そんなわけでは、決してありません！」

　レオノアは、弾はじかれたように面おもてを上げる。冷れい酷こくそうなまなざしが、見下ろしてくる。もともと不ぶ愛あい想そうな能のう面めん殿下だが、最近では表情もだいぶ和やわらいできたと思っていた。でも、気のせいだったのだろうか。

「……ですが、自分が災いの種たねかもしれないと疑わざるを得なくなった者がどんな気持ちになるか、オルフェス様にはおわかりにならないのだと……思います……」

　口にした側から、舌を嚙みたくなるような言い分だった。事実、レオノアはいたたまれなさにめった刺しにされるようだ。

　レオノアの言葉を聞いたとたん、冷酷な表情がすっと消え、まったく逆の感情がオルフェスの面に表れたから──そう、傷ついたような顔を見てしまったから。

　言うべきではなかったのだと思った。

　だが、遅い。

「そうさ。俺にはわからない、きみの気持ちは」

　オルフェスの、平へい板ばんな声。

「だが、慮おもんぱかって、寄り添そうことができればと思った……無理だったようだが」

「オルフェス様、違います」

「たとえきみがどう考えていようが、俺は異い邦ほう人じんに己の命運を握られるなどまっぴらだ。きみや姉上がどう思おうが、行事はすべて予定通りに進める」

「で、でも」

「心配せずとも、きみに落下傘を背負えなどとは言わん──それにしても」

　オルフェスは、ふと瞳を曇らせた。
















「いったい、きみは婚礼の儀をどう考えているのだろう？」

「そ……れは、その。建国祭よりは少しだけ、必要度が低いというか……」

　言葉に詰まりつつも答えたレオノアだったが、それは百パーセントの本心ではない。この場では王太子妃として、国民のための祝祭を護まもるべきだと考えたのだ。

　だが、それを聞いてオルフェスの顔にさっと翳かげが射さす。

「オルフェス様、あの──」

「……そんなところだろうとは思っていたがな」

　オルフェスは、今度は静かに踵きびすを返かえした。

　レオノアは悄しよう然ぜんとして、オルフェスが去った廊下に立ち尽つくす。

　オルフェスと行き違ってしまった。いや、嫁いで以来、心を通わせたと思えた瞬間のほうが珍めずらしい。

　だけど、これからなのだと思っていた。

　元は他人同士なのだから、すぐに完全にわかり合うのは無理。

　それでも、いつかはそうなるよう願っていた。夫婦というものは、長い時間をかけて互たがいを理解していけばいいのだと。

　──結局は、最初から好き同士でくっつかない限り無理なのかしら。心と心を、ぴったり重ね合わせるなんてことは、ほんとうには叶かなわないことなのかもしれない。

　いや、それよりも。

　オルフェスの最後の顔。あれは、単に気分を害がいした表情ではなかった。もちろん憤いきどおってはいたけれど──それよりももっと、傷ついている。

　オルフェスを傷つけるだなんて、想像したことすらなかったのに。

　それとも、建国祭はともかく婚礼の儀だけはお願いします、と言えばよかったの？

　そう言ってしまってもよかったのか。これまでレオノアは、さまざまな失敗をしでかしてきたが、自分の心に背くことはしなかった。その場限りのごまかしはしても、最終的には率そつ直ちよくにものを言ってきたはず。

　なのに、「婚礼の儀」がなくなるのは嫌だと、簡かん単たんな一言が出てこなかった。

　──私し欲よくを優先する嫁だなんて、思われたくない。

　そんな見み栄えを張ったことへの、これは報むくいなの？

　レオノアは、うなだれたまま廊下に佇ちよ立りつしていた。
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「ぶあぁああ。べーだーぜんばばああいぃぃ」

　ペットのヤギを抱かかえ、レオノアは泣き声を上げた。

「どうじよう、おるべずざばをおごらぜでじまっだだー」

「れ、レオ様、レオ様。どうぞ、しっかりなさって！」

　リサが、後ろからレオノアの肩かたを揺ゆすぶる。

「そして、洟はなをかんでください」

「りざばばばー」

　ともかくレオノアは、差し出された絹きぬのハンカチーフを素す直なおに受け取った。

　ちん、と勢いよく鼻水を体外へ押し出すと、少し気分が落ち着いてくる。

　ペーター先輩は、いつもの穏おだやかに澄すんだ目で、レオノアを見ていた。

「……ふうう」

「なにか大変なことがあったのですね。あたしのような者が事じ情じようを伺うかがうわけにはいかないですけども、でも……元気を出してください」

　レオノアは、無言でリサを見上げた。善ぜん良りようで真ま面じ目めそうな顔が、心配そうな色を浮かべて覗のぞきこんでくる。

「……ううん。リサには話すわ」

　よろめきながら立ち上がる。リサはあわててレオノアの身体からだを支えながら、

「無理にお話しにならなくてもいいんですよ？　あたし、そんなことでレオ様を嫌きらいになったりしませんから！」

　と言う。

「私が、リサに聞いてほしいの。あなたの口の堅かたさを信じているから」

「もちろん。磔はりつけにされたってあたし、他の人に喋しやべったりませんよ」

　いや……磔になるぐらいなら、喋っちゃったほうがいいと思うけど……。

　レオノアが窓まど辺べの丸テーブルに腰を下ろすと、リサはすぐにほかほか湯ゆ気げの立つ大ぶりなカップを運んできた。レオノアの好きなチョコレートミルクだ。

「元気を出すには、甘いものに限ります」

「ありがとう……リサもいっしょに飲まない？」

「え、いいんですか」

「もちろん。きっと、こういうときにはお酒を飲んだほうがいいのかもしれないけれど」

「レオ様、それはヤケ酒というものですよ」

　レオノアを軽くたしなめると、リサは自分のぶんの飲み物を作りに戻る。

「……だって、実じつ際さいヤケなんだもの……」

　その背中に、レオノアは聞こえない程てい度どの声でつぶやく。

　いっそう陰いん気きになってしまった。

「──それで、昼ちゆう餐さんでなにがあったのですか」

　向かい合って座るリサに、レオノアは一部始し終じゆうを語って聞かせた。オルフェスとのやりとりは、さすがにところどころ省はぶきはしたが。

「あの噓うそつきのペテン師のインチキ糞くそ野や郎ろうの薄うす汚ぎたないシンデレラめ！」

「ちょちょ、ちょっとリサ。落ち着いて」

　拳こぶしを握にぎりしめて立ち上がったリサを、レオノアはあわてて止めた。制止されなければ、今すぐカルバッハを殴なぐりにいきそうな勢いだ。

「──許しませんよ、あたしは」

　リサの目が据すわっている。

「よりにもよって、レオ様を偽にせ者もの呼ばわり……れっきとしたアタルビル王国の王おう太たい子し妃ひ殿でん下かをそんなふうに言うなんて、ボッコボコにして地ち下か牢ろうに放りこんだって足りないぐらいだわ！」

「まあ……私がベルラネグロの王女だとか、アタルビルの王太子妃だとかいうこと自体を偽いつわりと言われたわけではないのよね」

　チョコレートの甘さに気持ちがほぐれたか、レオノアはようやく平常心を取り戻した。目の前に怒いかり狂くるう者がいるせいで、かえって冷れい静せいになれたのかもしれない。

「あたりまえです！　そもそも失礼ですよね。まるでレオ様が、デモーニオの島？　を引ひき揚あげるための道具として嫁とついでいらっしゃったみたいな言い様じゃありませんか」

　いや、まさにそのためだけにヨメに貰もらっていただいたんだけれど……レオノアは思ったが、リサをさらに興こう奮ふんさせそうなので口には出さないでおく。

「それにしても、偽者っていうならあいつのほうでしょうに、どうしてセレーネ様ほどのお方がカルバッハ様なんかをそこまで厚こう遇ぐうしているんでしょうね？」

「……イ、イボ……」

「は？」

　ぼそりと落としたレオノアのつぶやきに、リサは小こ首くびを傾かしげた。

「今、なんとおっしゃいましたか、レオ様」

　言っちゃまずいかな。でも、リサなら大だい丈じよう夫ぶよね。リサだもの。レオノアはふたたび口を開く。

「イボなの。セレーネ様のおでこに、ある日突とつ然ぜん、こーんな大きなイボができて……そんな顔で、人前に出るわけにはいかないでしょう。それでセレーネ様は奥の間にこもってしまわれたのよ。そこにカルバッハ様が現れて、セレーネ様に触ふれることなくイボをきれいに取ったんだわ。つまり、最初の奇き跡せきというのはそれなの」

　自分で語っていても、実に馬鹿馬鹿しい話だった。だが、笑い出すかと思いきや、リサは眉み間けんに皺しわを寄よせて考えこむ表情だ。

「──まず」

　しばし沈ちん黙もくした後、口を開いた。

「出来物なんかのためにそこまで、と思います。あたしなら、おでこに絆ばん創そう膏こうを貼はって、平気で外にも仕事にも出かけますけれど──まあ、セレーネ様は、体たい面めんを重んじる方ですし、お立場上、絆創膏というわけにもねえ……。でも、じゃあしばらく臥ふせっておられたのは、ただイボが引っこまなかったからってだけだったんですね？」

「そうなの。それをカルバッハ様に助けていただいたものだから……」

「うーん。しかも、セレーネ様に触れることもなく治してしまったなんて。にわかには信じられない話ですけどねえ」

「それどころか、部屋に入ることもなかったのよ？　奥の間の扉とびらの前から、中におられるセレーネ様のいまいましいイボをあっさり除じよ去きよしちゃったんだもの」

「いまいましいのは、カルバッハ様の奴やつですよ。いったいどんな汚い手を使って、イボを落としたんだろう……」

　リサは考えこむ。

「いや。そこはいったん、考えるのをやめましょうよ。仮に私たちが、手を使わずにイボを取る方法を思いついたとしても、カルバッハ様に否ひ定ていされたらそこでおしまいなんだし」

「ですけど、他にもいろいろ奇跡とやらがあるじゃあありませんか。失うせ物ものが出てきただのなんだの」

「ああ……失せ物探し、ねえ」

　普通に鼻の利きく人間なら、メガネや鬘かつらのありかぐらいは探し出せるだろう。

　だが、カルバッハは城に滞たい在ざいしてまだほんのひと月。城内の構こう造ぞうや、そこに暮らす人々個人の性格や暮らしぶりを把は握あくできるはずがない。

「……実はカルバッハ様ご自身が盗んで、どこかに隠かくしておいたとか？　それなら、見つけられて当然よね。まあ、どうやって大だい臣じんの寝しん所じよから鬘なんか盗み出せたのだか、それはそれで謎なぞが残るけれど」

「そこなんです」

　リサは大きくうなずいた。

「あたしも最初、それを疑うたがっていたんです。だけど、メイド仲間が失なくしたペンダント、カルバッハ様にお伺いを立てたら見つかったって聞きました。その子は、肌はだ身み離はなさず首から提さげていたと言い張るし」

「まあ。リサの近くでも奇跡が？」

「あたしは信じやしませんけどね。新入りだし、自分でしまいこんでいたのを忘れてただけに決まってますよ」

　リサの予よ言げん者しや嫌いは、徹てつ底ていしている。家族ぐるみで代だい々だい忌いんでいるというのは、伊だ達てではないらしい。

　力りき説せつし、ふと視線を戻してくる。

「あの、ですけどレオ様」

　リサは、遠えん慮りよがちにレオノアを窺うかがった。

「今のレオ様がいちばん気にされなきゃいけないのは、オルフェス様との行き違いを解消すること、ではないでしょうか？」

「う……」

　その言葉に、閉め出そうと努つとめてきた悲しみと涙が、装よそおいも新たにレオノアの胸に蘇よみがえった。

「！　も、もうしわけございません。あたしときたら、無む神しん経けいなことを……」

　リサは跳び上がったかと思えば、深々と身体を折って詫わびた。

「いいえ、大丈夫よ」

　ちょっぴり出かかった涙を、レオノアはナプキンで押し戻した。念のため、鼻の下の溝みぞも拭ぬぐっておく。

「いつまでも同じネタでめそめそするなんて、私じゃないわよ！」

「それでこそ、レオ様です。で、いつオルフェス様にお詫びをしにいかれます？」

「いつ……いつと問われますとそのー……」

　とたんに反はん応のうが鈍にぶるレオノアである。もともと空から元げん気きだった。

「いけませんよ、喧けん嘩かを明日に持ち越こしては」

「──それもリサのおうちの家か訓くん？」

「はい。兄弟が多いので、ちびっ子の頃は毎日戦争でした」

「そうやって背景を知ると、深しん遠えんな教訓だわね……よし、じゃあ作りたてのリサの特上チョコレートミルクでもお持ちしましょうか」

「了りよう解かいです！　最特上のをお作りしますから」

　リサは嬉うれしそうに立ち上がる。

　心配させちゃいけないわよね、あんまり。

　リサの背中を見送りながら、レオノアは自分に言い聞かせた。喧嘩は明日に持ち越さない。うん。いい言葉だ。

　やがてポットを手にしたリサが戻ってきて、朝焼いたクッキーもいっしょにバスケットに詰つめてくれる。

「ありがとう、リサ。じゃ、ちょっといってくるわね」

「ご武ぶ運うんをお祈りいたします、ファイト、レオ様！」

「メメエ！」

　……戦いなのか、これは。ともかく、バスケットを提げてレオノアは部屋を後にした。




　が、しかし。

　いそいそとオルフェスの私室を訪たずねたレオノアは、扉の前に立っていたアルヴィンから、すげなく入室を断ことわられることになる。

「でもわたくし、どうしてもオルフェス様に謝らなければならないことがあるんですけど」

　レオノアは粘ねばったのだが、アルヴィンはいったん室内に消えた後、戻ってくると、

「オルフェス様は、お会いしたくないとのことです」

　無む情じようにもレオノアにそう告つげた。
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　本ほん格かく的てきに嫌われてしまったのかしら……。

「もう。あんなに頑がん固こな人だとは知らなかったわ。いや、頑固は頑固だけど、いつまでも根に持つタイプじゃないと思っていたのに」

　大きな切り株かぶに腰かけて、レオノアはため息をついた。

　ひとりごとではない。隣となりにはペーター先輩が寝そべっている。ヤギの生せい態たいとしてどうなのかと思うけれど、前脚の上に頭を載のせて、いわゆる肘ひじ枕まくらの体勢でくつろいでいるのだった。

　バローラ城、西の森。

　広大な敷しき地ちの一部として広がっているこの森で、嫁いで間なしにレオノアはヒグマに追いかけられたことがある。

　冬とう季きだというのに、いやに元気なクマだった。というか、冬眠しろよ。

　あのときは命からがら逃げ切って、二度とこんな森になんかくるものかと思ったものだ。

　しかし、もともと野生のクマが生せい息そくしていたわけではなく、それはただレオノアへの嫌がらせ──というには、あまりに生命の危き機き度どが高すぎるが──だったのであり、さらには悪あつ漢かんに拉ら致ちされそうになったレオノアを救うため、オルフェスがペーター先輩にまたがって駆かけつけた現場でもあるということで、ここに対する悪いイメージは払ふつ拭しよくされた。

　むしろ、

「あのときのオルフェス様は、そりゃあ凜り々りしくて、頼もしかったんだけどなあ」

　甘い思い出の場所となっている。

　まあ、今は甘さよりも痛みをおぼえずにはいられないけれど。

　カルバッハのインチキを暴あばく手だても思いつかず、オルフェスには近づけもしない──当然、朝ちよう餐さん昼餐晩ばん餐さんの儀に呼ばれることもなく、この三日ばかりは顔すら見ていない。

　厩うまやはあい変わらず閉ざされたままだから、遠乗りにも出られない。ないない尽くしだ。

　でも息抜きがしたいということで、レオノアはオルフェスよろしくペーター先輩に騎き乗じようして西の森にやってきたのだった。

「なにも、そこまでおへそを曲げることなんかないでしょうに。もう」

「メエエ」

「やっぱりあれかしら、大国アタルビル王家唯ゆい一いつの男子で、王位継けい承しよう第一位ともなると、ちやほやされながら育ってきたのかしらね。まあ、セレーネ様は間ま違ちがいなく甘やかしていたわよね」

「メメエ」

　ペーター先輩と会話（？）を交かわしながら、レオノアは弁当を開いた。リサが持たせてくれたバスケットは、彩いろどりも豊かなサンドイッチがぎっしり詰まっている。

　ペーター先輩には、乾かん燥そうしたセッピアを細かく裂さいて与あたえる。匂においを嗅かぐと、ヤギはたちまち立ち上がり、「メメエ」と嬉しそうだ。

　ベルラネグロに里帰りした際さいに、姉のエルゼから貰ってきた珍ちん味みだった。ついでにレシピも教わったのだが、この城に持ちこまれるセッピアはすべてセレーネの管理下にあり、一いち夜や干ぼし原理主義者である義あ姉ねから分けてもらうことは難しい。「乾燥させるなんてとんでもない」と、セレーネは怒るのだ。

　レオノアの見たところ、城でセッピアを食するのはセレーネだけなのだが、おいそれとは分けてくれないだろう。

「はー。夫ふう婦ふって難しい」

「ギュルル」

「ん？　どうしたの先輩？」

　聞き覚えのない声……いや、先輩はもぐもぐセッピアを嚙かんでいるわ。食べながらお喋りするなんてお行ぎよう儀ぎは、って、じゃあなんなの？

　レオノアは目を剝むいた。いつのまにか足元で、薄汚れた灰色のふわふわしたものが蠢うごめいている。蠢きながら、こちらに進んでくる。

「っ！　い、いやあああっ」

　レオノアが跳び上がったのは、その蠢くものに足首を摑つかまれたためだ。たぶんクマじゃない。でもサルでもない。だって、摑んでくるこの手は毛が生えてなくて、五本指が揃そろっていて──。

「に、人間!?」

「ぐむっ」

　拘こう束そくを解とこうと振った足が、その者の、おそらくは頭部にヒットしたのだった。

　呻うめき声を上げ、それは横よこ様ざまに転がる。

　人間でした。

　かなりよれよれではあるものの、灰色のふわわふわした衣ころもをまとった、長い銀髪。

　そのせいで、本体とオプショナル部分が区別しにくかったらしい。

「ごめんなさい、わざと蹴けったわけじゃないの……」

　レオノアは急いで相手を助け起こした。

「──いえ、僕が悪かったのです。美お味いしそうな匂いにつられて、つい」

　面を上げると、たいそう美しい男だった。レオノアは目を瞬しばたたかせる。髪もそうだが、瞳の色も見たことのないものだ。夜空でかすかにまたたく星みたいに青白く、時々金色に光る……。

「あなたは──」

　レオノアが言いかけた時、またしても「ぎゅるる」と音がした。それは確実に、目の前の男から発せられており、

「あの、失しつ礼れいですけどお腹が空いていらっしゃるのではないですか？」

「はい。恥はずかしながら、大変な空腹をおぼえております」

　相手は、腹のあたりを押さえながらそう答えた。

「もしよろしければ、わたくしの食べかけになってしまいますけど、こちらをお召めし上がりになられては」

「いいんですか!?」

「もちろんです」

「あ、ありがとうございます、では遠えん慮りよなく」

　瞳が黄こ金がね色いろにきらめき、男は嬉しそうに手を伸ばした──切り株に置かれたセッピアに。

「え、そっち？」

　レオノアは拍ひよう子し抜ぬけしてつぶやいたが、相手はまだ裂いていないセッピアに豪ごう快かいにかぶりついて、

「美味しい！　ああ、なんという幸福、なんという天の助け」

　下品にならない程度にむしゃむしゃと、丸ごとのセッピアを咀そ嚼しやくしている。

　……あんな細い顎あごで、よく嚙めるわよね。あの固い固い乾燥セッピアを。

　レオノアは、変なところで感心した。

　それにしても、セッピアの干ひ物ものは酒のつまみになりこそすれ、それだけで満腹になるというわけにはなかなかいかない。

　レオノアは、男の分を残すように気をつけながら、自分も昼食を続けた。ペーター先輩が寄ってきたので、サンドイッチを食べさせる。先輩は雑ざつ食しよくで、草でもなんでも出されたものは分け隔へだてなく食べるから、残りのセッピアを完食されても特に困ることはない。

「ふう。やっと人ひと心地ごこちがつきました」

　ところが銀髪の男は、セッピアを一枚足まで平たいらげると、満足そうに腹を撫なでるのだった。

「あの……遠慮なさらないでください。サンドイッチも、まだたっぷりありますから」

　レオノアは心配になったのだが、

「いえいえいえ。もう満腹ですよ。あと三日は飲まず食わずでもいけます」

　男はいい笑顔で言う。

　──セ、セッピア一枚で三日分!?

「とても食が細くていらっしゃるのね……」

　あの日、昼餐の間に残してきてしまった木き苺いちごのパイのことが、いまだにたびたび脳のう裏りに浮かんでくる自分とは大違いだ。それも、大の男が。

　……いや。将しよう来らいに備そなえて、少量で満足できる食べ物のことを頭に入れておいたほうがいいかもしれないわ──どんな状況でそうなるのかなんて、思いつかないけれど。

「ふだんはいったい、どんなものを召し上がっておられるの？」

「主にカスミですね」

「カスミって、あの、もやもやと山やま際ぎわにかかってるやつ？」

「はい」

　男はしかし、冗じよう談だんや噓を言っているふうには見えなかった。

「……いろいろな人が、世の中にはいるのね」

　そういうことにしておく。

「それよりあなたは、旅のお方なのかしら？」

「はい、まあそのようなものです」

「どちらからいらしたの？」

　煮にえ切きらない返事に、レオノアは警けい戒かい心しんを強めつつ問うた。ここはれっきとしたバローラ城の敷地内である。アタルビルは初めてにしたって、ただの旅行者が迷いこむような場所ではない。

　それに、見たところ荷に物もつも持っていないようだし……。

　怪あやしい。

「どこからと訊きかれますと……ピカルディと申し上げるしかありませんね」

「？」

　またもやへんてこな回答。

「って、海の向こうじゃない！」

　ピカルディは、レイキャスト海を挟はさんで向かい合う大陸にある国だ。アタルビルにひけを取らない大国だが、少々遊び好きな国民性と聞く。酒や、ある種のハーブが黄金みたいにやりとりされるとか。賭と場ばも多いらしい。

「……ほんとうは何者なの、あなた？」

「え。僕ですか。おまえは誰だれだと問われれば、シオンと名乗りましょう。シオン・フランボワーズ」

「シオン・フランボワーズ？　たしかにピカルディ風のお名前だわ……って、名前を訊いたんじゃなーい!!」

　レオノアはほとんど、薄汚れた上じよう衣いの胸倉を摑む勢いで詰きつ問もんした。

「レイキャスト海は、もうひと月ばかり大おお荒あれで、船も出せないありさまなの！　いったいあなたは、どうやって海を越えてきたっていうの!?」

「むぎゅ、く、くるし……いえいえ、本当です。本当なんです。つまり──」

「つまり？」

「海が割れるのです。そして、道ができるのです」

「……ちょっといっしょにいらしてくださらない？」

　そんな、古いにしえの大予言者みたいなことを言われて、誰が本気にすると思っているのかしら、このすっとぼけた男は。

「はい、ともに参まいります、あなたの親切に報むくいるためにも……が、どこへ？」

「お城。この先にバローラ城があることは、まさか知らないわけじゃないわよね」

「ばろーらじょう……」

　シオンは、珍めずらしい菓か子しの名前を耳にした子どもみたいに反はん復ぷくした。

「……ここがどこの国だかもわからないなんて、言い出す気じゃないわよね？」

　噓をついているとは思えないから、レオノアは先ほどとはまた違う意い味みで心配になった。

「いや──アタルビル、ですよね……たぶん」

「どうしてそこが、あいまいなのよ」

　あまりの意味不明さに、レオノアは焦じれてきた。

　シオンは、するとすとんと肩を落とした。

「実は、ピカルディを出たのは三月前のことでした」

「……は？」

「アタルビルに着いたはいいのですが、船ふな着つき場ばでならず者に捕つかまりまして、それで」

「なぜか王城の敷地に連れてこられて捨てられたっていうの？」

　噓ばっかり、と続ける前に、シオンが言う。

「いえ。しばらくはガレー船で働かされておりました……」

「えっ、奴ど隷れいとして売られたってこと？」

　シオンは、しょんぼりとしてうなずく。

「やっと陸に上がってからは、さる貴族様の屋敷に雇やとわれたのですが、そこのご令れい嬢じようが、なんでもお城で途と方ほうもない事件を起こしたとかで大おお騒さわぎに」

「──えっ」

「結局、男だん爵しやく様ご一家はしばらくカントリーハウスのほうで過ごすことになりまして、僕もそちらへ移るはずだったのですが、お嬢様が」

「な、なに!?　どうしてそこで切るのよ……」

　今やレオノアは怯おびえ、こわごわと先を促す。眼まな裏うらには黒い縦たてロールの髪がちらちらしていた。たしかに、レオノアの進言により彼女の処罰は蟄ちつ居きよという軽いものになり、今も、ベッピン印の軍用品が堂々と使用されている。なにしろ、某男爵家の力は強大なのだ。

「──お嬢様が、城下町ペケニヤを離れる前に、どうしてももう一度お城を見ておきたいと言い出されて……なぜか僕を道連れに、この森まできたんです」

「じゃ、デラ、じゃない、お嬢様が今もこの近くに潜ひそんでるってことなの？」

　レオノアはぶるりと震ふるえ、あたりを見回す。

「メメエ」

　ペーター先輩が、「大丈夫だ、任せておけ」的な鳴き声を上げた。

「いえ。それが、忍しのびこんだところで追おつ手てに捕まって、お嬢様は馬車に連れ戻されました。お嬢様はいいですけど、しがない下働きの身にすぎない僕のほうは、いったいどんな目に遭あわされるか……それで、逃げました」

「……ずいぶん数すう奇きな運命を辿たどったのね……」

　レオノアは、すっかりシオンの身の上に同情して言った。

「はい。ですので、城の人には捕まるでしょうが、男爵様のところに連行されるよりは幾いくぶんましだろうと思っていたのです。しかし、やはりあなたも僕を連行するのですね……」

「そ、そう言われると、なんか──」

　私が悪役みたいじゃない。ろくな目を見てこなかったのは気きの毒どくだけど、だからってこのまま見逃すというわけにも──というか、私にはシオンの処しよ遇ぐうを決める権限なんてないんだった。レオノアは腕を組んで唸うなる。

「むむう……困った」

　だが待て。

　今なら、城の雇い人の中に紛まぎれこませても、ばれない気がする。新入りが増えたし、なによりも。

　──お義姉様の目が、悪い意味で一方向しか見てないんだものね。

「まあ、それはそれでどうかと思うけど──」

「なにがですか？」

　不ふ思し議ぎそうなシオンの声で、レオノアはまたしても無む意い識しきのうちに考えを口にしていたのに気づく。妙みように恥ずかしい。

「あなたに、寝ね床どことご飯を用意できるかもしれないわ」

「ほんとうですか？　なんという女神！　なんという男前！」

「……二番めのやつは要らない」

　レオノアは、ペーター先輩をつないでいたロープを外した。

「申し遅れたけれど、私はレオノアというの。バローラ城で、そのう……ヤ、羊飼いをしてるわ」

「羊？　では、こちらの方は趣しゆ味みで飼っておられるのですね」

　──間違えたあああ！　レオノアは心の中で絶ぜつ叫きようした。なんで「や」まで出てるのにヒツジなのよ。馬鹿か自分。

　幸い、シオンは違うふうに解かい釈しやくしてくれたようだ。変人っぽいし。

　そのシオンは、ペーター先輩を時々撫でたりしながら、意外としっかりした足取りで歩いている。

　そわそわと磯いそ臭くさい風が吹き抜け、銀色の長い髪が揺れた。

　レオノアは、「彼女」のことを考えている。父男爵ともどもそんなヤワではないと思っていたけれど、エスティロを引き払うことになったのか。

　べつにそれは、レオノアのせいではない。なのになんだろう、心が痛い。

　──彼女は、そこまでしてオルフェス様のことを……。

　おそらく、彼女がオルフェスと顔を合わせることはもうないだろう。

　会えないことはわかっていて、でも、それでもオルフェスが住まうこの城を一目でいいから見たい。それは執しゆう着ちやくとか未み練れんがましいとか、抱いていることをあまり他人には知られたくない種類の情じよう動どうだ。

　普通はそう。だけど彼女は、恥を忍んでまでそれにすがり続けた。それは、みっともない真ま似ねなのだろうか。

　レオノアには、そうは思えなかった。
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　幸いにも、レオノアが勝かつ手て口ぐちから帰き城じようするところを見み咎とがめた者はいなかった。

　厨ちゆう房ぼうに入りこんだレオノアは、親しくしている料理頭がしらをこそこそと呼び、シオンの身の上を説明するとともに、なんとか数日、料理番たちの寝所に泊とめてくれないかと頼たのんだ。

「他でもない妃殿下のご依い頼らいなら、そりゃ引き受けないわけにはいきませんでしょうが」

　気のいい料理頭は、たっぷりとした身体を揺すって請うけ合った。

　感謝して、レオノアはまたこそこそと自室に上がっていく。

「レオ様……。お城がこんな状態でも、やっぱりなにかしでかす方だとは思っていました」

　話を聞いたリサは、まずそう言った。

「しでかした……わけじゃないわよ、まだ」

　着き替がえながら、レオノアは言い返す。

「どうですかねえ。セレーネ様はああでも、オルフェス様が見逃しますかね」

　そうだった。忘れていた。レオノアは身をすくませる。

「オルフェス様が使用人の部屋に足を運ばれることなんて、まずないわよ」

　だが、言葉だけは強気を装った。

「でしょうけど、まさかってことが起こるのがレオ様とオルフェス様の仲ですからねえ。油ゆ断だんされないほうがいいと思いますよ？」

「どんな仲なのよ……そうね、いつまでも城に置いておけるものではないわね」

　レオノアは、考え考え言う。

「私のせいで、数奇な運命を続行させるわけにはいかないもの。城下町のどこかに、いい宿やど屋やがないかしら。安くても、清せい潔けつなベッドと最小限のサービス……ううん、ご飯は三日に一度、それもちょっぴりでいいんだけど」

「カスミを食べて生きている人が現実にいるなんて、びっくりですよ」

　リサは、レオノアにガウンを着せかけた。

「宿のことですけど、マーゴのお姉さんの嫁ぎ先が、城下町で宿屋をやっています。小さいけど清潔で、居心地のいいところだし、三食ご飯つきじゃなくていいのなら格かく安やすで泊まれると思います」

「恩おんに着るわ、リサ。持つべきものは、顔の広い侍じ女じよよね」

　レオノアは、心から感謝する。ううん、リサのことは友達だって思ってるけど、そんなの言われても困こまるだけでしょうね……この部屋は、いつも故こ郷きように帰ってきたみたいな気持ちになるのに。

「マーゴはあたしに借りがあるんです。なにしろ、セレーネ様の件をあたしにだって隠していたんですから」

　リサは、レオノアよりも幼おさな馴な染じみのほうに、より近しい気持ちを抱いているようなのだった。

　そんなことよりも。

「あら、レオ様。またどこかへいらっしゃるのですか？」

　着替えをすますや、ドレッシングルームから扉のほうへ向かうレオノアを、不思議そうな声が追ってくる。

「え、ええ。でも、城内だしなにも拾わないから安心して！」

「あたりまえですよ。そんなに一日に何度も拾い物をしてこられたら、心配でついていきたくなるじゃありませんか」

「……拾わないだろうけど、またこないだみたいにズタボロになって戻ってくるかも」

　扉の前で、レオノアは振り返った。

「ズタボロ？　あ、もう一度オルフェス様に？　そうなんですね」

　リサはなんで、あんなに嬉しそうなんだろう。

　そう思いながら、レオノアはオルフェスのいる場所を目指す。この時間なら、私室ではなく執しつ務む室しつにいるはずだ。




　アルヴィンは、気まずそうにレオノアを見た。

「しかし、そうおっしゃられましても、妃殿下」

　執務室の扉の前には、歩ほ哨しようだけでなくオルフェスの懐ふところ刀がたなもいて、外からの侵しん入にゆう者しやに油断なくブロックをかけている。アリ一匹、入りこませないという勢い。

　そこへ、オルフェスが今いちばん会いたくない相手がのこのこやってきたものだから、忠ちゆう実じつなアルヴィンは困こん惑わくしている──と、いうことなのだろうが。

「わたくしが、オルフェス様にお目通り願いたいと言っているの」

　このわたくしが、と、レオノアはふだんはしまってある矜きよう持じと図太さ、そして若じやつ干かん空気を読めない感を総そう動どう員いんして顎を反そらす。

「いや、ですが」

「いいこと、アルヴィン？　わたくしは、オルフェス様のなにかしら？」

「──奥方様でいらっしゃいます」

「そうよ。妻つまといえば、大おお家やも同どう然ぜん。集金にこられて賃ちん料りよう払うどころか門前払いだなんて、まるで疚やましいことでもあるみたいじゃない」

「え、そ、そのたとえはちょっと……」

「それともなあに、今月の賃料が払えないほど、こちらの店たな子こは逼ひつ迫ぱくしてるの？　無む駄だ遣づかいしすぎたのかしら、それとも人にはとても言えないような秘密の借しやつ金きんでもあるの？」

「────いいかげん、わけのわからないことを言うのはやめないか」

「オルフェス様……!!」

　驚きに目を瞠みはるアルヴィンの鼻先で扉が開き、オルフェスが仏ぶつ頂ちよう面づらを覗かせた。

「きみのペースに、謹きん厳げん実じつ直ちよくなアルヴィンを巻きこむな。ほら見ろ、石像みたいに固まっているじゃないか」

　いや……どう考えても、アナタが出てきたからびっくりして石化したんですが。

「おひさしゅうございます、オルフェス様」

　レオノアは、スカートをつまんで優ゆう雅がに足を引いた。

「……なんのまねだ」

　不ふ機き嫌げんなのは通常仕し様ようだ。居い丈たけ高だかに質ただされても、レオノアは怯むことなくオルフェスを見返した。

　──いや。

　怯まないのは、覚かく悟ごがあるからだ。

　みっともないと、恥ずかしいと周囲がよってたかって引きずり下ろそうとしてもその場に踏ふん張ばる、水牛みたいな粘ねばり強づよさ。

「中でお話ししませんこと？」

　レオノアは、にっこり微笑ほほえみかける。

　オルフェスは鼻はな白じろんだていで、一いつ瞬しゆん絶ぜつ句くした。が、すぐに立ち直ると、

「ここは、女子どもが入っていい場所ではない」

　傲ごう然ぜんと言い切る。

「では、ここでお話ししますわ──ほかでもない、婚こん礼れいの儀の件です」

「！」

　オルフェスは弾かれたように背せ筋すじを伸ばし、物も言わずにレオノアの腕を摑んだ。

　そのまま、部屋の中に引っ張りこむと、

「な、なにを言う気なんだ、きみは」

　焦あせった顔で問う。

「なにをって、オルフェス様が不思議がっておられたことです」

「俺が？　不思議がる……」

「わたくしが、婚礼の儀をどう考えているかということですわ。あのときは申し上げることが叶かないませんでした──それというのも、見み栄えがあったからです」

　レオノアは、一ひと呼こ吸きゆうおいて、続けた。

「ほんとうは、わたくしだって美しい婚礼衣い装しようを着て、オルフェス様とあのバルコニーに立ちたい。国を挙あげての祭りの日に、人々から祝しゆく福ふくされたい──だって、それはとても晴れがましいことに違いありませんから。アタルビルの王太子妃であることを、衆しゆう目もくのもとに認めていただけるんですもの」

　地じ味みだ地味だと言われ、また自覚していても、盛せい装そうしたオルフェスの隣に立てば、どれほどすばらしい気持ちになることだろう。

「なら、最初からそう──あ、見栄……？」

　オルフェスは、顎をつまんだ。その面から、不ふ快かいげな色がいつのまにか消えている。

「そう、そんなふうにほんとうのことを申し上げたら、まるでわたくしが建けん国こく祭さいよりも婚礼の儀のほうを重じゆう要よう視ししているみたいではありませんか。王太子妃として、それはどうなのかと思ったのです」

「……つまり、婚礼の儀を予定通りに行うことを、きみは希望しているということか」

「公おおやけの立場でなければ、そう申します。いえ、暫ざん定てい王太子妃のレオノア・アスタリスクだって、それが本ほん音ねですわ。……オルフェス様！」

　レオノアは、ずいと歩を詰めた。

　白はく皙せきの面に、かすかな赤味がさしてくる。

「な、なんだ」

「力を合わせて、カルバッハ様に対たい抗こうしましょう！」

「あ、ああ──うむ。そうだな。きみがそういう気持ちでいてくれるのは非常に喜ば、いや心こころ強づよい」

　どことなくたじろぎながら、オルフェスはうなずいた。

「ただし、レオノア。だからといって、いきなり執務室に押しかけてくるような真似は、以い降こう慎つつしむように」

　すぐに真顔で、いやかなり怖い顔で注意をしてくるところは、いかにもオルフェスらしかったが。

　廊ろう下かを引き返していきながら、レオノアは胸の前で拳を握った。言えたわ。ちゃんと、自分の気持ちを。

　──ありがとう、と言っておかなきゃいけないわね。

　あの縦ロールに感謝する日がくるとは、まったく予想していなかった。人生って、奥深い。
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　そんないきさつで、翌日はひさびさの朝餐の儀がくるかと内心期待していたレオノアだったが、それから三日ほどオルフェスからはなしのつぶてである。

　その間にシオンは城を出て、無事にマーゴの姉夫婦が経けい営えいする宿屋に移うつった。小さな宿だが、リサの言った通り評ひよう判ばんがよく、繁はん盛じようしている。ちょうど人手を欲しがっていたということで、シオンはそのまま宿で働くことになったらしい。

　それが昨日のことだ。城の裏手から、こっそり城下町に向かった。念のため、昔から城に仕つかえる下げ足そく番ばんを付き添そわせる。むろん、信しん頼らいのおける使用人だ。

「でも、目立ちすぎて帳ちよう場ばには立たせられないっていうんで、地味にお湯を沸わかしているんですって。そんなに見み映ばえのいい人なんですか？」

「そうね……」

　鏡に見入りながら、レオノアは上うわの空そらで応おうじた。

　なんと、今け朝さようやく、七日ぶりに呼ばれたのだ。そう、朝餐の儀。シオンには悪いが、今は人より自分の見映えのほうがずっと気になる。

　それにしても、あれから三日も放置とは。執務室に押しかけたことへのペナルティは、そのぐらいだということか。なんだかんだで、オルフェスはきっちり帳ちよう尻じりを合わせてくるから油断ならない。

「もう、レオ様ったらそわそわして。あたしの話なんか聞いちゃいないんですから」

　髪を梳すきながら、リサが文もん句くを言う。

「はっ。あ、ごめんなさい。シオンが、なんだったかしら？」

「──そんなにすごい美男子なら、あたしも顔ぐらい見ておくんだったっていう話ですよ」

「うーん。でも、すごく変わってるわ」

「あらためて聞かなくてもわかってますよ。カスミを食べて生きてるような人間が、まともであるわけがないじゃありませんか」

　リサはブラシをドレッサーに置いた。

「今日はいちだんとおきれいですよ。オルフェス様もきっと、お気に召すはずです！」

「そうかしら？　この新しいジョーゼットのドレス、少し派手じゃない？」

「明るくて、初夏らしいお色ですよ。またレオ様のお顔に、よく映ること」

　リサはいつだって、レオノアの容姿を絶ぜつ賛さんするのだった。

　オレンジに、かすかに光る銀ぎん糸しを織おりこんだドレスは、胸元に酔仙翁草フランネルソウの刺し繡しゆうがほどこされ、たしかに今の季節にぴったりかもしれない。

「明るく見えるといいんだけど。それと私、落らつ下か傘さんの件も前向きに考えてみるわ」

「──は？　それ、デモーニオの島うんぬんのやつですか？　飛ひ行こう艇ていでアタックするとしても、なんだってレオ様がまた、あんな危険なことをされなきゃならないんですか」

　リサは一いつ転てん、眉まゆを吊つり上げる。

「そ、そういう気き構がまえだけはしておいたほうがいいかなって」

「いけません、そんなの！　オルフェス様がお認めになっても、あたしが許しませんよ」

「そうね……でも、いざというときは、夫のために一ひと肌はだ脱ぬぐのも妻の務つとめかと思うの」

「そんなものを脱ぐよりも、忙いそがしくしておられるオルフェス様に元気なお姿をお見せしたり、楽しくお話しされるなどして労ねぎらってさしあげるほうが、よっぽど妻の務めだとあたしは思いますけどね」

　リサの言い分には、たしかに一理あるとレオノアも思った。

　朝餐の間には、いつも通りオルフェスが先にきている。その顔があまり愉ゆ快かいそうでないのもいつものことで、

「ご機嫌うるわしゅう、オルフェス様」

　スカートをつまみ、優雅に膝ひざを折るレオノアににこりともしないのもまあ、標ひよう準じゆん装そう備び……よね？

　平へい常じよう心しん、と己おのれに言い聞かせ、レオノアはオルフェスの対たい面めんに着席した。

　──ん？

「……オルフェス様、どこかお悪くていらっしゃいます？」

　心持ち頰ほおがこけ、目の下にうっすらとだがくまができている。

　この三日、なにをしていたのかしら……まさか、またお裁さい縫ほう？

　キルト制作は、オルフェスのいちばんの趣味である。レオノアの寝しん室しつにも、大作のベッドカバーが掛かっている。

　しかし、オルフェスはむっつりと、

「機嫌以外は、おおむね良好だ」

　にべもない。

「では、いつもと同じということでかまいませんのね」

　言いながら、自分から不機嫌だと表明するぐらいだから、相そう当とう不機嫌なんだろうなと思う。

　でも、なぜ？

　最初のスープが運ばれてくる。この色は……ウコンとかいうあれなのかしら。ウコンって響ひびきを耳にすると、一瞬びっくりするわよね。ビロウな話でごめんなさい。

　どう見ても美味しそうではない黄色いスープを、不機嫌なオルフェスが不機嫌に口に運ぶ。

「それでカル、いえ、お仕事のほうは捗はかどっておられるのですか？」

　扇おうぎを取り出しながら、レオノアは訊たずねた。たぶん、不機嫌の理由はそこだろうし、触れてはいけないことかもしれない。しかし、婚礼の儀という共通目標に向かって進む同どう志しとして、聞いておかねばならない。仕事、とはもちろん、カルバッハの身しん辺ぺん調ちよう査さである。

「これが、仕事がうまくいっている男の顔だと思うか？」

　ようやく、オルフェスがはかばかしい反応を見せた。

「──思えませんわ。思いたいのはやまやまですけれど」

「なにしろ、船も馬も使えないのでは、近きん隣りん諸しよ国こくから情報を集めることも叶わん状態だ」

「そうなりますよねえ……って、はっ」

　レオノアは、口元に手をやった。

「まさか今、アタルビルは、いわゆる吹ふ雪ぶきの山さん荘そう？」

「どうせ言うなら、嵐あらしの孤こ島とうだろう」

　オルフェスは、たいして面おも白しろくもなさそうにつっこむ。

「まあ、通信手しゆ段だんがないことだけは事実だ」

「ひょっとして、カルバッハ様の狙ねらいはそれだったのでしょうか？　アタルビルを孤立させ、孤立させ、孤立させて……ええと」

「そうこうするうちに、巨きよ万まんの軍ぐん勢ぜいが背後から忍び寄よってくるのかもしれんな」

「そんな……！」

「な、わけがないだろう。塔とうに見張りを立てている。不ふ穏おんな動きがあれば、とうに俺の耳に入っている」

「……ですよねえ」

　レオノアは、太たい鼓こ持もちよろしくうなずくしかない。

「それから、西の森の警けい備びも強化した」

「え」

　レオノアが瞬しゆん時じ、ぽかんとしたのは、森から城に侵入を図はかった、とある男爵令嬢のことが脳裏をかすめたせいだ。

　オルフェスは、怜れい悧りな瞳にひと筋の怒りを刷はいてレオノアを見ている。

「あのう……」

「三日前に、西の森に侵入した怪しげな男がいる」

　どきりとした。さすがにレオノアの頭にも、もう縦ロールのお嬢様は浮かんでいない。

「男は、しかもそのまま城に入っていったらしいな。王太子妃殿下の手引きで、堂々と」

「いえ、決して堂々となどは」

　レオノアは思わず反はん駁ばくしたものの、それではシオンを城に入れたことを認めたみたいではないか。いや、実際に入れましたけれども。

「やはり、その話は事実だったようだな」

「ええと、オルフェス様。どこからそのようなことを」

「言っただろう、塔に不ふ寝しん番ばんを立てていると。きみが執務室に押しかけてきた後だ。嵐が去さったと思ったら、また嵐だ」

　うわ、そういうことでしたか！　って、待て。

「で、でも。どうして三日も経たってからそんなこと」

「裏を取っていたからだ」

　オルフェスは、ぴしゃりと言う。

「──はあ」

「きみはいつのまにか、下働きの者まで丸めこんでいたらしいな。どの者も、妃殿下に不ふ利りな証しよう言げんをしたがらない。昨夜、暗くなるのを見み計はからってこそこそ城から出ていったそうだな、下足番を連れて」

　すると、白はく状じようしたのは下足番だったということか。

　いや、それはもういい。

「わたくしが、付き添うように命じたのです。断れなかったというだけで、自ら役目を買って出たわけではないのです！　どうか、どうか処しよ罰ばつだけは」

　レオノアは、必死に訴うつたえた。

「そんなことだろうと思ったよ」

　オルフェスは、僅わずかに愁しゆう眉びを開いた。

「俺としても、いたずらに城の者に刑けい罰ばつを与える気はない。それから、証言したのは下足番ではなく、たまたま連中が出ていくところを見ていた者だ。新入りでな、告げ口を忠ちゆう義ぎと見み做なしているらしい」

「そ、そうでしたか……」

　レオノアは安心した。ともかく、無関係な者にまで累るいが及およぶのだけは避けられたようだ。

「だが問題は、城下町に逃げた男のことだ」

　ほっとしたのもつかの間、レオノアの危機は去っていないのだった。オルフェスは、ぎろりと目を光らせる。

「どういう素す性じようの者だ。そして、きみとの関係は？」

「……、素性はよくわかりません。あの日、森で出会うまでは知らない人でしたから、なんの関係もありません」

「わからんのはきみのほうだ」

　オルフェスは唇くちびるを歪ゆがめた。

「そんな見ず知らずの人間を城に引き入れるとは、いったいなにを考えているんだ」

「三日も飲まず食わずで、行いき倒だおれる寸すん前ぜんだったのです。そんな方を、放ってはおけませんでした」

「その三日前に、そいつはどうやって西の森に侵入したのだ。その目的は？　いずれにせよ、よからぬ企たくらみがあるに違いない」

「シオンは侵入したわけじゃありません！」

　オルフェスの独どく善ぜん的てきな決めつけに、レオノアは言い返した。

　言った後、はっと口を噤つぐんだが。口ごたえ。しかし、後の祭りだ。

　やつれた顔に、皮肉な笑みが上る。

「シオンというのか、そいつは。どこからやってきたのかと訊いても、きみは知らぬ存ぞんぜぬで切り抜ける気なのだろうな」

「し、知ってます。ピカルディからきたと申しておりました」

「ほう？　ピカルディといえば、レイキャスト海を渡らねばアタルビルには上陸できないはずだが、あの荒海を強ごう引いんに越えてきたと」

「着いたのは、荒れる前だそうです。それで、すぐに奴隷商人に捕まって、ガレー船で働いていたとか」

「──どういう波は乱らん万ばん丈じような人生なんだ、それは」

　だが、オルフェスはほんの少し、表情を和やわらげた。

「わたくしもそう思ったのですが、特に噓を言っているふうでもありませんでしたので」

「まあ、作り話ならもう少し現げん実じつ味みのある内容になるな。怪しいと思われたがっているのでもない限り」

　話はここまでで前半なのだが、オルフェスは既に満まん腹ぷくの様子だ。

　とある男爵家に雇われたくだりは、あまり話したくない。レオノアは「では」と話をまとめる方向に舵かじをとった。

「──で。ガレー船を降りて、仕し官かんの口でも求めてきたと？　わざわざ西の森から入るとは、よほど険けわしい山が好きと見える」

　だが、見た目ほど腹はらいっぱいというわけでもなかったようで、オルフェスが続きを促す。

「いえ……そのう、それは次の奉ほう公こう先さきでいろいろあって、ご主人様ごとカントリーハウスに移ることになり、でも最後に一目だけでもバローラ城を見ておきたいとおっしゃるお嬢様が、シオンを道みち連づれにして」

「レオノア」

　オルフェスは、今度は心配げに呼びかけた。

「……きみはなにを言っているんだ？　さっぱり話がわからないのだが」

　ですよねえ……だって、肝かん心じんのところはぼかして話しているんだもの、細かいところまで伝わらなくてあたりまえ。

　他人ごとのように思うレオノアだったが、これ以上オルフェスの不ふ信しんを買うのも嫌だった。包み隠さず答えたほうがいいのかしら。でも、シオンとの間にはなにもないんだから、いずれ誤ご解かいも解けるはず……。

「まず、その奉公先はどこなのだ。お嬢様とは？」

　仕方ない。レオノアは腹を決めた。

「さる貴族の屋や敷しきだそうです」

「貴族？　どこの誰だ。いや」

　オルフェスは、ふとなにかに思い当たったように顎に手をやった。

「貴族……いろいろあってカントリーハウスに移る……最近、首都エステイロを引き払ったといえば──」

　きれいな弓ゆみ型がたの眉がぴりっと震える。

「──そういう話か」

「そういう話なのです」

　ほっとした。持つべきものは、察さつしのいい夫かもしれない──でも、彼女の強い想いを、目の前のこの人はどう思うんだろう。どう受け止めたんだろう。

「最後に城を見たいと、あれはまだそんなことを言っていたのか」

「……まあ、はっきりどこのお屋敷だかを訊いたわけではないのですが」

　でもレオノアは、そのことで勇ゆう気きを得えたのだ。自分の気持ちに正直になる、というのはレオノアにとってはなかなかな難なん関かんだった。

「だいたいのことはわかった」

「それは、よろしゅうございま──」

「だが、きみもきみだ。こんなときに西の森などうろつくものではないぞ。クマに追いかけられたかと思えば、今度は行き倒れを拾ってくるとは。迂う闊かつにもほどがある」

　機嫌が直ったというのでもないようだ。やっぱり咎められ、レオノアは中途半端な笑顔のまま、

「も、もうしわけございませんでした」

　と、低てい頭とうする。

「だけど、こんなときだからこそ、息抜きがしたかったのです」

　そうつけ加えたレオノアに、オルフェスはふっと険けんを解いた。

「──こんなときだから、か」

　その笑みに、ちょうど三日前に自分が執務室に押しかけたことや、無理やり入室して「婚礼の儀がしたい！」と直じき訴そしたことが光の速さで蘇ってきた。

「……す、すみません」

　もしかしたら婚礼の儀が延えん期き、どころか中止になりそうな「こんなとき」に滅め入いって、森に出かけた、とオルフェスはそう解釈している。

　いや、それで正しいのだが、なぜか気恥ずかしかった。

「そのシオンとやらだが、よそ者という点でカルバッハと変わりがないぞ。あまり他人のことに首をつっこむものではない。なにかあってからでは遅いのだからな」

　オルフェスの説せつ教きようは、まだ続くのだった。

「気をつけます……」

「まあ、シオンというのか、そいつの所しよ在ざいは突き止めてあるからな。不穏な動きなどは断じてさせん」

「えっ。じゃあ、昨日どなたかが、後を尾つけていらっしゃったのですか？」

　マーゴの姉が営いとなむ宿屋まで。いや、たしか目撃した者はご注ちゆう進しんに及んだわけだし、他の誰もシオンの脱出に気がついていないのなら、誰が尾び行こうしたのだろう。

「まあ、蛇じやの道はヘビということだ」

　オルフェスはにまりとした。

「オルフェス様はヘビでいらっしゃるのですね」

「まあいい。少なくとも、きみが噓をついていないことだけはよくわかった」

　レオノアはえ、と問い返す。

「ど、どういう意味なのでしょうか、それは」

「こちらで調べ上げたあいつの素性と、きみの証言に食い違いがなかったのはめでたいことだという意味だ」

「……あのー」

　さすがに、レオノアにもことの次第が見えてきた。

「三日間、裏を取っていたわけではなく、シオンについて調べておられた、ということなのですか」

「馬も船も使えないゆえ、情報収集には手間がかかったがな」

「なんと……なんとお人の悪い……」

　レオノアは扇を握りしめた。じゃあ、さっきまでの詰問タイムは、答え合わせをしていただけということ？　「さる貴族」があの方だということも、前もって知っていたなら、オルフェスは察しがいいわけではなく、ただ芝しば居いが上手というだけのこと。

「いや、さすがに奉公先までは判明しなかったよ。今知って、仰ぎよう天てんした」

　オルフェスは、レオノアの追つい及きゆうに対し弁解をした。

「……ほんとうかしら」

「そう人を疑うもんじゃない。そもそも、きみが俺に隠れてこそこそと異い邦ほう人じんを城に入れたから、こうなったのではないか」

「そ、そうでした……」

　レオノアは身を縮ちぢめた。

「まったく。心外とはこのことだぞ。べつに森で拾い物をしてくるなとは言わん。きみのそういう性質を悪くは思わんからな。だが」

　オルフェスは、ナプキンで口を拭った。すばやく飛んできた給きゆう仕じ係がかりを手で制し、ふたたび膝に広げる。

「あら……？」

　レオノアは、思わず声を発はつする。前までは、新しいナプキンを当然のように受け取っていたオルフェスだ。

　それが。

「──なんとなく、きみが非ひ難なんのまなざしを向けてくるように思ってな。食事の間に何度もナプキンを取り替えるのが気に食わないのだろうかと」

　ぎゃっ。レオノアは喉のど元もとを押さえる。お、お見通し？

「き、気のせいですわ、オルフェス様。わたくしは決して非難など」

「だから、俺に噓をつくなと言っているだろう」

　それは、シオンの件なのか、非難などしていないという言い分に対してのものなのか。

　──たぶん両方ね。

「大変失礼いたしました……オルフェス様の寛かん大だいなお心に感謝するばかりです」

「いや。俺も、きみのおかげで己の不明に気がついた。たかが一度口を拭ったぐらいで新しい物と取り替えるのはたしかに不ふ経けい済ざいだ。いや、無駄遣い、というのだったか」

　レオノアは目を見開いた。オルフェスが、そんなことを考えているなど、思いもよらなかったのだ。

　レオノアは立ち上がり、深々と一いち揖ゆうする。

「とるに足りない者ですけど、オルフェス様がわたくしから一毛ほどの影えい響きようを──良い影響を受け取ったとおっしゃってくださるなら嬉しゅうございます。寛大な上に謙けん虚きよでいらっしゃるとは、オルフェス様はやはり、すばらしい王太子様です」

　頭を上げると、オルフェスが目をぱちくりさせている。

「な、なにを今さらそのようなことを。あらたまる必要はなかろう」

　にわかにあわてた様子で、ナプキンを振った。白い頰に、血の色が上っている……。

「──まったく」

　その後、何度目かの「まったく」を繰り返す。

「王太子としてすばらしいと言われてもな……」

「はい？　なんと申されました？」

　オルフェスはしかし、ごにょごにょと口の中でつぶやいた言葉を繰り返しはしなかった。

「ピカルディといえば」

　と話を変える。

「あのカルバッハは、ピカルディの出かもしれん。少なくとも、住んでいた時期があっただろう」

「え。カルバッハ……様がそうおっしゃったのですか」

　レオノアは、やや驚いた。オルフェスは苦笑して、

「いや。あの男は、出しゆつ自じもなにも自分からは一いつ切さい明かさん。姉上に言わせると、予言者というものは海を歩いて渡ってくるらしいが」

「海を歩いて……どうやってですか？」

「さあな。おおかた、海を割って道が現あらわれでもするのだろう。実に馬鹿馬鹿しい」

　なにか最近、似たような話を聞いた気が……海が割れ、道ができる──って。

　そう、シオンがまったく同じことを言っていた。ピカルディではポピュラーなたとえ話なのかしら……いや、でも。

「なら、なぜカルバッハ、様がピカルディの出、または過去にピカルディに住んでおられたとわかったんですの？」

「無理に『様』をつけなくていいぞ。というか、俺もあいつも同じ『様』かと思うともやもやする」

「いえ、お義姉様だって同じ『様』ですわ」

「そういう話じゃ……いや、ピカルディから働きにきた者と、ピカルディ語で話しているところをアルヴィンが見かけたのだ」

「アルヴィンが……」

　オルフェスの親友にして幼馴染みのあの硬こう骨こつ漢かんなら、思い違うことなどないだろう。

「少し気になるな。ピカルディは文ぶん明めいも発はつ達たつして、民たみはアタルビルよりも自由な生活をしているらしいが、その分、よからぬ者も多いと聞く。プレアデスのところの長ちよう子しが遊ゆう学がく中ちゆうだが、おかしな色に染まらぬか心配ではあるな」

　プレアデスとは、例の、鬘の大臣である。寝室から忽こつ然ぜんと消えた大切な鬘のありかを、カルバッハが見事に当てたという。

　偶ぐう然ぜんだろうが、カルバッハがピカルディ人だと聞けば、なんだか怪しい。だが、プレアデスは代々アタルビルの金庫を預あずかる侯こう爵しやく家けの出で、重臣の一人だ。

　いくら恩おん義ぎがあるからって、鬘で悪事に加か担たんするわけがないわよね……。

　でもなにか、引っかかる。

　──それに。

　シオンもピカルディからきたと言ってたわ。この短い期間で、三人もピカルディに縁のある者が集まる。これって、たまたまなの？

　シオンを疑いたくはないが、胸にはもやもやしたものが広がりつつある。

「どうした、レオノア」

　レオノアは我われに返った。アメジストの瞳が、気遣わしげに向けられている。

「──いえ」

　まだ疑惑にすぎないことだ。ただでさえ多忙を極きわめているオルフェスに、これ以上よけいなものまで背せ負おわせてはいけない。もう少し、自身で検けん討とうしてみないと。

「それにしても、カルバッハの狙いはなんなのだろうと考えていたのです」

　それは噓ではない。

「きみはどう思う？」

　オルフェスが愁眉を開いて反はん問もんしてくる。

「なにがなにやら……前にも申し上げたように、最初は、建国祭のどさくさに紛まぎれて宝でも盗んで逃げる気なのでは、と思ったりもしたのですけれど」

「ああ、そう言っていたな」

「そうじゃないとすると……なにか他の物を狙っているのでしょうか」

「つまり、デモーニオの島だと？」

　レオノアが濁にごしたことを、オルフェスがあっさり口にした。

「たしかに、あそこに眠るとされている黒くろ真しん珠じゆ群ぐんは、姉上の宝石類と比ひ肩けんするぐらい貴き重ちようなものだろうがな。──まあ、今もそのままあればの話だが」

「でも、島ひとつをどうやって盗み出す気なのでしょうか」

「まあ、そこだ」

　オルフェスはティーカップを優雅な仕草で口に運びながら、難しい顔になる。

「あの。いずれにしても、オルフェス様」

　レオノアは、扇を膝の上に置いて、真面目な気持ちで呼びかけた。

「あまりご無理をなさらないように。そりゃあ、お義姉様があれで、カルバッハもあれで、早くなんとかしたいお気持ちはやまやまでしょうけれど。お身体を壊されては、これまでのご尽じん力りよくも台無しになってしまいます」

　オルフェスはいったん目を見開き、それから忙せわしげに瞬まばたきを繰り返した。

「──参ったな」

「？」

「わかった。無理はしないさ。たしかに、カルバッハを倒そうとして、俺が倒れたのでは本ほん末まつ転てん倒とうだ」

　オルフェスは、なぜか嬉しそうに請け合うのだった。




　ともあれ、レオノアの心を覆おおっていた分厚い雲は割れた。隙すき間まから、光が漏れてくるような心しん境きよう。

「朝餐の儀が復活したら、レオ様も復活なさったー！」

　リサまで嬉しそうにしている。

「……ま、一日だけなんだけどね」

　照れ隠しに、レオノアは自己つっこみを入れた。

　昨日は呼ばれたけれど、今日はまだお呼びがかからない。朝も昼も、一人で食事を摂とっている。この分だと、晩餐も。

　だが、レオノアの胸に焦りはもちろん、不平などはもう浮かばない。仲直りって、すばらしい！　オルフェス様もすばらしい。絶対やるぞ、婚礼の儀！

　──って、婚礼の儀がどんなものなのか知らないけれど。

　どことなく不満げだったり、なにか言いかけてやめたオルフェスの表情も気になる。すばらしい、と言われてもあんまり嬉しそうじゃなかったわよね。

　すばらしい王太子がダメなら、「賢かしこくて美しい王太子」とか「心広く優しい王太子」とか言ったほうがよかったのかも？　でも、「優しい」というのは、ちょっと違う気が。

　ううん。そうじゃないわ。

　一いち条じようの光が射しこんだというだけで、心の雲は晴れたわけではないのである。

　──仲直りといえば、オルフェス様と私以前に、オルフェス様とセレーネ様の間だわよね……。

　あれほどオルフェスを溺でき愛あいしていたセレーネが、今では私室に入ることを許さず、宮きゆう中ちゆう会議など必要最小限の機会にしか顔も合わせようとしないというのだから──。

「──ねえ。セレーネ様は、カルバッハをどうしようとお考えなのかしら」

　リサの淹いれてくれた茶を口に運びながら、レオノアは侍女に話しかけた。

「どうしよう、とは。なにかに使うということですか」

　リサも、自分のカップで同じ茶を飲んでいる。

「用よう途とではなくて、その……処遇というか、身分？　今はまだ、セレーネ様の貴き賓ひんというだけだけど、いつまでもお客様というわけにもいかないんじゃないかしら」

　レオノアが仄ほのめかすと、リサは、

「つまり、カルバッハを婿むこ入いりでもさせる気なのか、ってことですね」

　と、レオノアもそこまでは思い及ばなかった「処遇」をあっさり口にした。

「ええっ!?」

「あ、そういうことじゃなかったんですか？」

「──ううん。そういう恐きよう怖ふの選せん択たく肢しがあることに今、気づいたわ」

　レオノアは、口を押さえていた手でテーブル上の菓子器からフィンガービスケットをつまんだ。

「恐怖ですよねえ、あのセレーネ様のお婿さんだなんて」

「え、そっちなの!?」

　そういえば、リサは以前にもセレーネに縁えん談だんと聞いて「いやあああ」と激はげしく怯えたのだった。

「まあ、あたしもあの頃は未み熟じゆく者ものでしたけれど。でも、騒動続きですっかりすれっからしになったというか、世の中、どんな奇き想そう天てん外がいなできごとだって、起こるときは起こるんだなと思うようになりました」

「そ、そう……もしかして、それは私のせいね……」

「せいというか、レオ様のおかげで、毎日がすごく面白いです！」

「……なら、よかったわ」

　喜んでいいのか悲しむべきなのか……レオノアは複雑な心境だった。

「でも、自分で言っててなんですが、仮にセレーネ様がカルバッハと結婚！　なんていうことになっても、あたしはまったく祝福できませんよ」

「ええ。私もそれは同感だわ」

　でも、とレオノアは続ける。

「いくらカルバッハを信しん奉ぽうしていても、セレーネ様がまさかそこまでおやりになるとは思えないわ。絶対、後こう悔かいすることになると思う」

「もう今の時点でじゅうぶん残念ですよ。そこまでいこうといくまいと、後悔の種には事欠かないというか」

「──そうねえ。だけど、後悔するような機会がくるのか、それが心配だわ」

「夢ならいつかは醒さめますけれど、これ全部現実ですからねえ」

　まったくだわとレオノアは思った。

　そして、仮にセレーネがカルバッハと結婚した場合、オルフェスの立場はどうなるのだろうと考える。

　……苦く境きように立たされるわ、確実に。

　なにしろ、今このときにも、カルバッハを巡る認識の相そう違いから姉きよう弟だい仲にはひびが入っているのである。

　オルフェスは、いざとなれば王太子の権けん限げんを行こう使しするなどと言っているが、現実問題としてセレーネに逆さからうことのできる者のほうが少ないだろう。ましてやプレアデスのような昔からの重臣が、取りこまれてしまっている。

　その上で、無理に王太子令などを発したら、怒り狂ったセレーネが、廃はい案あんにした上で逆にとんでもない処罰を……たとえば廃太子……はっ。まさかの死罪も？

　それだけは、なんとしても阻そ止ししたい。せめて国外追つい放ほうぐらいにしてもらえれば、ベルラネグロで静かに農業でもやって……って、どうして既に余よ生せいモードになってるの私。

　オルフェスにたびたび指し摘てきされている妄もう想そう癖へきは、いまだに治らないのだった。










[image: ]










　スモモをもいでいたはずのリサが、どたばたと部屋に飛びこんできたのは、最後の朝ちよう餐さんの儀ぎから五日ばかり経たった昼下がりだった。

「レオ様！　ああ、レオ様、なんてことでしょう──」

　いつになくあわてている。抱かかえた籠かごから、赤く熟うれた果か実じつがいくつか転がり出した。

「どうしたの、リサ。果か樹じゆ園えんでなにか起こったの？」

　さてはカルバッハがまたなにか──嫌いやな予感に見舞われたレオノアだったが、

「いえ。お城は普通です……普通ではないけれど、まあ昨日と変わらないというか。いや、そうじゃなくて」

　リサはよけいなことを払いのけるかのようにかぶりを振った。

「マーゴの姉さんの宿やど屋やにいる……レオ様が助けられたあの男が、占うらないをやっているそうなんです！」

「占い？」

　レオノアはつぶやいた。

「って、なんなのそれ」

「それが、よく当たるとひそかに評ひよう判ばんになってて、このままでは城下町ペケニヤの名物になってしまうかも──」

「と、マーゴが姉さんからそう聞いたの？」

「いいえ、今のはあたしの予想です！」

　道どう理りで質問に対する答えになっていないわけだ。

「ちょ、ちょっとリサ。落ち着いて」

「そいつが占い師だって、レオ様はご存ぞんじなかったんですか？　いいえ、責せめているわけじゃないんです。レオ様を騙だますなんで、どんな悪人なんだか！」

　そういえば、リサは占い師や予よ言げん者しやの類たぐいが大だい嫌きらいなのだった。たしか、家か訓くんになっているとか。

　それゆえ、シオンが占い師だと知って憤ふん慨がいしているのだろう。

　レオノアも、その類を信じてはいない。しかし、リサほど忌いみ嫌っているわけでもなかった。

「いいえ、シオンは自分が占い師だなんて一言だって言いやしなかったわ」

「なら、やっぱり騙し──」

「私が詳しく生なり業わいを訊きかなかったのよ。それまでの身の上話があんまり衝しよう撃げき的てきだったから──だけど、これは私の怠たい慢まんが招いた事態ね」

　レオノアは、自分に言い聞かせるようにつぶやく。

「その占いって、どういう内容なのかしら？　長生きできるかとか、将しよう来らいどんな相手と結ばれるのか、みたいなざっくりした感じ？　それとも、それこそ鬘かつらを失なくして困ってるんだけど、いったいどこにやったのか、的にピンポイントな相談ごと？」

「……後者じゃないですかね、それだけ評判をとっているとなれば」

「ううむ……」

　レオノアは腕を組み、黙もくした。

　脳のう裏りに、カルバッハの髭ひげ面づらが浮かぶ。

　オルフェスから、カルバッハがピカルディにいたことがあると聞いて、反射的にシオンのことを思い出した。偶然だと考えるようにしてきたけれど、でも心の霧きりは晴れないまま。

　それでも、シオンとカルバッハがグルだなんて疑うたがってはいなかった──ついさっきまでは。

　なのに、占いをやっていると聞いては、嫌でも疑わざるを得えない。たまたまシオンの趣しゆ味みが占いなのだとしても、かぶりすぎでしょう、この二人。

　──とか、ここに止まってうだうだ考えてても、埒らちがあかない。

「よし、いこう！」

「って、どこへですかレオ様？　まさか……」

「リサ、町歩きに目立たないような服を持っていて？　私のクローゼットは、どうにも『王おう太たい子し妃ひ殿でん下か、ここにあり！』みたいなものばかりで、とても城下町に紛まぎれこめる気がしないのよ」

「いえ、それは存じておりますけれど、あたしのふだん着を、レオ様がお召めしになるのですか!?」

　リサは、びっくりしたように眼まなこを開く。

「ほんとうに、もうしわけないんだけれど」

　レオノアは、顔の前で両手を合わせた。リサは手を振った。

「そんなあ。あたしなんかの服をレオ様に着ていただくだなんて、あたしのほうが畏おそれ多おおいですよ！　でも、そうおっしゃるなら協力は惜しみません。というか、もちろんあたしもお供ともさせていただけるんですよね？」

「リサ、でもそれは──」

　下手をすれば、リサにも処しよ罰ばつが及ぶかもしれないのだ。

「そうでなきゃ、洋服はお貸しできませんし、レオ様を一人で町に出すわけにもいきません。だいいち、マーゴの姉さんの宿屋をレオ様お一人でどうやって見つけるんです？」

「それは……、でもね、うん、わかった」

　レオノアは腹を決めた。

「私の責任においてリサを護まもる、なんてカッコいいことは言えないけれど、また北の塔とう送りになったときは、せめて同じ房ぼうに入れてもらえるように頼みこむわ！」

「レオ様……カッコ悪いけどカッコいいです……初めてのムショ暮らしも、心配するに及ばないってことですね！　……服、とってきます」

　リサは勇いさんで部屋を出ていき、レオノアはこれから始まる冒ぼう険けんに思いを馳はせる。

　──塔には不ふ寝しん番ばんがいて、深夜だろうと明け方だろうと、城を出入りする人ひと影かげを見逃しはしない。たしかオルフェス様は、そうおっしゃったわよね……。

　オルフェスの顔が浮かぶと、レオノアはうしろめたさを禁きんじ得ない。だが、カルバッハ一人に面おもやつれするほど手こずっているオルフェスに、城下にもう一人占い師だか予言者だかがいると、わざわざ教えることができるだろうか？

　いや、できない。レオノアは雄お々おしくも拳こぶしを握にぎりしめる。

「それにだいたい、シオンを城に入れたのも町に出したのも私なんだもの。責せき任にんを問われるような場面がきたとして、私が関わらないわけにはいかないんだわ！」

　幸いにもというべきか、シオンは城下町にいる。

　それだって、決して安心材料にはならないが、城の中にいるよりはましだろう。

　──それに。占い師だなんだって、大げさに言っているだけかもしれないんだし。

　たとえば明日の天気ぐらいなら、あてずっぽうが的てき中ちゆうする可能性はあるのだ。

　それこそ、海が荒あれているから明日は船ふな便びんがこないなんてこと、私にだって「予言」できるのだもの、ここのところのレイキャスト海がどんな様子だか知っていれば。

　……ん？

　頭の中で、なにかがかちりと光った気がした。なにかとても、大事なことが今。

　レオノアはしばし意識を集中させたが、そのなにかがふたたび巡ってくることはなかった。

　考えてもしょうがないことね、きっと。

　今は、一いつ刻こくも早く、どういうつもりなのかシオンを質たださなければならない。

　すべては、婚こん礼れいの儀ぎのために！　……いえ、あんまり盛せい大だいなものじゃなくていいから。




　リサが持ってきた、あっさりした町着に着替えた後は、城から怪あやしまれずに出なければならない。

　レオノアには、考えがあった。

　──午後一番に現れる、野菜売りの荷に車ぐるまに隠かくれて城を出る。

　とまあ、ごくシンプルなものだったが。

「これなら、上から見み張はられたって堂どう々どうと出ていけるでしょう？　……また厨ちゆう房ぼうの皆みんなに手を貸してもらうことになるけど」

「料理頭がしらは熱ねつ烈れつなレオ様支し持じ者しやですもん、大だい丈じよう夫ぶですよ。それにしても、荷車に二人も乗れますかね？」

　リサは、請うけ合った後で考え深げな顔になった。

「帰りは空だもの、平気よ。橋を渡ったところで降ろしてもらえば、あとは歩いていけるでしょう」

　レオノアは、意い気き揚よう々ようと言ったものの、失敗した場合のことを脳裏に浮かべないわけにはいかなかった。北の塔。あのじめじめとした、バローラ城番外地……。

　まあ、そのときはそのときだ。思い直して、部屋を出る。
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　料理頭が野菜売りにかけ合ってくれて、二人は荷車に隠れ無事に城門を出た。

　濠ほりに架かかったはね橋を過ぎてから、こそこそと藁わらで編あんだ覆おおいの下から這はい出す。

「お姉ちゃんたち、あと三み刻ときばかりで橋が上がるからね。遅くならないようにお城に戻るんだよ？」

　野菜売りは気のいい男だ。レオノアの身分を知らないから、気安い調子でそんな忠ちゆう告こくまでしてくれた。

「はい、ありがとうございます！」

　声を揃そろえ、レオノアとリサは顔を見合わせて笑った。

「あー、城下町。歩くのは初めてだわ」

　大きな通りを、肩かたを並べて歩きながらレオノアの視線はついつい忙せわしなくあちこちに飛びがちだ。

「レオ様、あまりきょろきょろしてると怪しまれますので、ご注意を」

　リサに指し摘てきされ、肩をすくめる。

「本当にそうね。でも、城下町って賑にぎやかね。私たち、旅人に見えないかしら？　おのぼりさんのふりをしたら、きょろきょろしてても不ふ審しんがられないかも」

「たしかにそうなんですが、それだとスリとかひったくりに狙ねらわれやすいんですよね。城下町っ子に見えるのが、いちばん安全なんです」

「リサって賢かしこいわ」

　レオノアはほとほと感心した。

　マーゴの姉夫婦の宿屋は、街かい道どうを横道に逸それた場所にあった。商店が並び、物売りの声が盛んに行いき交かう大通りの喧けん騒そうを少し遠くに置く立地は、まさに隠れ宿にうってつけの──なのに、わざわざ自分から目立とうとしているかのようなシオンが不ふ可か解かいだが──小ぢんまりとした、しかし趣味のよさが窺うかがえる二階屋の建物である。

　リサが先に立って、

「今からマーゴの姉さんに会うことになるんですが、レオ様はあたしと同じメイド、しかも最近雇やとわれたという設定でお願いしますね」

　と、レオノアを振り返った。

「わかったわ。あんまりいろんな人に噓うそはつきたくないけど、仕方がないものね」

　帳ちよう場ばには、その姉らしき女が一人でいた。なるほど、マーゴと面差しが似ている。とび色の髪かみと瞳も共通した姉妹だった。レオノアは思わず、「同じ姉妹なのに私だけ……」と故こ郷きようにいる美しい姉妹たちのことを胸に浮かべる。だけどなぜか、今までほどには劣れつ等とう感かんは湧わかなかった。

「あら、リサじゃない。なあに、またお風ふ呂ろ番を紹介してくれるの？」

「ごきげんよう、シシィ。まさにその、前に紹介した人のことなんだけど」

　軽口を叩くシシィに対し、リサは真ま面じ目めくさって切り出す。

「『カロンの月読つくよみ』がどうかしたの？」

　ごく自然な調子で返されたため、レオノアも、そしてリサもなんと言われたんだかとっさには理解できなかった。

「かろんの、つくよみ……」

　なにかを予想しながら平へい板ばんなイントネーションで反はん復ぷくしたレオノアに、シシィの笑顔が向けられる。

「シオンのことよ。この界かい隈わいではその名で通っているわ」

　嫌な予感が的中した。

「では、シオンはそんな二つ名で、占い師としてグイグイきてるってことなの!?」

　淑しゆく女じよのたしなみもなにもなく、カウンターに身を乗り出したレオノアに、シシィはやや引きながら、

「ぐ、グイグイかどうかは……けれど、本当によく当たるのよ、シオンの月占い」

　と答えた。カロンというのはここの屋や号ごうである。ということは。

「シシィ。まさか、そのよく当たる月読を看かん板ばんに大おお儲もうけしてるんじゃないでしょうね」

　いつにない尖とがった声で、リサ。

「そんなわけないでしょ！　お城からの預あずかり物を、宣せん伝でん材料になんかしていないわよ」

　シシィは心外そうに言う。

「──だけど、こういうことは広まるのねえ……最初は、泊とまり客きやくの相談に乗ってるふうだったのに、いつのまにやらこんなことに」

　と、カウンターの引き出しから、札ふだのような物を取り出した。

　平たい木製のそれには「十三」と記しるされている。

「十三……」

「今では、整理券を発行しているほどなの。でも安心して、シオンが視みるのは一日十人まで。それ以上のお客は、お断ことわりしてますから」

「じゃあ、なんで十三番まで札があるのよ」

　リサがそうつっこむのも、当然といえば当然だった。

「念ねんのため、よ」

「あの、それはともかく、今シオンはどこにいるのですか？　もしや『営業中』ですか」

　険けん悪あくになりそうな空気を、レオノアはすばやく遮しや断だんする。

「ええ、今日はもう札止めをしたから、そろそろ店じまいかしら」

　シシィがそう言ったとき、帳場の隣となりにある階段から、若い娘が駆かけ下りてきた。

　ぴんときた。これぞ噂うわさの、

「十番さん！」

　レオノアは呼びかけた。彼女はびくりと肩を震ふるわせ、振り返る。

「占いはもうおすみ？　ちょっと伺いたいことが」

　皆まで言うのを待たず、娘はドアの向こうへ走り去ってしまった。

「……逃げなくても」

「占いなんかに頼る者は、疚やましいことがあるんです！　詐さ欺ぎに加か担たんしている意識があるから、こそこそ逃げ出すんです！」

　リサの論ろん旨しは、極きよく端たんだ。もしかすると、妄もう想そう中ちゆうのレオノア以上かもしれない。占い師に視てもらうだけで詐欺の従じゆう犯はん……。

　だが、そんなよけいなことを考える暇ひまはない。

「じゃあ、シオンはもうお暇ね」

　ずかずかと階段へ向かうレオノアの背に、「なぁに？　あのコも恋患わずらい？」という不ふ本ほん意いな言葉がぶつかってきた。

　──恋患いですって!?

　患っている暇なんてないわよ。レオノアは、一段飛びに階段を上る。

「シオン、シオンはどこ？」

　二階に「占い部屋」があるのは間ま違ちがいない。レオノアは、猟りよう犬けんのように鼻をひくつかせながら、廊ろう下かの両側に並んだ扉とびらを見み定さだめる。

　しかし、予想に反はんしてレオノアの背はい後ごでドアの開く音がした。

「レオノア？」

「って、ひっ!!」

　踊り場のすぐ脇わきについたドアが、目に入らなかったのだ。不ふ覚かくをとって、レオノアは飛びのきつつ振り向く。

「レオノアー。ひさしぶりですねー」

　隙すき間まから首だけ出して、シオンは暢のん気きそうな声を出した。

「ひさしぶりですねー、じゃないわよ」

　追いついてきたリサとともにシオンの部屋へ入り、レオノアはシオンを軽く睨にらんだ。

「はい。ごめんなさい」

　具ぐ体たい的てきなことはまだなにも言っていないのに、シオンはしゅんとうなだれた。

　シオンはベッドに腰掛け、レオノアとリサは丸テーブルに向かい合って座っている。椅い子すが二脚あるということは、シオンはここで「商売」をしているのだろう。

「さっそくだけど、ここで占いをやってるっていうのは、ほんとうなの？　たしかお風呂番の仕事に就ついたと聞いたんだけど？」

「いや、今も風呂番です。竈かまどでお湯を沸わかして、客室に運ぶのが主な仕事で」

「で、合間合間に占ってるんですね。隙あらば舌した先さき三さん寸ずんで儲けようなんて、とんでもないですよ」

　リサが容よう赦しやのない言い様で、シオンを非ひ難なんする。

「す、隙を見ているわけでは……」

　シオンは、両手の人差し指の先を、つんつんと合わせながら、

「たまたま、お客様が失くした指輪のありかを占っただけなんです」

　と釈しやく明めいした。

「それであてずっぽうが的中したのに味を占め、適当なことを……」

「レ、レオノアまでそんなことを言うー」

　シオンは涙目で抗こう議ぎしてくる。ちょっと、やっぱり私が悪役みたいなんですけど！
















「適当に言ったわけじゃありません。ちゃんと卦けが」

「『カロンの月読』というのですって？」

　レオノアは、やや語ご調ちようを緩めた。同情しているわけではないけれど、シオンがよからぬ企たくらみで占い師をやっているのではない感じがしたのだ。

　──やっぱり、噓をついてるようには見えないのよね……。

「それは、あの、いつのまにかそんな二つ名がついてた感じで」

「自みずから名乗ったわけじゃないってことですか？　だけど、指輪を見つけるだけでやめておけば、それほど評判にもならなかったはずだわ」

　リサもやや、トーンダウンしながら追つい及きゆうする。

「それが、そのお客様が、要するに夫ふう婦ふ喧げん嘩かで家を飛び出して何日かここに泊まったわけで、要するに結婚指輪を失くしたものだから要するに取り乱してしまい」

「要するに、なんなの」

「地元の人でした。それで旦だん那なさんが迎むかえにきて、無事に帰っていったんだけど、そしたらその奥さんの近所に住んでるっていう娘さんがやってきて、二人から同時に求きゆう婚こんされたんだけど、どちらを選べばいいのかわからないっていうから」

　シオンは、もそもそと説明した。

「──それで読んでみたら、片方に灰色の雲がかかってたのでそう答えたら、翌日その男が職場の金を持って行方ゆくえをくらましたとかで」

「まぐれ当たりが、二回続いたわけですか」

「ぼ、僕はなにも、無責任にあてずっぽうを言ってるわけじゃないですよ……」

　涙目ながらも攻こう勢せいに出たシオンに、リサは顔の筋肉をあちこち動かしたものの反論はしなかった。

「つまりは、あなた、月の巡りでいろいろ占ってる人だったわけね」

「いや、占うというか、視えるといいますか」

　シオンはやはり、気弱にそう主張するのだった。

「はー……星巡りの後は、月巡り？　視えるとか読めるとか。それよりもまず、自分の心の中でも見つめ直したほうがよさそうなものだけど」

「ですよね。噓つきなんか、カルバッハ一人でたくさん」

「──カルバッハ？」

　シオンは、リサの言葉を聞き咎とがめたようにふと、面おもてを上げた。

「あら、お知り合い？」

　ぴんときた。レオノアは、なにひとつ見逃すまいとシオンの顔を凝ぎよう視しする。

「いいえ。変わった名前だな、と思いまして」

「……そんな話か……」

「え？」

「あなたには関係のないことです。詮せん索さくしても無む駄だですよ」

　リサが、ぬかりなくフォローした。

「ともかく、あなたはただでさえ異い邦ほう人じんなんだから。あまり悪わる目め立だちするのはおすすめできないわ」

「そ、そうですね。そうですよね……下手をすると捕とらえられて、今度は磔はりつけにされるかもしれない……」

「なにもそこまでは言ってないわよ」

　暗い顔になったシオンに、レオノアはあわてて打ち消した。

「オルフェス様は、そんなに非情な方ではありませんものね？　でも、調子に乗らないほうがいいって話ですよね」

　リサが大きくうなずく。

「ともかく、あなたがアタルビルを転てん覆ぷくさせようと企んでいるのでもない限り、早くピカルディに帰ったほうがいいと思うの。海が凪ないだら、の話だけれど」

「そうですね……今は、帰りたくても帰れないですから……」

　シオンの言葉に、レオノアははっと顔を上げた。

　──帰りたくても帰れない。

　それはほかでもない、嫁とついできた頃のレオノア自身のことである。冷たい夫と、なにかと嫌がらせをしてくる小こ姑じゆうと。

「ベルラネグロの奪うばわれた財ざい宝ほう」の件がなかったら、早々に里帰りしていた。

　ちょっと前の自分を思えば、異国で立ち往おう生じようしているシオンの心細さにいきつかないわけにはいかない。ましてシオンには、城下町どころか、アタルビルを謎なぞの月読で席せつ巻けんしようという腹づもりもないみたいだし。

「とりあえず、でまかせをぺらぺら並べ立てているのではないなら、できる範はん囲いで相談ごとに向き合うことを止める権利は、私にはないわ。でも少なくとも、宮殿に入ってそこの人たちを惑まどわせるようなことは慎つつしんでいただけるとありがたいわ」

　シオンに二つ心がないのはわかった。だから、レオノアは軽く釘くぎを刺さす程度に留とどめる。

「もちろん、でまかせなんて言いませんし、お城で店開きする気もありませんよ。レオノアは恩おん人じんだから、そのレオノアが困るようなことはしません」

　シオンは、いっそ無む邪じや気きそうに金色の瞳をくるくるさせる。

「そ、そう」

　どうも調子が狂くるう。

「それにしても、レオノアは羊飼いだと言っていたけど、ずいぶんとアタルビルというか、お城のことに心を砕くだいているんですねえ」

「……え」

　不意打ちを食らったていで、レオノアは一いつ瞬しゆん固まった。隣でリサも、鼻はな白じろんだ様子だ。

「あ、あたりまえよ」

　凍こおりついてる場合じゃない。レオノアは気を取り直し、

「バローラ城に雇われているんだから。お城がいつだって平へい穏おん無ぶ事じであることを願わないなんていう選せん択たく肢しがあるわけないじゃない」

　なんとかごまかす。

「ですよねー。奉ほう公こうしている身なら、誰だれだって自じ称しよう呪じゆ言げん者しやなんだか奇き跡せきの男なんだかに職場を引ひっ搔かき回されるなんて、ご免めんこうむります」

　リサが言葉を添そえ、レオノアを援えん護ごする。

「そうですか。そりゃそうですよねえ。食べていかなきゃならないですからねえ。僕も、少しでもたくさん稼いで、早くピカルディに帰りたいです」

　シオンには、嫌味を言ったつもりはないのかもしれない。でなきゃ、ニコニコしてそんな重いセリフを吐いたりはしないはず。

　レオノアはあらためて思った。この人は、異い郷きように降おり立たった瞬間、身ぐるみを剝はがされて売られたんだ。

　自分のことばかりで、シオンの大変な境きよう遇ぐうをうっかり失念していた。

「……ごめんなさい」

　レオノアは反射的に低てい頭とうした。

「え？　なんでレオノアが謝るのですか」

「いやもう、なんというかいろいろと……シオンを売り飛ばしたならず者に代わって謝ったのだと思っていただければ」

「そんなの、レオノアのせいじゃないのにー。あ、でもせっかくだから、なにか視ましょうか？」

「なにか視る、って」

「レオノアは恩人だから、無料でいいですよ。金運でも仕事運でも」

「え、いや私は……ううん、じゃあ占ってもらおうかしら。そうね仕事運で」

　レオノアは、横目でリサを窺った。

　リサは生き真面目な顔で、大きく首しゆ肯こうする。そうね、いくらその類は信じないって言っても、好意で占ってくれようという人に、「占いなんかありがた迷めい惑わく」なんて、どんな鬼き畜ちくだって言えやしないわ。

「じゃあ、ちょっと席を替わってください。あ、予備の椅子がないんでした。じゃあそのままでいいですよ」

　シオンは、ベッドに寄せて置かれた小さなキャビネットから、いそいそとなにやら取り出す。

「あっ、シオン。こっちに座っていいわよ」

　占いに使う道具を持ってきたシオンに、あわてたふうにリサが立ち上がった。

「あたしはレオ様、いやレオ……の後ろから見ているから」

「いやいや。いいから座っててください。お客さんを立たせておくなんて、できませんし」

　リサはへどもどした調子で、「えっ、えっ、どうしよう」と焦あせっている。

　ともあれ、シオンは二人に向き合う形でテーブルにキャンドルスタンドを置いた。

　そして身を屈かがめ、小さな焰ほのおに手にしたものをかざす。

　どう見ても、それは紐ひもの一いつ端たんからぶら下がった穴あき硬こう貨かだった。

「ちょ、ちょっと。あなたの占いって、もしかしてこの穴のところをじーっと見つめてくださいっていうアレなの？」

「リサ、それは占いじゃなくて催さい眠みん術じゆつだわ」

　だけど、どこが「月読」なのかしらとレオノアも思った。

「待って」

　好き放題を言う二人に、そのときシオンが鋭するどい声を飛ばした。

　いつになく真剣な二対の瞳が見つめる先で、硬貨が微妙に揺ゆれ始める。

「あの……、なにかわかったの？　まさか私の仕事運って」

「大変です」

　黙って硬貨を見つめていたシオンが、弾はじかれたみたいに顔を上げた。

「な、なにが」

「お城が、大変なことになっています。あなた方は、帰らないほうがいいです」

　真面目な口調で言われ、レオノアの不安は、逆に増す。

「大変なことって、どういう意味!?　いったい、なにが起きたっていうの！」

　レオノアが叫んだとき、リサが袖そでを引っ張った。

「……レオ様、そろそろはね橋が上がる時間です」

　耳元で囁ささやかれ、レオノアは我われに返った。

「そうだわ。早く戻らなくては」

「なぜですか？　戻らないほうがいいのに」

　シオンの金色の瞳が、そのときぴかりと光った。

　リサが身じろいだ気配がある。そのまま、なにかを無理やり剝がそうとでもしているみたいにカクンと半周すると、無言で部屋を出ていった。

「リサ、待って」

　レオノアも、急いで席を立つ。

「レオノア！」

　振り返る。美しく穏おだやかな黄金の双そう眸ぼうが、労いたわるような色を浮かべてレオノアを見つめている。

「……帰らなくちゃならないの、たとえなにが起きているにしても」




「ふー……なんとか間に合いそうですね」

　街道を城のほうに引き返しながら、リサがようやく歩ほ調ちようを緩める。

「じゅうぶん間に合うわよ」

　レオノアは答え、スカートのポケットから取り出したハンカチで額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「驚いたわよ。リサったら、急に回れ右したかと思ったら、スタスタ出ていっちゃうんだもの」

「本当にすみません」

　リサは顔の前で手を合わせる。頰がまだ赤らんでいた。

「どうしちゃったの？　まさか、シオンの美び貌ぼうにくらっときたとか」

「レオ様は、よくもまあ平気でいられましたよね……」

　リサが口を尖らせる。

「えっ、ほんとにそういう話!?」

　ただ冗じよう談だんで冷やかしただけだったのに。

「だって、全身が黄金でできてるみたいだったじゃないですか。また、笑顔がステキで、こんなときじゃなかったら見とれるところですよ」

「……けっこう見とれてたと思うけど。それであんなに、なにかやり残した感を漂ただよわせながら退たい出しゆつしていったのね……」

「や、やだ。そんなにあたし、未み練れんがましかったですか？」

「というか、リサは占い師とか大嫌いなんじゃなかったっけ？　ほら、家訓が」

「それとこれとは別問題ですから」

　リサは、真顔で断だん言げんした。

「それにしても、レオ様はどうして平然としていられたんですか」

「うーん……超ちよう絶ぜつ美形は見み馴なれてるから、かな。しいて言えば。毎日じゃないにせよ、たびたび至し近きん距離で見るわけで」

「うわあ、おのろけ一丁、入りましたー」

「えっ!?　おのろけって、妻つまや夫や恋人の美点を自じ慢まんするヤツでしょ？　そ、そんなつもりなんか、絶対ないんだから」

　さっきの仕返しとばかりに冷やかしてくるリサを、レオノアは軽く睨んだ。

「……なにがあったのかしら、お城で」

　その言葉に、リサはまつ毛を伏せる。

　が、すぐにまた顔を上げ、

「なにも起こってやしませんから！」

　断言した。

「だけど、シオンが──」

「レオ様、この世に予言とか千せん里り眼がんとかは存在しないんです。カルバッハもシオンも、みーんなインチキです！」

　なるほど、それとこれとは別問題なのね……たった今まで頰ほおを染そめて語る対象だったシオンを、あっさりと偽にせ者もの認にん定てい。

「だといいんだけど……」

　レオノアは応じ、でもどちらもインチキだった場合、やっぱり二人はぐるだったということになるんじゃないかしらと考えた。

　噓の予言などして、どんな利りを得ることができるのかは知らないけれど。

　ただ、人々を欺あざむき馬ば鹿かにして喜ぶ愉ゆ快かい犯はん？

　残念なことに、カルバッハもシオンもそうは見えない。カルバッハはもっと悪いことを企んでいるのだろうし、シオンも面白がって月を読むなどと言ってはいないだろう。少なくともレオノアには、そう思える。

　──もし、本当に二人がつるんでいるとしたら。

　シオンの「月読」通りに、バローラ城に大事が発生していなくてはならない。

　なにごともなかったら、シオンもインチキということ──特に仲間同士なんかじゃなくても、あてずっぽうを口にしている時点でカルバッハと同種の人間なんだ……。




　どちらを自分が望んでいるのか、レオノア自身もはっきり見み極きわめる前に城門が見えてくる。

　勝手口に向かいながら、ふと見上げた北の塔に、黒い頭がよぎる。

　──オルフェス様？

　レオノアは目を凝らしたものの、そこにいるのは兜ヘルムをかぶり三日月斧バルデイツシユを手にした兵士に他ならない。こそこそ裏手から城に入ったところで、すぐにオルフェスのもとに斥せつ候こうの報告が入るのだろうと思うと、堂々と正門から出てもよかったのでは、と今さらのようにレオノアは後こう悔かいするのだった。

　そこまでは、特に異変も感じなかったのだが、厨房に足を踏ふみ入れたレオノアは絶ぜつ句くする。いつもは常に調理人が走り回っているのに、竈の火が消え、無人だ。

「ど、どうしたんでしょうか、みんな」

　リサも不安げに言う。その頭には、レオノアと同じくシオンの月読のことが浮かんでいるのだろう。

　厨房を通って、廊下に向かう頃には、はっきり非常事態だということがレオノアにもわかった。

　忙しなく行き交う人々、あちこちでぶつかっては上がる怒ど号ごう。誰もがてんでに動いているそのさまは、まさに混こん乱らんと呼ぶしかない。

　当とう惑わくする町着姿の小娘たちなど、一いち瞥べつする暇もなさそうである。

「まさか、ほんとに大変なことが起きた……？」

「そうみたいね」

　注目されないのをいいことに、レオノアたちはどさくさ紛れに部屋に戻ることにする。

　と──。

「あら、プレアデス。ご機き嫌げんよう」

　そこに行き会った人影に、レオノアは思わず声をかけてしまった。

　鬘の財務大臣は、ぎょっとしたように立ち止まった。

「ひ、妃殿下……？　いや、ご機嫌うるわしゅう」

　すぐに視線を逸らし、せかせかと通り過ぎてゆく。

「──なんなんですかね、あれ。あからさまに怪しいんですけど」

「さあ……とりあえず、部屋に戻りましょう」

　プレアデスですらレオノアにかまってはいられない、という状況。良くないことだけはわかっている。

　そして、帰りついた先では、厳きびしい顔をしたアルヴィンが待ち受けていたのだ。




「おうしつづきないむとくべつこもんおよびとくべつせいむかんりちょう？」

　レオノアは、感情のない声で、たった今アルヴィンが発したばかりのその言葉を反復した。

「王室付内ない務む特別顧こ問もん及び特別政務管理長、です」

　向かい合って座っているアルヴィンが、さらに繰り返す。

「──って、なに？」

　レオノアは、目をぱちくりさせた。

「つまり、この先、王城の中のことも国を運営するにあたっても、カルバッハ様のご意見を最さい優ゆう先せんし、カルバッハ様の取り決めた事こと柄がらは、そのまま王おう令れいとして国内外に公こう布ふされるということです」

「それって、カルバッハ……氏がものすごく偉くなったということじゃない！」

「ええ、ですからそう申し上げております」

「そんなのおかしいじゃない！　なぜ、アタルビルの人間でもないあの人に、アタルビルの王室内のことや政せい治じまで委ゆだねなければならないの？」

「会議でそのように決まりましたのです」

「冗談じゃないわよ！　会議なら、オルフェス様だって出ておられたでしょうに、そんな人じん事じが通るわけが」

「残念ながら」

　アルヴィンは、初めて感情を表して眉まゆをひそめた。

「決けつ議ぎの結果です。オルフェス様をはじめ、半数は反対しましたが、最終的にはセレーネ様がお決めになりました」

「お義ね姉え様ったら……！」

　レオノアは唇くちびるを嚙かむ。あんな胡う乱ろんな男にそこまで心しん酔すいするだなんて……。どうかしているが、この国がセレーネの一いち存ぞんでどのようにでも動くという事実を目の前に叩きつけられたようでもある。しかも、半数しか反対する者がいないなんて。

　いや待て。レオノアは目を上げた。

「オルフェス様は？　オルフェス様は今、どうなさっておられるの？　もちろん、会議で決定したからって、こんなおかしな人事をむざむざ吞のんだりはされてないわよね」

「それが……」

　アルヴィンは、言いにくそうに視線を逸らす。

「ま、まさか、オルフェス様はお義姉様に歯は向むかったかどで捕らわれたり……はっ。まさかまさか、既すでに処しよ刑けいされたとか……」

「妃殿下……さすがにそれはありません」

　打ち消した後で、アルヴィンは拳を口にあてる。噴ふき出だしそうになったのを、なんとか堪こらえた的な反はん応のうなんですけど……。

「むろん、オルフェス様はすぐさま新しい会議を招集しようとなさいました。が、プレアデス様が欠けつ席せきの意思を表されると、なだれを打って重じゆう臣しん方が……」

「ぬうう。腰抜けめっ」

　レオノアは思わず悪あく態たいをついた。そう、それでさっき、プレアデスは逃げるようにして私から離れていったというわけ。

　追いかけていって、あの鬘を後ろからむしってやればよかった。このことを先に聞いていれば、実行したわよ！

「それで、オルフェス様はどうなったの？」

「──セレーネ様をはじめ、議ぎ案あんに賛成した者全員に強い不ふ快かい感かんを表明され、奥の間にお籠こもりになられました」

「……は？」

　レオノアはぽかんとした。まぬけな声を発はつしてしまったが、

「それが抗議の姿し勢せい？　そんなのでなにかが覆くつがえると？　まるで、おもちゃをねだる子どもじゃないの！」

　オルフェスのその応おう対たいこそが、まぬけだと思う。

「しかも奴やつらは、買ってもらえるまで地面にひっくり返って泣きわめくのよ！　……いや、まあそれはさておき」

　ついついカッカとしてしまった。気け圧おされたように、アルヴィンが身を引いている。

「……奥の間って、どのお部屋？　もしかして、セレーネ様がこの間お籠もりになったあの部屋かしら？」

「妃殿下、それを聞いてどうなさろうと」

　立ち上がろうとするレオノアに、アルヴィンも中腰になって問うてきた。

「引きずり出してやるわよ！　決まっているでしょう。子どもだって、目的を達たつ成せいするまで転がってじたばたするのよ？　姿をくらますなんて、オルフェス様らしくないわ。もっとアグレッシブに！　攻せめよ攻め、攻めの姿勢!!」

「──レオノア様。さっきおっしゃったことと、微び妙みように論旨が矛む盾じゆんしておりますが」

　それと、と言い足す。

「オルフェス様がおられるのは、裁さい縫ほう部屋のほうですので」

「あの、キルトを作るお部屋？」

　レオノアは、部屋の様子を思い浮かべながら反問した。オルフェスが、趣しゆ味みのキルト制作に黙もく々もくと励はげむ部屋。犬が吠ほえても、赤あかん坊ぼうが泣いても、もしかすると頭上でなにかが爆発したって、気づかないほど一いつ心しん不ふ乱らん。一いつ針しん入にゆう魂こん。

　そんなオルフェスの姿を思い浮かべ、レオノアは苦いものでも飲んだように感じたが、べつにオルフェスが今、キルトに打ちこんでいるとは限らないのだ、と思い直す。

「……あの部屋なら、わたくしを出入り禁止にしているだけで、セレーネ様なら鍵かぎもお持ちでしょう。籠ろう城じようするのに適てき切せつとは思えないけれど」

　プティ・オーリィ、お願いだから話を聞いて。入るわよ？　いいわね、プティ・オーリィ。まったく、内鍵なんかかけちゃって、この子ったら。

「残念というか幸いなことに、その点は大丈夫です」

「あら、どうして」

「あんな状態でも、セレーネ様はセレーネ様。ご自分から歩み寄ってまでオルフェス様と和解するなど、まずありえないでしょう」

「そうかしら……」

「少なくとも、オルフェス様はそう思われております。それに、あの部屋にはセレーネ様もご存じない仕し掛かけもございますし」

「セレーネ様もご存じでない!?　そんなものが、この城に存在すると！」

　レオノアは意外の念にうたれて声を上げた。アルヴィンはにっこりする。

「あれでなかなか、策さく士しでいらっしゃいますよ。王太子殿下は」

　つまり「腹黒い」ということね、知ってるわ。レオノアは、すぐに笑みを消して、いつもの生真面目な顔つきになったオルフェスの忠ちゆう実じつな騎き士しを見つめた。

「では」

　アルヴィンはすばやく立ち上がり、一いち揖ゆうして踵きびすを巡らす。

「なにを考えてるのかしらね、あの人たちは」

　嘆たん息そくしたレオノアは、卓たく上じようのベルを振った。

　次の間で控ひかえていたリサが飛んでくる。

「アルヴィン様は、なんと？」

　心配そうな問いかけに、レオノアは会見の一部始し終じゆうを語って聞かせた。

「まったく正気の沙さ汰たとは思えませんね、そんなの！」

　案の定、リサはすっかり憤ふん慨がいした様子で叫んだ。

「じゃあなんですか、これからあたしたちは、カルバッハの命令に従したがわなきゃならないってんですか」

「そうみたいよ。ほんとに、冗談みたい。だけど──現実の話なのよね……」

「どうかしてますよ。もし明日から、朝あさ餉げには温かい卵料理じゃなくて生で黄身だけ二つ飲むこと、なんておふれが出たら、レオ様どうなさるんですか」

「……起き抜けに生卵二つはきついわね、たしかに」

　カルバッハのことだ。実じつ際さいにそんな命令を発しても不思議ではない。

「もちろん、オルフェス様が阻そ止しして下さるのですよね？」

「そうだといいんだけど」

　そのオルフェスが、拗すねてキルト室に引っこんでしまったことはリサには教えていない。そんなことを言っても、いたずらに失しつ望ぼうを与えるだけだ。わがままな子どもと変わりない行動。

「とにかくあたし、厨房を見てきますね。竈の火は消えてるし、レオ様のご夕食がどうなってるんだか確かめなきゃ」

　リサはせかせかと部屋を出ていく。

　こういうときにも現実的なことを第一に思いつく。リサはたくましい。

　──頼たよれるのはリサだけ、なんていう事態にならなきゃいいんだけど。

　レオノアはそう願うばかりだ。
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　その夜。

　レオノアは回かい廊ろうを忍しのび足でキルト室へ向かっていた。

　手にするものは、燭しよく台だいひとつ。小さな灯りを頼りに進む。

　やがて、お馴な染じみの中二階が現れた。レオノアは、そろそろと短い階段を上る。

　壁かべと同どう化かしたかのような目立たない扉は、セレーネがオルフェスの「恥はずかしい秘密」を漏もらさぬようにと作らせたものだ。

　今や、秘密でもなんでもないのだが。

　レオノアは扉を叩いた。

「オルフェス様？　いらっしゃいますか」

　ときと場合だ。控えめなトーンで呼びかけるしかない。

　反応はない。

　レオノアは、もう一度ノックする。

「オルフェス様──オルフェス様？」

　反応はない。

「オルフェス様……」

　しばし扉の前に立たち尽つくした後、レオノアはほうと息をつく。

　このまま、明け方まで待ったところで、扉が開くことはきっとない。

　レオノアは、きた道を引き返す。真夜中の城内は、不ぶ気き味みである。廊下のあちこちに甲かつ冑ちゆう姿すがたの騎士の置き物や、銅どう製せいのオブジェが置かれていて、その精せい緻ちな造りが今しも動き出すのではという臨りん場じよう感かんを放つからだ。

　──明日から、いったいどうなってしまうのかしら、ここは。

　バローラ城は、レオノアが嫁いで以来最大の危機を迎えている。




　カルバッハによる、セレーネの傀かい儡らい政権発ほつ足そく。

　リサが危き惧ぐしたように、朝食に生卵を飲めというような命令は出なかったものの、城内はなんとなく不ふ穏おんな空気に包まれている。

　竈にはふたたび火が入ったものの、料理頭は腑ふ抜ぬけになったようで調理は若い料理番任せにしているらしい。

「情けないったらありゃしない！　こんなぶつぶつだらけのポタージュを出すなんて、どういうつもりなんでしょう」

　夕餉の席で、給きゆう仕じをしながらリサが不満げにこぼした。

「大丈夫よ。味はいつもと変わりないわ」

　レオノアは、そんなリサに笑いかける。

「ぶつぶつのおかげで、この根こん菜さいのスープになにが入っているのかがよくわかるし」

　とろりとして滑なめらかな従来のポタージュを思うと、かなり斬ざん新しんなスープではあるが、舌したに当たるこの食感は初めてのものだ。

　正直、違い和わ感かんはおぼえるものの、珍めずらしいものを口にできるという観点からすればこれもアリ──というか、食べなければ空腹でイライラしてしまうだろう。

「調理方のやる気ゼロ状態は、見逃してはいけないと思います！」

　リサが拳を握る。

「こんないいかげんな調理ばかりが続くなら、レオ様のお食事に限っては、あたしが作ることにしますから！」

「それは願ったり叶ったりだわ」

　レオノアは、あえて快かい活かつにそう返す。

「前から、リサの淹いれるお茶や作るおやつがいちばん美お味いしいと思っていたの。これを機に、本格的にリサが私の料理番も兼かねてくれるならありがたいわ」

「レオ様……」

　リサは、胸の前で手を組み合わせる。

「お望みならば、あたしは喜んでそうします。だけど、カルバッハのせいで厨房がやる気を失くした結果、そんなことになるのなら、とうてい受け入れることはできません」

「わかっているわ」

　レオノアは、そんなリサに微笑ほほえみかけた。

「カルバッハの専せん横おうが、このまままかり通るなんてとんでもないこと。なんとかして、セレーネ様に目を覚ましていただかなければならないのだけれど……」

　得とく策さくが見当たらないのである。

「カルバッハがとんでもない下げ種す野や郎ろうだって証しよう拠こが手に入ればいいんですよね……たとえば、夜干しの女によ官かんの下着を盗むところをふん捕づかまえるとか」

「……カルバッハの性せい癖へきがどんなだか、それはまだ明らかじゃないのよねえ……」

　薄うす汚ぎたない尻尾しつぽを、なんとか捕まえられるといいんだけど。
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　その夜も、キルト部屋をこっそり訪たずねたレオノアである。

　だがやはり、応答はなく手ぶらで自室に戻ることになる。

　ベッドに入っても目が冴さえて、眠れるような気がしない。

　──普通のペーター先輩、法ほう衣え姿すがたのペーター先輩、王子様なペーター先輩……。

　古典的な睡すい眠みん導どう入にゆう法ほうを用いてみたものの、かえって目が冴える。たしかに、いちいち頭の中でコスチュームを変え、僧そう侶りよや騎士姿のペーター先輩を思い浮かべるのは、頭を使うぶん眠りは遠ざかっていくばかりだ。

「はあ……無理」

　レオノアは、がばりと寝しん台だいに身を起こした。

　次の間のほうに目をやったが、リサはたぶん熟じゆく睡すいしているだろう。

　少なくとも、叩き起こすわけにはいかない。

　レオノアはベッドに腰かけ、しばし案あんを巡らせる。湯を入れたポットに、茶ちや葉ばぐらいなら置いてある。

　お茶を淹れましょう。

　そう決めて、床に足をつけたときだ。

　ばらばらと、寝室の窓になにかがぶつかった。

「!!」

　レオノアは、はっと暗い窓のほうに目を凝らす。寝台脇に置いた燭台を手にして、窓を照らしてみた。

「──えっ!?」

　先ほどよりも高い声が出て、急いで口を押さえる。

　そこに立つ人影は。

　……オルフェス様？

　レオノアはあわてて小さなバルコニーに続く窓の掛かけ金がねを外した。

「やれやれ。きみが起きてくれなかったら、どうしようかと思ったぞ」

　息を吞むレオノアとは対照的に、オルフェスは悠ゆう然ぜんと窓から入ってきた。

　その余よ裕ゆうある挙きよ動どうには、いつもだったら反感をおぼえるはずである。

　だが、今のレオノアには悪態をつく暇もなかった。

「オルフェス様……ご無事でいらしたのですね」

　安あん堵どのあまり、床に頽くずおれそうになる。

　しかしなんとか踏ん張って、オルフェスを窓まど際ぎわの小テーブルに案内した。

「達たつ者しやなことは、わかっていただろうに」

　オルフェスは、にやりとする。

「それは」

　レオノアはどぎまぎしつつも、

「キルト室には、お義姉様もご存じないようなからくりがあると聞いてはおりましたけれど。オルフェス様は、籠城していると見せかけてこっそり『お仕事』を続けるおつもりなのですね」

　そう言った。アルヴィンに仄ほのめかされなければ、扉を蹴け破やぶってでもオルフェスを引っ張り出すところだった。

　しかし。レオノアは、そこでキッと眦まなじりを決けつする。

「そのからくりを使って水面下で行動されるのだろうとは思っておりました。それが、秘密の通路だか隠れた抜け穴だかは存じませんけど。たしかに、オルフェス様はあくまであのお部屋に閉じこもっておられるということにしておけば、カルバッハも油ゆ断だんするでしょうし、お義姉様だって」

「レオノア」

「だけど、それならそれで、アルヴィンだけじゃなくわたくしにだって、前もってお教えくださってもよかったんじゃありませんこと？　というか、知らせていただきとうございました！」

　胸につかえたすべてをぶつけるように吐と露ろした。

　オルフェスは、あっけにとられたふうにしげしげとレオノアを見守っていたが、やがてふっと口くち元もとをほころばせる。

　こんなときに笑うなんて！　レオノアは、険けんを解とかぬまま人の悪そうなその顔をねめつける。

「──いや」

　と、オルフェスはすぐに真顔になった。

「たしかに、きみには言っておくべきだった。しかし、キルト部屋のギミックを思いついたとき、きみの姿が見当たらなかったのだ」

　レオノアはどきりとした。

「そ……れは」

「どこかへ出かけたようだな。町娘みたいななりをして、侍女と二人でこそこそ裏うら手てから帰ってきたのを見れば、おおかた城下町にでもいったのだろう」

「は、はい、まあ……」

　嫌な汗が出てきた。さっきまでの威い勢せいもどこへやら。

「……やはり、あのとき塔の屋上からわたくしたちをご覧らんになっていたのですね、オルフェス様」

　ほんとうに、人が悪い。

「たまたま目に入ったのだ。ちなみに、きみのいう秘密の抜け道はここに通じている」

「ええっ」

「いや、むろん直通というわけではないし、きみの寝こみを襲う目的で作らせたわけでもないぞ」

「……それはそうなのでしょうけども」

　どれだけ複雑な迷路を作ったの、と純じゆん粋すいに驚いていただけだ。が、考えてみればキルト部屋と自分の部屋の正確な位置関係を、レオノアは把は握あくしているわけではない。なにしろ、回廊を巡っている間に、方向感覚を失うしなってしまうような場所に、キルト部屋はあった。

「姉上が、俺の『恥ずかしい秘密』を漏らさぬよう、ややこしい場所にあれを作ったぐらいだからな。まあ、今となっては秘密でもなんでもないが」

　レオノアの心を読んだかのように、オルフェスは笑う。

「あの頃は、度が過ぎるほど俺に干かん渉しようしてきた姉上だ。今とは違って」

「それは……、いいことなのでしょうか、そうでもないのでしょうか」

「ふむ。きみはどう思う？」

「わたくしには、よくわかりません」

　レオノアは正直に答えた。

　まったく、溺でき愛あいと束そく縛ばくでオルフェスをがんじがらめにしているセレーネは、厄やつ介かいな小姑ではあった。

　それが、今やはっきり敵対関係にある。それも、過干渉がなくなってちょうどいいなどと軽々しくは言えないレベルの対立。

　レオノアですら、あの「プティ・オーリィ」が懐かしいほどなのだ。オルフェス本人の胸中はいかばかりか。姉の関心が急に他へ逸れて、それもこんな形で逸れて、いいか悪いか、短たん絡らくな二に択たくで片づけられるような話ではあるまい。

「まあ、他のことならともかく、城の中も外も、普あまねくアタルビルにおける権限をカルバッハに委ねられてはな」

　オルフェスは、皮肉っぽく頰を歪ゆがめた。

「国を滅ほろぼされる前に、なんとかあいつの正体を暴あばいて、姉上には正しよう気きに戻っていただかねばならん」

「はい」

「時間をかけたくないのだ。城の中のことに限っても、二派に分かれて睨み合っていてはな。城内の分ぶん裂れつは、やがて国家をも引き裂さきかねない」

「わたくしには、お義姉様の暴走を支持する重臣がいるということが信じられません」

　レオノアは、帰城したときに行き会ったプレアデスの様子を苦々しく思い出した。

「姉上の影えい響きよう力りよくは、それだけ強いということだ。俺は自分が情けない」

「！　オルフェス様。いけませんわ、そんな弱気なことをおっしゃっては」

　思わず強い声でたしなめたレオノアに、オルフェスは苦笑を投げかける。

「きみはまだまだ、弱ってはいないようだな」

「も、もちろんです！　……それにしても、月が読めるというのはほんとうだったのかしら、って、あっ」

　心の中で言ったつもりが、声に出していた。レオノアは口を押さえる。

「──月を、読む？」

　むろん、オルフェスの耳に届かなかったわけもない。

　促され、レオノアはしぶしぶ城下町であったことを白はく状じようした。自分の抱えた憂うれいを、オルフェスに知らせてよけいな手間をかけさせたくない。だからこその、隠おん密みつ行動だったのに。

「カロンの月読……カロン」

　オルフェスは顎あごをつまみ、繰り返す。

「カロンは、ただの宿屋の名前ですわ」

「いや。そうなんだが……たしかピカルディにそういう場所があるはずだ」

「じゃあ、シシィさん夫婦はそこにちなんで屋号をつけたのでしょうか」

「そうかもしれん。しかし、偶ぐう然ぜんではないのかもしれん」

「偶然じゃないとしたら……シオンとカルバッハは結けつ託たくしていると？」

　シオンの優しい笑顔が眼まな裏うらに浮かぶ。悪い人だなんて、思いたくはないのだけれど。

「まあ早そう計けいだがな。話を聞く限り、そのシオンとやらはきみに取り入ろうともしなければ、

なにかを狙って城に入りこんだわけでもないようだ」

　カルバッハのようには。

「──あの、もうしわけございません、オルフェス様」

　思し索さくにふけるような横顔に、レオノアは話しかけた。

「なにを謝ることがある？」

「シオンのことを黙っていて……。でも、城下に二人も予言者がいるなんてオルフェス様の耳に入れて、混乱させたくはなかったのです」

「俺には、二人まとめてインチキを退たい治じする能のうはないと？」

「そ、そういうことでは！」

「わかっている。シオンのほうはどうやらかなりの月読らしいな。だが、無関係なものにいたずらに疑いをかけては、日につ程てい通りに建けん国こく祭さいを行うことができなくなるかもしれないと、きみはそう考えたのだろう」

　ほんとうになんでも、お見通しなんだから。レオノアは、にやにやするオルフェスを軽く睨んだ。

「おわかりでいらっしゃるなら、無駄に自じ虐ぎやくなんかしてお見せになるのはよしてください。──というか」

　レオノアはオルフェスの発した語を頭に浮かべ、

「ほんとうに、建国祭を日程通りに行われるのですか」

　と訊たずねた。もうあまり日にちがない。

「そのつもりだが、奴次第だな」

　オルフェスは難しげな顔をした。

「カルバッハ次第？」

「早ければ明日にでも、建国祭延えん期き、あるいは中止の王令が出るかもしれん」

「……そうでした」

　狙いがなんであれ、カルバッハの主旨はそもそも建国祭を予定通りに行ってはならない、というものだったのだ。

「王令となれば、俺も表立って反対はできなくなるからな。ますます、影で暗あん躍やくするしかないというわけだ」

「……なんのお役にも立てず、それどころか気き苦ぐ労ろうを増やしてしまったこと、恥じ入っております」

　婚礼の儀が遠ざかる。

　レオノアは、ガウンをきゅっと摑つかんだ。

「きみが恥じ入ることではない。恥ずかしいのは姉上だ」

「あの、オルフェス様」

　レオノアは意を決して面を上げた。

「もしその必要があるなら、わたくしを飛ひ行こう艇てい部ぶ隊たいに加えてくださいませ」

「──は？」

　オルフェスは、聞き馴れない外国の言葉でも耳にしたようにぽかんとした。

　一拍おいて、

「なにを馬鹿なことを。また落らつ下か傘さんを背せ負おって飛ぶとでもいうのか」

　僅わずかに非難めいた声で返してくる。

「必要とあらば、です」

「どういうなりゆきで、そんな必要が生しようじるのかは謎だが──きみにそんな決意をさせてしまうとは、俺も自分が恥ずかしいよ」

「そ、そういう意味では！　わたくしはただ……なにかお役に立てることがないかと考えたのです」

　オルフェスはふっと微笑んだ。燭台の灯りひとつの中では、微笑んだ気がする、程度にしか感じられなかったが。

「役になら、既に立っているが」

「オルフェス様」

「こうして俺の話につきあって、きみなりになにかしたいと望んでいる、そういう妻を持ってとても心強い」

　レオノアは、稲いな妻ずまにうたれでもしたようにはっとした。

「そ、それは……み、身に余あまるお言葉です……」

　しどろもどろに言う。頰がかっと熱くなったのを、オルフェスに気づかれていないといいのだが。
















　しばし、なんともいえない間の後、オルフェスが「さて」と立ち上がる。

「そろそろ籠城に戻らねばな」

「ええ……あの、でも大丈夫ですの？　オルフェス様。もしもお義姉様がオルフェス様を説せつ得とくするためにキルト部屋においでになったら。中に誰もいないのがわかったら、怪しまれてしまうのでは」

「まずありえないが、いちおう俺がここにいるときは、アルヴィンをキルト部屋のほうで待たい機きさせている。扉の開く気配がすれば、アルヴィンからすぐに報しらせがくるように手配してある。きみが心配するようなことではない」

「でも、その前にお義姉様が鍵を開けてしまわれたら？」

「チェストの中に隠れていたとでも言うさ」

　なぜ、なぜ籠城している人が、チェストに入ったりするの？　入りたかったからとかいいわけするの？　それでお義姉様が納なつ得とくされると？

　いろいろとつっこみたかったが、オルフェスはバルコニーに出ると、ひらりと隣の部屋の出窓に取りつく。

「あ、危ない、それは危のうございます」

　レオノアが小声ながらも強く引き止めるのを聞かばこそ、オルフェスはそのまま外壁の一部を動かすと、姿を消した。窓から首を出したレオノアの目の前で、内側から壁が動き、元通りにおさまった。

　どうやら、そこが秘密の通路の入口らしい。まあ、そんなところから出入りする者がいるなどと看かん破ぱする者もいないだろうが、手を滑らせたりしたらどうなるのだろう。

「はああ……ほんとに非常事態だわ」

　レオノアは、窓をしっかり閉めながら嘆なげいた。

　オルフェスに、あまり危ない橋を渡ってほしくはないが、このままではカルバッハに城を乗っ取られてしまう。オルフェスの言う通り、いずれは城の外にもバローラ城の不穏な動きが漏れ、それは国民の、王室に対する尊そん敬けいや信頼を損そこねかねないだろう。

　婚礼の儀どころじゃなくなるんだわ……。

　そうなる前に、なんとかしなければならない。だからオルフェスは、かなりの危険を犯しながら行動しているというのに。

　ほんとうに自分には、なにもできることがないのだろうか。

　話を聞くだけで役に立つだなんて、そういう情じよう緒ちよ面めんの話ではなく。

　出しゃばって、かえって事態を悪あつ化かさせるような、いわゆる足手まといになりたくないのはやまやまだ。ただでさえ、トラブルを招きやすいというか、よかれと思ったことが裏うら目めに出やすい自覚はある。オルフェスのためにこっそりシオンの件を対たい処しよしようなどと意気ごんだせいで、オルフェスの偽にせ籠城作戦を聞きそびれた。その真ま新あたらしい前科が、いい例だ。

　でも──。




　セレーネは、よく光る目で、ぎろりとレオノアを見た。

「それで、あなたのご用とはなんなの？」

「あ、あの……なんと申しますか」

　レオノアはへどもどしつつ、窓際の安あん楽らく椅子に視線を投げる。

　──まるで出オチじゃないの……。

　ひと晩考えたあげく、レオノアはあることを思いついた。名づけて、「上には上がある、もしくは女房と畳たたみは新しいほうがいい作戦」。

　つまり、カルバッハを信奉するセレーネに「もっとよく当たる予言者を紹介しまっせ」と持ちかけて、シオンを正門からバローラ城に招き入れようという企みだ。星巡り対月読。

　似たようなものなら、新しいほうが有ゆう利りなのでは。そう思ってセレーネの部屋を訪ねてきたのだったが、まさかそこにカルバッハがいるとは予想外だった。

　私室にまで引き入れるなんて。

　セレーネとて未み婚こんの女性である。さらには、その言動で国を動かすほどの影響力を持つ、アタルビルの実じつ質しつ的てきな女王。

　それが、朝っぱらから当然のように男といっしょにいるだなんて。

　いいのかしらと思い、でもそういう自分は真夜中に寝室で男と二人きりだった事実も浮かぶ。

　……お義姉様は、まさか二人きりではないものね。

　セレーネの居間には、常にマーゴが控えている。

　いや待て。私は夫といっしょだったわけで。べつにふしだらでもなんでもないわけで……。

　レオノアがついよけいなことを考えていると、それを気おくれからの沈ちん黙もくとでも解かい釈しやくしたか、

「おおかた」

　セレーネのほうから口を開いてきた。

「オルフェスと仲直りしてください、なんて言いにきたのかしら」

　……大きな意味では当たってますけど、微妙に違います。

　などと言えるはずもなく、レオノアは窓際の安楽椅子に目をやった。

「──カロンをご存じでいらっしゃいまして、カルバッハ様？」

　苦し紛れだったのは否いなめない。だが、苦し紛れだからこそというべきか、口をついたのはきっと、ずっと心の底にあった疑問だ。

　カルバッハは、頰をぴくりと動かした。

「カロン？　……いや、知りませんな」

「レオノア。なぜそんなことをカルバッハ様に問うのです？　なんですか、カロンとは」

　セレーネが疎うとましげに言う。

「ピカルディにある町かなにかの名前だそうですわ、お義姉様。カルバッハ様はピカルディのご出身とお聞きしましたので、もしやご存じかと」

「なにを言い出すのですか、あなたは。カルバッハ様は天てん帝ていが遣つかわされた呪言者。出身地などあるわけがないでしょう」

「も、もうしわけございません」

　そんな設定を、お腹の底から信じているなんてと思いつつも、レオノアは、即そつ行こうで低頭した。

「わたくし、なにか思い違いをしていたようですわ。失礼いたしました、カルバッハ様」

「──いや。思い違いはよくあることですよ。気になさらぬように、妃殿下」

「でも、天帝の思おぼし召しにしても、アタルビルの前に滞たい在ざいされていた町はありますよね？」

「ですからレオノア。それを聞いてどうしようというのか、目的をおっしゃい」

「おお。そういう意味でなら、ピカルディにいたこともありますよ」

　カルバッハは、磊らい落らくに笑ってみせた。

「だけど、カロンのことはご存じないのね」

「あちこち転々としておりましてな。残念ながら、そちらには足を運んだことはないようです。不明申し訳ない」

「呪言者とはそういうものですわ、カルバッハ様。レオノア、ほんとうにあなた、なんのつもりなの。失礼です」

「転々とされた中に、ピカルディのカロンも入っておられるかと思ったのですわ、お義姉様」

　カルバッハに向けるのと、自分への言葉ではずいぶん声のトーンが違うなと思いながら、レオノアは無む邪じや気きを装よそおう。

「なぜ妃殿下は、私とピカルディを無理やり結むすびつけようとなさるのかな？」

　飄ひよう逸いつとして、カルバッハ。

「べつに無理やりというわけでは」

「レオノア。失礼だと言っているのが聞こえなかったの？　カルバッハ様、真面目に応おう答とうなどなさらなくてけっこうですわ。ヨメは少々、変わり者ですの」

「そのようですな。おや、どなたかいらしたご様子ですぞ」

　ノックの音を聞きつけたか、カルバッハは椅子から腰を浮かせた。マーゴが扉のほうに向かう。

「セレーネ様。プレアデス様がお見えです。なにか重要なお話があるとおっしゃっておられますが、いかがなされますか」

　戻ってきて、セレーネを窺った。

「重要な話？　なにかしら」

　小首を傾かしげた後、セレーネは最高権力者らしい威い厳げんを見せて、

「わかったわ。執しつ務む室しつで待つように言ってちょうだい」

　と命めいじた。

「では私は、そろそろ失礼するとします」

「ご機嫌よう、カルバッハ様。レオノア、あなたも下がりなさい──カルバッハ様への非礼については、ゆっくり処分を考えておきます」

「いやいや、セレーネ様。そう妃殿下を脅おどかすものではありませんよ。ちょっと頭のネジが緩いというだけで、処しよ罰ばつするなど気きの毒どくな」

　な・ん・だ・って・ぇぇええ!?

　身体からだの内側から怒いかりのマグマが噴ふん出しゆつしそうになるのを堪え、レオノアはスカートをつまんだ。

「ご機嫌よう、お義姉様。どうぞお手て柔やわらかにお願いいたします」

　セレーネは眉を吊つり上あげたが、カルバッハの前でヒステリーを起こすのは嫌とみえて、開きかけた口をまた閉じた。

　なんとなくカルバッハの後ろから退室することになる。レオノアの後からマーゴもついてきた。扉の前に、プレアデスが佇ちよ立りつしていた。ぎょっとしたようにレオノアたちを見る。

「ご機嫌よう、プレアデス」

　レオノアのほうから、声をかけた。

「ひ、妃殿下もおいででしたか」

　プレアデスは、なぜかそわそわと視線を逸らす。そこへ、

「そうそう。ピカルディといえば、こちらの大臣のご子し息そくが遊ゆう学がくしておられたはず」

　カルバッハが、思い出したふうに言った。

「妃殿下、カロンのことならプレアデス殿どのに訊かれたほうがよろしいかと存じますぞ」

　名指しされて、プレアデスはいっそうおどおどと、

「せ、倅せがれが滞在していたというだけで、私はべつに……」

　それだけ言うのに、額に汗の粒つぶを浮かべている。

「あら。今もあちらにおられるのではなかったの？」

　オルフェスはたしか、そんな言い方をしていた。

「め、めっそうも……既に帰国してガリアーナにおりますので」

「ガリアーナといえば、あなたの領りよう地ちね。そうでしたのね、わたくしなにか思い違いをしていたみたい」

「はは。妃殿下には、思い違いが多うございますな」

　ええ。なにしろ頭のネジが緩んでおりますので。

「あのう、プレアデス様。セレーネ様が、執務室で待つようにとのことです」

　マーゴが、おずおずといった様子で割りこんでくる。

「セレーネ様？　……あ、ああ。すまんが、急に用を思い出したので、また後ほど伺うとお伝え願いたい」

「え、でも」

「ほんとうに火か急きゆうの件けんなのだ！」

　いらだたしげに言い捨て、プレアデスは踵きびすを返す。見たところ、鬘を忘れたわけではないようだ。

　レオノアはあっけにとられて、ずんずん遠ざかっていく丸っこい背中を見送った。

「おやおや。気まぐれな御ご仁じんですのう」

　カルバッハが、肩をすぼめ立ち去った。

「レオ様。私はどうすれば……」

　カルバッハもいなくなった後、ぽつねんと残されたマーゴがレオノアに問いかける。

「そうねえ。火急の件のため、あらためてお伺いするとのことです……なんて言ったら、お義姉様なら激げき怒どするわね」

「あの、でもレオ様……」

　マーゴは、なにか言いたげにレオノアを見る。

「あまり、セレーネ様のことを悪くお思いにならないでください」

「そうね。そうしたいとは私も思うんだけれども」

「こ、こんなことを申し上げてレオ様には大変失礼なんですけれど。あの、でも私もちょっと……そのう、ここに」

　と、マーゴは額の真ん中を指す。

「ここに、その、アレがですね」

「え？　……アレって、もしかしてお義姉様のアレと」

「そうです。同じアレです」

　レオノアは、まじまじとマーゴの白い額を見つめた。つるりとした肌はだには、特に異常はない。

「なにもないように見えるけど」

「今は消えたんですけども。ちょうどセレーネ様が、その、アレなときに私もここになにかできかけて。それで、怖こわくて怖くて眠れないほどでした。結局は目立つようになる前に運よく消えてくれたのですけれども」

「……そう。お義姉様も、そのくらいの恐きよう怖ふを味わわれたということなのね」

「いいえ、私なんかより千倍も恐ろしかったはずです」

　マーゴは頭を振り上げた。

「ですから、あの、カルバッハ様にはほんとうに感謝を……その後も、いつまたアレができるか心配ではあったんですけれども、もし私も同じことになったら、きっとこの方が治してくださると思うだけで安心できて。なので、セレーネ様がカルバッハ様を頼られるのもわかるんです。……、たしかにちょっと、ああなんですけども」

「そうねえ。たしかにちょーっと、ああすぎるわよね」

　だけど、とレオノアは続けた。

「それは私には実じつ感かんできないことだわ。でも、マーゴの気持ちもわかる。まあ、もう少し、聞く耳を持ってくださるといいんだけど」

「意地になられているのだと思います。最近はとみに不機嫌になられて……オルフェス様は引きこもられ、私にはよくわからないのですけれど、大臣様方は必ずしもセレーネ様にご賛さん同どうされる方ばかりとはいかないようで……」

「というか、真っ二つだわよ。カルバッハが現れて以来、お城の中はなんだかギスギスしちゃっているし。呪言者だとか予言者って、周しゆう囲いの空気をそんなに悪くするものなのかしら。だったらやっぱり、あんまりありがたみはないわね」

「レ、レオ様……！」

　マーゴが急に、目を見開いて口を押さえた。

「ん？」

　と視線を動かしたレオノアの視界に映うつったものは──。

「ひっ」

「レーオーノーアー!!　あなたという人は！」

「お、お義姉様。いつのまに……」

　鬼の形ぎよう相そうで睥へい睨げいしてくるセレーネに、レオノアはずりずりと後ずさった。

「セレーネ様！　私です、私なのです。レオ様、いえレオノア様は私の愚ぐ痴ちにつきあってくださっただけで……」

「いえいえ、そうではありませんわ、お義姉様」

　レオノアは気を取り直して、

「わたくしがカルバッハ様やセレーネ様の悪口を言うのを、マーゴは立場上否ひ定ていできなかっただけのこと」

　マーゴの前に出る。

「……どちらも同じぐらい、とんでもない話です」

　セレーネはますます眉を逆立てた。

「ですよねえ」

「あいづちを打っている場合なの、レオノア!?」

「は、はい。もうしわけございません」

「とにかくあなたは、この部屋には二度と近づいてはなりません。まったく、なにを考えているのだか。カルバッハ様に失礼をしたと思えば、使用人相手に陰かげ口ぐち？　マーゴ、さっさと仕事に戻りなさい」

　そう言うと、セレーネは一分一秒もレオノアと同じ空気を吸っていたくないとばかりにくるりと背中を向けた。

　──た、助かった……。

　ともかく、北の塔送りは免まぬかれた模も様ようである。

　それも、さっきカルバッハが、あまりレオノアを脅かすなと進言したおかげかもしれないと考えると、レオノアの胸中は複雑だ。

「まあ、また塔送りになるよりは、頭のネジが緩いヨメ呼ばわりされるほうがましだわね。ともあれ、助かったわ」

　最終的にはそういうことにして、レオノアはそそくさと自室に足を向けた。
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「あら。まだお寝やすみになってらっしゃらなかったんですか、レオ様」

　簡かん素そな寝ね巻まきにナイトキャップ姿のリサが、窓辺のテーブルに座っているレオノアを見て、軽く驚いたように声をかけてきた。

「ん？　そうなの、なんだか眠れなくて」

　噓をついているわけではない。オルフェスがくるかもしれないと思うと、寝付けるものではなかったのだ。

　なのに、なんとなく後ろめたいのはリサにそのことを知らせていないせいだった。

「そういうリサはどうしたの」

「あたしもここんとこ、よく眠れないんですよね。これからどうなるんだろうとか考えちゃって。あと、オルフェス様のことも気になります。ちゃんとお食事はされているんでしょうか？　いちおう、三度三度、お部屋まで運んでいるみたいですけど」

「……リサ、実はね」

　レオノアが口を開きかけたとき、窓にぱらぱらと小石がぶつかる、例の音がした。

「きゃっ、な、なにっ」

「リサ、落ち着いて」

　跳び上がりかけたリサをなだめ、レオノアは窓を開ける。どういうタイミングなのよと思うが、オルフェスが前もってこちらの様子を知ることはできない──知られていたら怖い。

「おや、今こ宵よいは二人でお出迎えか」

「って、オルフェス様!?　な、なんで!?」

　リサは目を剝むいたが、すぐに手で口を塞ふさいだ。

　レオノアはリサの肩に手を置き、手短かにことの次第を明かす。

「……ほんとうに、キルト部屋からこのお部屋の中まで直通ということではないのですね？」

　からくり自体はすぐ理解したリサだったが、別のことが気になっているようだ。

「大丈夫。なんだったら、抜け穴の入口を見てみる？」

　レオノアが窓の外を指すと、「そこまでは」と手を振る。

「そういうことなら、あたしは自分の部屋に戻っていますけれども、起きておりますので」

　オルフェスに釘を刺すような言葉に、レオノアは笑い、オルフェスは逆にむっつりと、

「夫が妻の部屋にいることを、そこまで咎とがめだてされるいわれがあるのか？」

　苦情を訴うつたえる。

「すす、すみません、あたしつい……」

「いいのよ、リサ。ガウンだけ羽は織おったら戻ってきて」

　レオノアにそう言われて、リサは初めて自分が寝巻姿だということに気づいたらしい。

「ひぇっ、あたしときたら！」

　リサはナイトキャップをむしり取ると、レオノアの寝室の奥にある自分の部屋へ駆けこんでいく。

　お仕し着きせに着替えて戻ってきたときには、茶の支し度たくが整ったワゴンもいっしょだった。

「気が利きくのね、リサ」

「いいえ。オルフェス様を、こともあろうに出で歯ば亀がめ扱いしてしまったお詫わびです。……こんなことぐらいでは、お怒りは和やわらがないでしょうけれど」

　落ち着いたら、己おのれの言動が蘇よみがえったのだろう。べつに蘇らせなくていいのだが。

「出歯亀だったか……」

「しかもかえってお気を悪くされてるし！」

「気にしちゃダメよ。女の子ならあたりまえの感覚よ」

　それよりも、とレオノアはオルフェスに目を向けた。

「──するとカルバッハは、ピカルディに住んでいたことはないと？」

　午前中にセレーネの部屋を訪ねたことを話すと、オルフェスは腕組みをして首をひねった。

「少なくとも、放ほう浪ろうする中で立ち寄った程てい度どなら、と言いたいようでしたわ」

　レオノアは、リサが淹れてくれたミルクティを一口飲む。

「それでも、ピカルディ語で日常会話が成り立つまでには言げん語ごを習しゆう得とくした、か。さて面めん妖ような」

「まったくですわ」

「奴が語学の天才ででもない限りは、だが。他にはなにかないのか、レオノア？」

「ええと、それで。ピカルディの話をしているときにちょうどプレアデスがお義姉様を訪ねていらしたんですけれど」

　レオノアは続きを話した。プレアデスを見たカルバッハが、長男のことを引き合いに出して「ピカルディのことなら彼に訊け」とレオノアにすすめたこと、そうしたところ、急にあわて出したプレアデスが、息子はもう帰国して領地であるガリアーナにいると応おうじた上、「急用を思い出した」と逃げるようにその場を去ったこと……。

「プレアデスが？」

　オルフェスの瞳が、きらりと光る。

「それもちょっと変だと思ったんですよね。だって、オルフェス様はプレアデスの子息があちらにいる、とおっしゃったのに、プレアデスは遊学を終えて領地に戻っただなんて。でも、その後で帰ってきたということかもしれないけれど」

「レオ様、そりゃ変ですよ」

　黙って茶を啜すすっていたリサが、思わずといったふうに口を挟はさんできた。

「あっ、失礼いたしました！　あたしったら、お二人の会話に割りこむなんて……」

「なに言ってるのよ、リサ。黙って聞いてるだけなら、ここにいる理由がないわよ。思ったことがあるなら、ぜひ教えて」

「は、はい」

　リサはそれでも、もじもじしていたが、やおら口を開いた。

「あの、レイキャスト海のこのひと月ばかりの状態を考えると、最近ピカルディからガリアーナに帰ってくるというのは無理なのではないかと」

「あ、ほんとだ。私ったら、とんだまぬけだわね」

「いえ、荒れる前に帰ってこられたのを、プレアデス様がオルフェス様にお伝えされてないだけかもしれませんから……」

「いや、それはない」

　オルフェスは、ハーブティを口にしている。

「俺がプレアデスに息子のことを訊ねたら、まだあっちだと答えたぞ。そう、せいぜい半月前ぐらいのことだ」

　レオノアとリサは、顔を見合わせた。

「じゃあ、プレアデスも噓をついたってこと？　でも、どっちが正しいのかしら。息子さんはピカルディなのか、それとも既に帰国しているのか」

「そもそも、どうしてそんなつまらない噓をつくんです？」

　リサから不ふ思し議ぎそうな調子で問われ、レオノアも首を傾げた。

「──いや。あながちつまらないとも限らないぞ。……と、そろそろ戻らねばな」

　オルフェスは、膝をひとつ叩いて、立ち上がった。

「あら、まだお話の途と中ちゆうですのに？」

「きみたちからは、もうじゅうぶんに聞いた。それ以上を望んで、またきみに危ない橋を勝手に渡られても剣けん吞のんだ」

「まっ！」

　レオノアは口を尖らせたが、オルフェスは笑って、

「貴き重ちような話を聞かせてもらったことには感謝する」

　そして、昨夜と同じように秘密の抜け道を帰っていった。

「うわあ、あんな宙ちゆうに浮いたようなところに隠し扉があるんですね。あたしだったら、とてもあそこから出入りなんてできそうにありません」

　初めて目にしたリサが、顔をしかめた。

「私だって」

　レオノアは同意しかけ、

「まあ、ときと場合によるわね」

　と、より正直な心情を吐露する。

「レオ様、いけませんよ。たしかにレオ様なら、壁かべ伝づたいに北の塔までも上っていかれそうですけど、できるというのとしてもいいというのは別物ですからね」

「リサったら。まるで私のばあやみたい」

「レオ様に、立りつ派ぱなレディになっていただきたいと願っている点では、ばあやと変わりませんね、たしかに」




　オルフェスが三度、レオノアの寝所を訪ねたのは次の晩だった。

　既にお馴染みとなったぱらぱらという音を聞きつけて、リサがぱっと立ち上がる。

「待ちくたびれておりましたわ、オルフェス様……って、あ、アルヴィン!?」

　冗談でもてなそうとしたレオノアは、オルフェスの後ろから現れた従じゆう者しやの姿に驚き、結けつ果か的てきにすべった。

　アルヴィンはしかも、ガーターを巻きつけた脚衣レデルセンを穿はき、背はい囊のうを背負った旅装に身を包んでいる。

　こ、これから旅に？

　だが主しゆ従じゆうはともに真顔であり、どうやらレオノアにアルヴィンの見送りをさせようとやってきたわけではなさそうだ。

「きみにぜひ、頼みたいことがある」

　生真面目な顔つきでオルフェスが言うから、レオノアもついしゃっちょこばって、

「御ぎよ意い」

　最さい敬けい礼れいしかねない勢いで答える。

「おい。まだなにも言ってないぞ」

「そうでした……でも、わたくしでお役に立つことならなんなりと」

「それが、役に立ってもらうのはきみではないのだ」

「え？」

　レオノアは、リサを見た。今日はお仕着せ姿のままレオノアの寝室で待機していたリサだったが、同じことが頭をよぎったか、

「はっ、あた、あたしもなんなりとお引き受けいたします」

　健気にも、胸の前で拳を握ってみせる。

「いやいや。まあ聞け、二人とも。どうもきみは早はや合が点てんしがちだと思ってはいたが、どうやら侍女にも伝でん染せんしているようだな」

「はあ……それで」

　レオノアはオルフェスを促した。

「昨夜の話を検けん討とうした結果、ガリアーナに早馬を立てることにしたのだ」

「え、じゃあアルヴィンがガリアーナに？」

「表立ってはやれないからな。闇やみに乗じようじて、今から出る」

「ですが、厩うまやは開けられないのでしょう？　こっそり馬を引き出せても、もし見つかったら大変なことに」

「そうだ。ゆえに、早馬は見送った」

「？　だって、早馬をって今しがた……はっ」

　レオノアは口元に手をやった。視線は、寝室の隅すみでうずくまっている姿を捉とらえる。

「ま、まさかペーター先輩を……」

「きみの妄もう想そうも、たまにはクリティカルヒットするものだな」

　オルフェスは苦笑した。

「たっての願いとは、そういうわけなのだ。ペーター先輩殿を、俺に貸していただけないだろうか──いや、乗るのはこのアルヴィンだが」

「……」

　レオノアは無言のまま寝しん室しつを横切った。なにも知らずにすやすや快かい眠みん中ちゆうのペーター先輩に頭を凭もたせかけ、つるりとした腹ふく部ぶの感触を頰で確かめる。

「先輩……先輩はいつも、私を慰なぐさめ励ましてくださったわね。辛いとき、悲しいとき、先輩のあったかいお腹にこうして頰を寄せていれば、不思議と心が落ち着いたの。でも……でも……そんな先輩に感謝するどころか死し地ちに送りこもうとしている私を、それでも先輩は許してくださるかし──」

「浸ひたっているところを邪じや魔まするのもなかなか気がひけるが、もちろん九きゆう死しに一いつ生しようを得えるような事態にはならん。だから、結論を先に言ってくれないかレオノア」

　威い圧あつ的てきな声に、レオノアはキッと振り返った。

「結論は──わかりました。喜んでペーター先輩をあなたに委ねますわ」

「いや、あからさまに喜んではいなさそうなのだが」

　オルフェスはさすがに、嘆息しながら言う。

「き、気のせいですわ、きっと」

　レオノアは立ち上がった。

「この国を、そしてお義姉様をインチキ野郎の魔の手から守るため、力を合わせて戦いましょうとも。ぐすん……」

「レオ様、インチキ野郎ではありませんよ。インチキ糞くそ野郎です。なんでしたら、噓つきのペテン師のインチキ糞野郎です！」

「そして、薄汚いシンデレラだったわね……」

「きみたちがなんの話をしているのか、俺にはさっぱりわからないのだが──いや、薄々わかってはいるのだが、なんというかだな」

「メメエ」

「あ、先輩が起きられたようですよ」

　オルフェスのつっこみをすっかり無む視しして、ペーター先輩は覚かく醒せいしたのだった。

　このタイミングで、ねえ……レオノアはなんともいえない気分で、今度は手のひらでペーター先輩の背を撫なでる。

「では、先輩。早馬ならぬ早ヤギとして、ご下か命めい果はたしてくださいね。アルヴィンも、ご武ぶ運うんお祈りしておりますわ」

「いや。アルヴィンは使いに出すだけで、べつに『オヤジの首タマァ獲とってこいや！』的な話ではないのだが。と、さっきも言ったはずなのだが」

　オルフェスはどことなく、気を悪くしたふうに言った。

　アルヴィンはペーター先輩をつなぐ紐をとり、部屋を出ていく。

　秘密裏の旅立ちだから、ぞろぞろ見送りに出るわけにもいかない。

　レオノアの部屋からは中庭しか見えない。それでも三人は、狭いバルコニーにぎゅうぎゅう詰めになりながら、しばし夜気にあたっていた。

「──それでオルフェス様。ガリアーナへの使いということは、やはりプレアデスの子息のことをお確かめに？」

「ああ。鍵はどうやら、プレアデスなのだ。姉上の非常識なカルバッハ押しも、プレアデスが真っ先に賛同しなければ、採さい決けつは否と出たかもしれん」

「たかだか鬘を見つけてもらったぐらいのことで、それは不自然ですわよね」

「他に理由があるはずだ。昨夜きみの話を聞いたから、それがわかった」

　オルフェスは、まっすぐにレオノアを見下ろしてくる。

「きみのおかげだ、レオノア」

「あら、そんな……」

　なにか急にバルコニーが広くなったと思ったら、いつのまにかリサが消えていた。二人きり。

「そ、そろそろ戻られてはいかがですか」

　そうなるとまた唐とう突とつに、気恥ずかしさがこみ上げてくる。急に鼓こ動どうが速くなって、結局レオノアはオルフェスを追い返したいような言葉を口にしてしまう。

「──ああ、そうだな」

「と、当分は影かげ武む者しやがないことですし、オルフェス様も少しはお休みになったほうがいいかと存じます」

　などとフォローしてみたところで、オルフェスの「嫁に追い出された俺」感はちっとも薄まらないだろう。

　違うわ。

　心の中ではもう一人の自分が叫んでいるというのに。違う、今言うべきこと、とるべき態度はそうじゃないわ。

　なのに、タイミングを逸いつしてしまった。

　オルフェスへの信頼と敬けい愛あいを、もっとわかりやすく口にしなければならないのに、このていたらく。仮か面めん夫婦でいた頃のほうが、まだ簡単だったかもしれない。心にもないセリフが、いくらでも出てきたから──って、心にもなくちゃまずいのよ！

「では、ことが片づいて、無事婚礼の儀を執とり行おこなえるよう、きみも祈っていてくれ」

　オルフェスは、心なしか棒ぼう読よみ気ぎ味みに言った。

「はい。すべては婚礼の儀のために！　……でも、それ以前に、カルバッハの化ばけの皮かわを剝がすほうが先ですよね」

「……そうだな」

　オルフェスが複雑そうに同意したのは、やはりこちらの送り出し方がまずかったせいか。

　追い返したいわけではないのに。

　でも、あのアメジストの瞳に見つめられている、と意識したらたちまち、いたたまれない気持ちになってしまうのだ。自分が自分でいられなくなるというか。

　一人になったバルコニーで、レオノアはいじいじと後悔にくれる。




　だが、そんなちょっとした感かん傷しようで盛り上がっている場合ではなかったのだ。

　夜明けとともに、建国祭中止の王令がバローラ城を貫つらぬいた──。
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　恐おそれていたことが現実になる。

　レオノアは、回かい廊ろうを歩きながら、静まり返った城内にあらためてその事実を嚙かみしめた。

　アルヴィンはもう、ガリアーナに着いただろうか。あれから一いつ昼ちゆう夜やを経へて、二日目の夜だ。城はまるで通つ夜やのようなムードに包まれている。

　ましてや、祭りを楽しみに一年間、懸けん命めいに働いてきたであろう国民たちの気持ちはいかばかりか──。

　王おう令れいは、三日後に公こう布ふされる。だから、まだ城内の者以外でこのことを知る者はいない。

　だがそれだって、時間の問題だ。明日になればアタルビル全土に建けん国こく祭さいの中止が発表されるのだ。国中が落らく胆たんに沈しずむだろうと考えると、むらむらとカルバッハに対する怒いかりがまた湧わき上がってくる。

　それと。

「──お義ね姉え様だって、どうかされているわ。とても正気の沙さ汰たじゃない」

「わたくしが乱心しているとでも？」

「ぐぼぅっ!!」

　レオノアは、比ひ喩ゆではなく現実に跳ねた。それはもう、ウサギやバッタレベルの跳ちよう躍やく。

　おそるおそる振り返る。柳りゆう眉びを逆さか立だてたセレーネが、腰に手を当ててこちらをねめつけている。

　──当分ないと思っていたのに、またこのパターン……。

　堀り返す必要もないほど浅いところに、数々の記き憶おくが埋うまっている。

「お義姉様……こんなところでなにをなさっていらっしゃいますの」

「わたくしこそ、あなたに訊ききたいわ。レオノア、なぜこんなところにあなたがいるのか」

「……わたくしは、オルフェス様のご様子をちょっとお窺うかがいに」

　昨夜は、寝しん室しつに現あらわれなかった。アルヴィンが戻るまではキルト部屋を出てはいけないと自分で言ったくせに、レオノアはそのことを気にしている。まったく、ヒトの感情というものは厄やつ介かいだ。

「あらそう。健気な妻つまというわけね。でも」

　セレーネは意い地じ悪わるな顔になった。

「あの子は会わないわよ、おあいにく様」

「ど、どうしておわかりに、いえ、そうじゃなくて、あのもしかして、お義姉様もあのお部屋に？」

　レオノアにとって不運なことに、言い直した後の言葉のほうがセレーネの気に障さわったようである。

「どうしてわたくしが？　わたくしのほうから歩あゆみ寄よるべきだとでも言いたいの」

　心外そうに言う。

「いえ、その……歩み寄るとかじゃなくても、ちょっとした世間話とか……」

「あなた、馬ば鹿かじゃないの？」

　セレーネの目に、ありありと軽けい蔑べつの色が浮かぶ。

「それを歩み寄りと言うんです！　冗じよう談だんじゃないわ」

「はい、もうしわけありませんでした……それでは」

「ちょっとお待ちなさい」

　そそくさと場を離れようとしたレオノアの肩かたを、セレーネがむんずと摑つかんだ。

「どこへいくの」

「あの、ですからキルト部屋に」

「あなたは近づくなと、最初に言ったはずでしょう！」

　それはオルフェスの「恥はずかしい」趣しゆ味みをレオノアに知られないための措そ置ちであり、公然の秘密となった今、とうに形けい骸がい化かしたものと思っていた。そもそも現在、オルフェスは私室でも堂どう々どうと縫ぬい物ものをしているようだし。

　だが反はん論ろんなどしたらどうなるか。考えなくてもわかるので、レオノアはあきらめて方向を変える。

「あの、ところでお義姉様」

「なんですか」

「建国祭のことなんですけれど。中止というのは、いくらなんでもやりすぎではないですか？　皆みな、楽しみにしているでしょうに」

　セレーネはぴりりと眉まゆを震ふるわせたが、

「──星の巡めぐりが悪いのです。無理に催もよおすほうが、国にとってよくないことぐらい、想像できないのかしら」

　声を荒あららげることはなく、ただつんとしてそう言う。

「どんな不ふ利り益えきがあるのかわからないから、想像できませんけども……」

「揚あげ足あしを取るんじゃありません」

　ぴしゃりと言われ、レオノアは口を噤つぐんだ。

「……わたくしだって、なにもいたずらに民たみをがっかりさせたいわけではないのです」

　え、とレオノアは問い返す。セレーネの渋じゆう面めんに、迷いを認めたのだ。

「ならばお義姉様、建国祭はせめて日ひ延のべということに──」

「いちいち意見する必要はありませんよ、レオノア」

　セレーネは、やや気まずげにではあったが、レオノアを遮さえぎる。

「わたくしが考えなければならないことは、わたくしが考えます。あなたはあなたのことをお考えなさいな。それから、オルフェスと接せつ触しよくすることは禁きんじます」

「……わかりました」

「まあ、どうせあなたたちは、民の楽しみよりも婚こん礼れいの儀ぎを中止させられたくないという私し欲よくのほうが大きいんでしょうけどね」

　うっ。レオノアは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったが、もちろんそれだけのためにペーター先輩を貸し出したわけではないのだ。

「たしかにそれもあります。だけど、わたくしはともかくオルフェス様は、そのことばかりをお考えになっているわけでは」

「口答えはけっこうと言ったでしょう。聞こえなかったの、レオノア？」

「もうしわけありませんでした……」

　すごすご自室へ戻っていきながら、レオノアは今しがたのやりとりを頭の中で再生してみた。

　内容はけんもほろろながら、セレーネにはいつものような覇は気きがない。

　ことに、建国祭の件では。

「ほんとうは、後こう悔かいしてらっしゃるんじゃないのかしら」

　レオノアはつぶやく。これまで、厳きびしく口うるさい小こ姑じゆうとから雷かみなりを落とされたことならたびたびある。

　しかし、今日のセレーネは怒ど鳴なりつけることもなく、なんとなくしょぼんとしていた。

「え、じゃあ、もしかして建国祭のことを考え直していただけるんでしょうか？」

　すっかり恒こう例れいとなった夜や半はんの茶を楽しみながら、リサが弾はずんだ声を出す。

「うーん……そこまでではないのでしょうけれど」

　レオノアはカップをソーサーに置いた。

「ただやっぱりなにか、迷っておられるように感じたのよね……」

「そりゃ、建国以来ずっと続いてきた行ぎよう事じを、『予よ言げん』で中止するだなんて。さすがに気がひけてらっしゃるんじゃないですか」

「そうねえ……あ」

　レオノアはふと思いついた。

「ねえ。マーゴもこんなふうに、セレーネ様とお茶を飲んだりするのかしら」

「そんな頻ひん繁ぱんにではないですけれど、ご相しよう伴ばんにあずかることはあるみたいですよ」

　リサはあっさりうなずく。

「あれでセレーネ様、マーゴにはわりあい優しいみたいですしね。ちょいちょい叱しかられることもあるけど、決してマーゴはセレーネ様を嫌きらったりはしてませんもん」

「そうね。それどころか、慕したっているようだし」

　セレーネ様を悪く思わないでください……必死な顔がレオノアの眼まな裏うらに蘇よみがえる。

「そんなこと言ってたんですか？　あの子。あたしにはイボのことなんかてんで教えてもくれなかっ──」

　不平を言いかかったリサにかぶるように、そのときだしぬけに扉とびらの開く音がした。寝しん室しつにいても聞こえるくらい、かなり乱暴に誰だれかが入ってきたらしい。

「ちょっと。誰だか知らないけど無ぶ礼れいですよね。しかもこんな時間に」

　リサが眉を上げて、寝室を出ていく。

　──もしや暴ぼう漢かんが乱入!?　気がかりになったので、レオノアも後を追った。

　暴漢ではなかった。それどころか、

「ペーター先輩!!」

　扉の向こうにいる影かげを認め、レオノアは叫さけぶ。

「メエエエエ……」

　どことなく弱よわ々よわしい鳴き声を上げ、ヤギはよたよたとレオノアにすり寄ってきた。

　白い身体からだがうっすらと茶ちや色いろに染そまり、虚うつろな目が宙ちゆうをさまよっている。
















「先輩、無事だったのね！　……なんかへろへろみたいだけど」

　レオノアは、ひしとペーター先輩を抱きしめる。とたんにヤギの身体から土つち埃ぼこりが舞い上がったが、気にしない。

「なんておいたわしい……」

「……メメエ……ウヒ」

「う、ウヒ？」

　……ガリアーナで、未み知ちなる生物との出会いでもあったのかしら。

「とりあえず、お水を用意してきますね。あとなにか、食べるものを」

「お願いするわ、リサ。……べつに瘦やせ衰おとろえはしてないみたいだから、栄えい養よう不ぶ足そくってことはなさそうだけど。って」

　レオノアは、そこでようやく気がついた。

「ということは、アルヴィンも帰ってきたのね。なにかわかったのかしら」

　おそらくは、キルト部屋に直行したのだろう。レオノアは、なんとなく天てん井じようを見上げる。いや、そことこことが直ちよつ結けつしてるわけではないのだけれど……。

　気を利きかせたリサが、二人分の茶をテーブルにセットしているとき、ちょうどよくオルフェスたちが現れた。窓はもともと開いているから、レオノアは立ち上がって二人に椅い子すをすすめる。

「ご苦労様でした、アルヴィン」

　まず労ねぎらわないわけにはいかない。旅装を解とかないままのアルヴィンは、さすがにくたびれた様子だった。

「いえ……妃ひ殿でん下かの大切なヤギ殿どのをお借かりできたので、思った以上に早く戻れました。妃殿下のご厚こう意い、心より感謝申し上げます」

「ヤギじゃなくて、ペーター先輩殿だがな」

　オルフェスが、レオノアより先に訂てい正せいした。

「それで、どうでしたの？　ガリアーナでなにか見つかりまして？」

「結けつ論ろんから言うと、プレアデスの息子むすこ──四人きょうだいの三番目で長男なのだが、ガリアーナには戻っていない」

　オルフェスは、リサからハーブティを受け取りながら答えた。

「え？　じゃあ、やっぱりまだピカルディにおられるのでしょうか。プレアデスはどうしてそんな噓うそを」

「正確には、居所がわからんのだそうだ」

「消しよう息そく不ふ明めいということですか」

「それならば、まだましだったがな。ひと月ほど前に、息子を預あずかっているという書しよ状じようが届いたらしい。ガリアーナの、プレアデスの屋や敷しきに」

「ゆ、誘ゆう拐かいされたのですか!?」

　レオノアは思わず声を上げ、それから口くち元もとに手をやる。

「はっ。もしやカルバッハがかどわかしたと……？」

「きみは最近、冴さえているようだな。と言いたいところだが、確かくたる証しよう拠こはない。ただひと月前といえば奴やつが城に現れたのと同じ時期だから、平ひよう仄そくは合う」

「つまり、プレアデスが鬘かつらを失なくして、カルバッハのお告つげで見つかったあれって、自作自演だったということですか？　そして、プレアデスはカルバッハに長男のことで脅おどされて、インチキ予言者の片かた棒ぼうを担かついだと」

「おそらくは」

　オルフェスは長い息を吐き出した。

「だが、なにぶん証拠のある話ではない。長男を無事取り戻すまでは、プレアデスを公おおやけに質ただすわけにもいかないしな」

　たしかに、誘拐事件というものはだいたい「公表したら人ひと質じちの命はないものと思え」的な脅し文もん句くとセットですよね……。

「なんと卑ひ劣れつな。金品ではなく、王家の方々を欺あざむけと強要するなんて」

　だが、そういうことならプレアデスに揺ゆさぶりをかけるのは得とく策さくではないだろう。むしろ、財務大臣の欺ぎ瞞まんをこちらは知っている、ということを知られないようにしなければならない。長男の無事を確認するまでは、プレアデスに触れるわけにはいかないのだ。

「むう……でも、ということは他のいろいろもカルバッハに脅されて自作自演、だったのでしょうか。メガネだとかなんだとか。失うせ物ものが続いたけれど」

「いったい、いっぺんに何人を脅きよう迫はくしてるんですかね。インチキ糞くそ野や郎ろうどころか、ただの極ごく悪あく人にんじゃないですか」

「というか、よくも短期間にそれだけの人の弱みを握にぎったものね。よほど鼻が効きくのかしら」

「そんな鼻なら、別のことに活かしたほうがいいんじゃないかと思うんですけど」

　レオノアとリサのやりとりを聞いていたオルフェスが「おいおい」と割って入った。

「そんなわけがない。奴のお告げでトラブルが解決したという顔ぶれを、よく考えてみろ。ある共通点が浮かんでくるだろう」

「ええと──」

　レオノアは顎あごに指を触ふれて考える。

「あ。そういえば、皆、ここ三月ほどの間に雇やとい入いれた者たちですわね。……そうか。皆みんなサクラだったんだわ」

　思いついて、声を上げる。

「そういうことだ。カルバッハの奴、ずいぶん前から準備していたのだろうな」

　オルフェスは悔くやしそうに言う。

「そこまでするということは、やっぱりお蔵くらの宝よりももっと大だい規き模ぼな盗みを企くわだてているのでしょうね」

　デモーニオの島。カルバッハは、どこかで噂うわさを聞きつけでもしたのだろう。あるいは、悪党たちの互ご助じよ協きよう会かいみたいな組織があって、常に「うまい話」の情報が飛び交かっている、とか……まるで、子どもの頃に読んだスリラー小説じゃないの。

「ですけどレオ様。肝かん心じんのセレーネ様のその、出来物は？　セレーネ様は自作自演などなさらないでしょうし、かといって脅しに屈くつするような方だとも思えません」

「そうなのよね。もし脅迫のネタになるとすればオルフェス様のことでしょうけれど、オルフェス様はかどわかされてなどいないわけだし……」

「──その件なら、調査を進めているところだ」

「調査？」

「ある種の薬物を組み合わせることにより、人工的に瘤こぶのようなものを作ることができるかもしれん。まあ、ドクターの見けん解かい待ちなのだが」

「そんなのが可能だとして、セレーネ様に一いつ服ぷく盛もったということですの？　──やっぱりそうだったんだわ」

　レオノアは顎をつまんでひとりごちた。

「おい、なんだ『やっぱり』というのは」

　オルフェスが眉をひそめる。

「いえ。わたくしも考えるところがあったものですから……というのも、マーゴにもその──アレができかかっていたと聞いたのです、本人から」

「えっ!?　そうなんですか？　あの子、あたしにはそんなこと全然言いやしないですよ？」

「そりゃあ、マーゴだってお義ね姉え様の恥はじになるようなことはなるべく言いたくないでしょうよ。私にそのことを打ち明けたのだって、お義姉様を庇かばうためだったわ。お義姉様のことを、あまり悪く思われないように、とね。……それでですね、オルフェス様」

　レオノアはオルフェスを見た。

「マーゴは、ときたまお義姉様のお茶のご相伴にあずかっているらしいのです。って、さっきリサに聞いたばかりなのですが」

「あ、あれってそんな意味だったのですか？　レオ様、だったらそうおっしゃってくださればよかったのに」

　リサは気を悪くしたふうに言う。

「だって、私もそうと確信したわけではなかったから……でも、オルフェス様も同じ疑うたがいをお持ちだというなら、きっとそうなのでしょうね」

　レオノアは、期待をこめてオルフェスを見つめた。

「い、いや……俺もまだ疑ぎ惑わくの段階だがな」

　オルフェスは、なぜか焦あせった様子でそっぽを向いた。

「オルフェス様。それよりもあの件を──」

　そんな主人にして親友を、アルヴィンが促す。

「──ああ。ところでレオノア、建国祭は例年通りの日につ程ていで執とり行われるぞ」

「えっ」

　レオノアは驚いた。

「ど、どうしてそのように断だん言げんできるのですか？　はっ。もしや既すでにカルバッハ一いち味みを捕とらえてあるとか」

「そんなに迅じん速そくにことが運べるなら、俺もこんなところで暗あん躍やくせずにすむのだがな」

　オルフェスは、もういつもの調子を取り戻してむっつりと言う。

「では、なぜ？」

「海が凪ないだのだよ。塔とうの番兵から報告があった」

「……？」

　レオノアは首を傾かしげた。ここひと月ばかり荒れていた海が、ようやく鎮しずまったというなら喜よろこばしいことだ。でも、因いん果が関係がいまひとつ謎なぞである。

「凪げば一味が漕こぎ出して、デモーニオの島を盗とう掘くつできるからですの？」

「真しん珠じゆ姫ひめの助けも借りずにか？」

「──それは、ときが満みちればわたくしを攫さらうなりして儀式を……って、それも妙みようですわね。儀式の内容は、わたくしも知らないことですし。お義姉様から聞き出すにしたところで、そもそもカルバッハの予言とやらでは、わたくしがデモーニオの島に近づいただけでアタルビルに災さい厄やくが降ふりかかるはずなのですから──行ってはならない儀式のことをわざわざ知りたがるカルバッハを、さすがにお義姉様も怪あやしまれることでしょう。でも、だとしたら他になにが……」

　考えこんだレオノアに、

「いや、レオノア。デモーニオの島のことは、いったん忘れたほうがいい」

　どことなく楽しげなオルフェスが軌き道どう修しゆう正せいをすすめてくる。

「忘れる？　ではカルバッハの狙ねらいは、あの島ではありませんの？」

「──それは、建国祭が通常通りに行われることになれば、わかるだろう」

「わたくしには、さっぱりわからないのですけれど」

「そうか？　きみには最初からわかっていたはずだが」

「？」

「カルバッハたちが狙っているのは、三百年も前に沈んだきりの、あるのかないのか定さだかではない宝の島ではなく──」

　オルフェスは、そこで含み笑いを漏らした。

「──もっと現実的で、確実な宝だよ」
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　レオノアは半はん信しん半はん疑ぎだったが、翌日の午後──建国祭中止がアタルビル全ぜん土どに公布される直前に新たな王おう令れいが出される。

　──建国祭、予定通りに開催。

　理由は、星の巡りが変わったから。もちろん、王室付内ない務む最高顧こ問もんなんたらかんたらの座にあるあの方からのご宣せん託たくである。

「……そんなことって、あるかしら」

　届いたばかりのウェディングドレスに袖そでを通しながら、レオノアはぼやいた。

　建国祭の行方ゆくえが迷めい走そうしている間、忘れ去られていたラロッシュだったが、きちんと仕事をしていたらしい。王室ご用よう達たしの鑑かがみというべきだろう。

「あら、よかったじゃないですか。婚礼の儀が復活したのに衣い装しようがないなんてことになったら、レオ様どうなさるおつもりだったんですか？」

　リサは、レオノアのつぶやきを別な意味に受け取ったようだ。たしかに、一転開催が決まったことで、婚礼の儀のための準備も急がされているのだが。

「どうって……そりゃあ気を揉んだことでしょうよ。だって、正式な婚礼の儀に身体に合わない衣装じゃ、がっかりだものね」

　レオノアは、純じゆん白ぱくの絹きぬ着ぎに身を包んだ姿を鏡に映うつした。うーん、自分で言うのもなんだけど、馬ま子ごにも衣装ってこういうこと？

　リサにはあえてクールに返したが、その実レオノアは、かなりうきうきしているのだった。婚礼の儀が無ぶ事じに行われる──まあ、その前にカルバッハの件にけりをつけるという大仕事が待ってはいるのだが。

「すばらしいですわ、レオ様。なんておきれいなんでしょう！」

　手て編あみのレースや襞ひだ飾かざりの小こ粒つぶな真珠がふんだんにあしらわれた、細身のドレスだ。

　裾すその広がった華はなやかなデザインではないものの、レオノアの体型にはむしろこのほうが引き立つ。そう太たい鼓こ判ばんを押したのはデルフィアだった。他国に嫁とつぐ前は、アタルビル中の女たちが手本にしていたという、おしゃれな義あ姉ねの進言に従したがってよかった。レオノアは心の中でデルフィアに感かん謝しやした。

「やっぱり少々物足りない気がしますけれど、当日は、アクセサリーもどっさり身につけられますしね」

　リサは、パニエを十数枚も重ねて着る、華やかなドレスを希望していたのだ。

「そんなにあれこれぶら下げたら、動けなくなってしまうわよ、リサ。それに、シンプルなほうが私には似合うみたいだわ」

　レオノアは笑った。

「そんなことありませんって。さあ、ではお衣装は汚よごさないようにしまっておきましょう」

「それはそうと、階し下たは大変な騒さわぎみたいね」

　ドレスを慎しん重ちように脱ぬぎながら、リサに話しかける。

「そりゃあもう。中止って言われて、皆、すっかりやる気を失くしてたのが一転、通常開催ですもん。厨ちゆう房ぼうは今から総そう出でで仕こみにおおわらわだし、酒蔵のほうも当日どのお酒を開けるのかで揉めてるそうですよ。蔵番と大臣様方とセレーネ様と、そこにあのカルバッハまでがずうずうしく加わって」

　喋しやべりながら、リサは手をてきぱきと動かしてレオノアを手伝う。

「その顔ぶれなら、カルバッハはともかく、お義姉様を立てそうなものなのに。揉めてるの？」

「建国祭のお酒に限っては、蔵番と食しよく糧りよう大臣様主導で決めるんですが、まあ最終的にはセレーネ様の許しをいただかなければ出せませんよね」

「お酒なんて、なんだってよさそうなのにね」

「レオ様はたしなまれないからおわかりにならないでしょうけど、飲めればいいってもんでもないみたいですよ？　お好きな方には」

　リサはそれでも、

「でもたしかに、蔵の奥のほうのお酒は、たくさん出すものでもないんだから、そんなところで手間取ってる場合じゃないって気もします」

　本当のところは、レオノアと同じ意見らしい。

「時間がないものねえ。そうでなければ、オルフェス様もまだまだキルト部屋をお出にならなかったでしょう。そこだけは、この強きよう行こうスケジュールに感謝するわ」

　花はな嫁よめがいれば、花はな婿むこもまた存在するのである。衣装と式しき次し第だいに気をつければいいレオノアとは違い、オルフェスには王太子として心を砕くだくことが多いだろう。むろん、衣装も大切ではあるけれど。

「まあ、オルフェス様の言い分は、カルバッハに権力を持たせるのは納なつ得とくいかないということでしたもんね。なのに、カルバッハの奴はまだ王室付ナントカのままなんですよね」

「建国祭の開催をお義姉様がお決めになったのも、結局はカルバッハに言われるままということなのがねえ」

　レオノアの頭上にある雲は、まだ完全に晴れたわけではない。婚礼の儀が叶かなうことはもちろん嬉うれしいけれど、浮かれてばかりはいられないのだ。

「腑ふに落ちませんよね。どうして海が凪ぐと建国祭になるんだか、あたしだんだん、わからなくなってきましたよ」

　レオノアもうなずいた。しかし、オルフェスが唯い々い諾だく々だくとして従う姿勢を見せている以上、自分も従うしかない。

「それにしても、建国祭のバルコニーに、お義姉様はカルバッハと並んでお立ちになるおつもりなのかしら」

　城の敷しき地ちに一般の国民が入ることを許される、年に一度のその日。一族は正面のバルコニーに並び、詰めかけた人々に姿を見せることになっているのだ。

　王族ではないカルバッハだが、なにしろ内務における最高責任者という肩書きである。

そこに列席していても、レオノアに文句をつける権利はない。

「嫌いやだ嫌だ、あたしもお城へ上がる前は、あそこにいて王室の皆さまからお手振りをいただくのを毎年楽しみにしてましたよ。外国人どころか犯はん罪ざい者しやが並ぶなんて、アタルビルの歴史に黒いしみをつけるようなものじゃありませんか」

　リサは、ぶるぶるとかぶりを振った。

「さすがにオルフェス様が、お義姉様を説せつ得とくされるでしょうけど──でも、そこでまた決けつ裂れつしたら、私たちキルト部屋で誓ちかいを立てることになるかもね」

「……レオ様、縁えん起ぎの悪いことをおっしゃらないでくださいよ」

　建国祭まで、あと三日。
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　夜のしじまに、ぽつりと小さな灯ひがともる。

　闇やみに咲く花のようにひとつ開くと、次々とほころんでいく。

　北の塔から見下ろせば、等とう間かん隔かくで十ばかりの灯が庭をよぎっていくのがわかった。

　灯に先導され、なにか大きな物が運ばれていく。音は聞こえないが、おそらくは荷に車ぐるまをごろごろと押しているのだろう。

　隊たい列れつを組むようにして、灯は城の裏手、おそらくは船ふな着つき場ばを目指している──。




　そこまで確認してから、レオノアは急ぎ足で塔の階段を駆かけ下おりた。

「妃殿下、どちらに」

　見み張はりの兵士があわてたような声をかけてくる。レオノアを「現場」に向かわせないように、おそらくはオルフェスから言い渡されているのだろう。

「船着き場よ、決まってるじゃない」

「ひ、妃殿下。なりません、それは」

　レオノアの背後から、複数の足音がばらばらと聞こえてきた。

　かまわず、レオノアは自じ慢まんの俊しゆん足そくを飛ばして目的地へ向かう。後ろから来る者の気配が、次第に数を減らしていくのがわかる。

　やがて、薄うす明あかりに照らされたそこが見えてきた。

　無人ではない。いくつかの人影が、ぼんやりと浮かび上がっている。

　オルフェス、アルヴィン、そしてセレーネだろう。荷車の前に立ちはだかるようにしてそれと対たい峙じするのは──カルバッハ。

　彼らの間に、険けん悪あくな空気が漂ただよっているのは想像に難かたくない。近づくにつれ、言い争うような声が聞こえてくる。

「──なんてこと！　カルバッハ、本当なの!?」

　セレーネが、厳しい調子でカルバッハに詰め寄っていた。

　と、アルヴィンがレオノアに気づいた。

「妃殿下……」

「レオノア！」

　オルフェスが、咎とがめるような声で呼ぶ。レオノアは駆け寄っていくと、呼こ吸きゆうの乱れがおさまる前に口を開いた。

「ひ、ひど、いわ、オルフェス様、はあ、わたくしを、ひい、の、けものに、ふ、される……だなんて！」

　最後の部分で、やっと明めい瞭りような言葉になる。

「……のけ者にしたわけではない。危険なことが起こるかもしれないところに、女や子どもを巻きこむわけにはいかなかっただけだ」

「だけど、お義姉様はいらっしゃるじゃないですか」

「姉上は、当とう事じ者しやだからまあ──というか」

　オルフェスはセレーネのほうに目をやった。セレーネは語ご気き荒あらくカルバッハに詰め寄よっている。

「カルバッハ、答えなさい。オルフェスの言ったことはほんとうなの？　あなたは呪じゆ言げん者しやでも妖よう術じゆつ師しでもなんでもなくて、ただ盗み目的で城に入りこんだのですか」

「目的もなにも、この様子を見ればあきらかではないですか、姉上」

　レオノアは、オルフェスの後ろから覗のぞきこんだ。カルバッハの傍かたわらに、見覚えのある顔がいくつも認められる。皆、城の雇い人だった──リサから聞いた、ロケットを失くしたメイドなど、まだ少女が混まざっているのを見て胸が痛くなる。この三月の間に雇い入れられた彼らが、つまりカルバッハの一味ということらしい。

「お前たちは、ピカルディの盗とう賊ぞく団だんだな。実際にピカルディ出身かどうかは別として──この城に潜もぐりこみ、盗み出す機会を窺うかがっていたのだろう。アタルビルでしか手に入れることのできない、その貴重な酒をな」

　オルフェスが高らかに指し摘てきした。荷車にはそれぞれ、夥おびただしい数の酒さか瓶びんが山と積まれている。

「……盗みすぎ」

　そう言わずにはいられないほどの量だった。ピカルディでは、珍めずらしい酒と黄金が等とう価か値ちだということを、レオノアは思い出していた。

「じゃあ、デモーニオの島がほんとうの狙いではなかったのね。最初から、お酒を盗むつもりでお義姉様に取り入ったのね？　それでわかったわ。酒蔵を開けたときになぜかあなたもそこにいたっていう理由が。お酒のしまってある場所を確認していたのね、卑ひ怯きようなインチキ予言者！」

「だったらどうだってんだよ」

　荷車の前で腕組みをしていたカルバッハが、レオノアをねめつける。城ではついぞ聞いたことのない、荒っぽくふてぶてしい声と言葉つき。こちらが、本来のカルバッハなのだろう。

「いかにも俺たちは、この城におさまっている希少酒ネクター狙いの盗賊だ。今ごろになって気づいたか、馬鹿者たちめが」

「馬鹿者はどっちだ。こうやって現場を我われ々われに摑ませたお前たちのほうが、よほどまぬけだ」

「ちょ、ちょっと待って、プティ・オーリィ」

　セレーネが、珍しく当とう惑わくげにオルフェスを止める。

「インチキって──盗賊って──では、この者がわたくしにほどこした奇き跡せきは、いったいなんだったというの？」

「薬物を使って、人工的に姉上の額ひたいにイ──あれを作ったのですよ。ドクターの調べでは、数種類の薬草を組み合わせれば、そういうことができるとのこと」

「薬草？　だけどわたくしは薬などは……」

「厨房に雇われた者が、日々の食事や茶に少しずつ混ぜたのでしょう。証拠になるかどうかはわかりませんが、姉上の侍じ女じよにもアレの兆ちよう候こうがあったとのことです」

　オルフェスが、落ち着き払って説明する。

「マーゴが？　──おお、わたくしがお茶につきあわせたせいで、なんということ！」

「お、お義姉様。マーゴは無事ですから！」

　レオノアはセレーネに駆かけ寄り、よろめいたその身体を支ささえた。

「だけど……たしかにこの者が扉の向こうでなにやら唱えたときに、アレが額から取れたことだけは事実ですよ、プティ・オーリィ？　いったいどういうことなの」

「薬やつ効こうが切れただけのことです。おそらくは、経時により」

　オルフェスはカルバッハに視線を戻す。

「あれほどうまくいくとは、お前自じ身しんも思ってはいなかっただろうな。たまたま最高のタイミングでアレが取れたから、姉上がお前を強く信しん奉ぽうすることになったが、あのとき失しつ敗ぱいしたとしても、何日でも居い座すわってまじないとやらを続けたことだろう。薬効の切れる頃を狙って、城に現れたのだろうからな」

「ふん。王太子殿下はなんでもお見通しというわけか」

　カルバッハはうそぶいた。

「たしかに、一度目で成功するとは思わなかった──神のご加か護ごは我にありとな。だが、俺に肩入れしたのはセレーネ殿の勝手さ」

「う……っ」

　セレーネが頽くずおれそうになる。レオノアは力を入れて踏ふん張ばった。

　そうしながら、

「いくら盗みのためだからって、女の人の顔にあんなことをするから、こうして捕まってるんじゃない！　なにが神のご加護よ」

　カルバッハを激はげしく非ひ難なんする。

「捕まるか捕まらないかは、まだわかっていませんぜ。跳ねっ返りの妃殿下さんよ」

　カルバッハは嫌らしい笑い方をした。

「その節せつは、俺をずいぶんお疑いでしたな。カロンのことを訊たずねられたときは、あんたがなにを知っているのかヒヤリとしたもんですよ。まあ、いくらもご存ぞんじなかったみたいですがね。あくまでデモーニオの島を狙ってるもんだと思いこまれていたそうで。注意を逸そらすための策さくとも知らずに、まぬけなこった」

　あきらかに、先ほどレオノアにインチキ予言者呼ばわりされたことへの仕返しだ。

　レオノアは、身体の横で拳こぶしを握る。

「……そういえばオルフェス様。この人がデモーニオの島を狙っているのでなければ、どうしてわたくしをあの島から遠ざけようとしてたんですの？　災さい厄やくが起こるだなんて言って」

　カルバッハの悪あく態たいは無む視しし、かねてからの疑問をオルフェスに投げかけた。

「それは、ほんとうの狙いを隠かくすためだろう」

「ほんとうの狙い？　お酒？」

「いや。この男はただ、時間稼かせぎをしていただけだ」

「え？」

「つまり」

　と、オルフェスはレオノアに向き直る。

「建国祭も婚礼の儀も、デモーニオの島がどうだとかいうのも、こいつには関係のないことだった。こいつらはただ、待っていたのだ──海が凪ぐのを」

「海が……凪ぐのを」

　レオノアはただ、おうむ返しをした。

「荒れた海には、船を出せない。せっかく目当ての物を盗み出しても、逃げることができなければ無む意い味みだろう」

「あ、そうか」

　こんなときだというのに、レオノアはぽんと手を打った。──いや待て。

「だけど、逃げるにしたって船などどこにもないではないですか。この船着き場にはディンギーが二に艘そうと手漕ぎボートが少しあるだけですし。こんな大量のお酒の瓶と、この人たち全員が乗ったら沈んでしまいますわ……はっ」

　レオノアは目を瞠みはった。

「まさかあなたたち、ボートを漕いで逃げる気だったの!?　そんな疲れること……」

「逃げきれまいよ、レオノア」

　オルフェスは苦笑する。

「そうではないのだ。いくのではなく、くるのを待っていたのだ。そう、仲間の船を、な。だろう？　カルバッハ」

「そこまで知られちゃ、逃げるしかありませんや」

　カルバッハは肩をすぼめる。と、急に不敵な笑みを浮かべ、

「なんて言うとお思いで？　王太子殿下は、詰めが甘くていらっしゃる。さよう、いかにも海が凪げば味方の船がくる──とは読んでも、とうにきているとまでは思わなかったんですかね」

　そう言った瞬間、急に煌こう々こうとした灯りがその場をかっと照らした。

　レオノアは息を吞のむ。

　いつの間に現れたのか。眩まばゆい光を水面に投げかけて、一いつ隻せきの立りつ派ぱな帆はん船せんが夜や半はんの海にその威い容ようを見せつけていた。

　その、黒光りする船体、メインマストには堂々とドクロマークが印された旗がはためく。

　……どこから見ても、海かい賊ぞく船せん……。

　それがもう、船着き場に近づいてきている。

「うわっはっは。馬鹿めオルフェス！　我らが正体に気づきはしても、既に仲間の船が領りよう海かいに入っているとわからなければ、そんな小こ賢ざかしい頭など、いっそないほうがよかったな！」

　カルバッハの高笑い。レオノアは、はらはらとオルフェスを見る。まさか、この事態を予想していなかったということはないでしょう？　……確信と、祈るような思いがある。

「──それはどうかな」

　はたせるかなオルフェスは、低い声こわ音ねで返す。

「お前たちは、とうに包ほう囲いされている。カルバッハ！　観念しろ」

　その言葉を裏付けるかのように、レオノアの背後に武ぶ装そうした騎き士し団だんの影が浮かび上がった。

「既に、我わが国が誇ほこる不ふ沈ちん艦かん隊たいも軍用港からこちらに向かっている。もう逃げ場などない！」

「……く」

　カルバッハは振り返るが、船着き場を見下ろす陸地は、普あまねく甲かつ冑ちゆう姿すがたの師団で埋め尽つくされているのだった。

「ええい、引け！　今回ばかりは退たい却きやくだ!!」

　そう命じたカルバッハは、海に飛びこむと、すばやくディンギーに飛び乗る。

「逃がすか！」

　後を追うオルフェスに、盗賊の一人が半はん月げつ刀とうを抜いて立ち向かう。

「──悪あがきはしないほうがいいぞ……だが、仕方がないな」

　オルフェスは、腰の長刀をすらりと抜いた。

　その間にも、カルバッハを乗せたディンギーが船着き場を離れていく。

「カルバッハ様！」

　あわてて追いかけた手下どもが、ディンギーによじ登ろうとする。が、カルバッハはそれを次々と足あし蹴げに海へと突き落とした。

「!!　なんて人！　とても首しゆ領りようの器ではないわ！」

　レオノアは、憤ふん慨がいして叫んだ。

「アルヴィン、追うぞ」

　抵てい抗こうする者を薙なぎ払はらったオルフェスが、もう一艘のディンギーにひらりと飛び乗った。

「御ぎよ意い！」

　カルバッハを乗せたディンギーを、オルフェスたちが追いかける。

　気がつくと、さっきまでレオノアが支えていたはずのセレーネがいない。

「お、お義姉様!?」

　セレーネを捜して巡らせた視線が、ボートのもやいを解いているその姿を捉とらえた。

「レオノア！　なにをぼやぼやしているの！　さっさと乗りなさいっ!!」

「は、はいっ!!」

　レオノアは、急いでその言葉に従ったが、状況を訝いぶかしんだのはボートに乗りこんでからだった。

「お義姉様……いったいこれから、どうなさろうと……？」

　こわごわ問うたが、

「決まってるでしょ、追いかけるのよ！」

　セレーネは、鬼の形ぎよう相そうで櫓オールを手にする。

「さああなたも、きりきり漕いで手伝いなさい!!」

「あの、でも……わたくしはボートを漕いだことなどこれまで一度も……」

「つべこべ言わず、漕ぐのよ！　漕げばそこから道が拓ひらける！」

　そんなむちゃくちゃな……。だが、既にボートは船着き場を離れている。

　レオノアは夢中で、自分の傍かたわらの櫓を動かす。習ったことがあるわけではないから、見よう見まねのぶっつけ本番だ。

　二人を乗せたボートは、ぐいぐいと海うな原ばらを進んでいく。セレーネの櫓はすさまじい速度で、レオノアが一度漕ぐ間に七度ぐらいは回っている。
















「……」

　レオノアは手を止めた。ボートの速度はまったく落ちることなく、ディンギーとその向こうにあるカルバッハの帆船に近づいていた。

「私のお手伝いなんて、必要なかったんじゃ……」

　レオノアの脳のう裏りに、いつか聞いたオルフェスの言葉が再生される。

　──海賊になると言い出して、船着き場で捕まった……。

　かつてのセレーネのことである。

　ほんとうだったんだわ、大げさな話じゃなくて……。

　少なくとも、娘時代のセレーネが、周囲の目を盗んでなんらかのスキルを磨みがいていたのはたしかなことなのだろう。

　レオノアがサボっているのにも気づかないのか、髪かみを振り乱したセレーネ船長は、オルフェスたちより先にカルバッハのディンギーに追いついた。まったくもって、むちゃくちゃな話である。が、漕げば道が拓けるというのは真理かもしれない。

「姉上！　危ない、おやめください！」

　オルフェスの焦った呼びかけを聞き入れる暇いとまもあらばこそ、ボートの上にすっくと立ったセレーネは、身軽にディンギーに飛び移る。

「カルバッハ……この大悪党！　よくもわたくしをたばかったわね!!」

「い、いや。これはセレーネ殿」

　さすがのカルバッハも、気け圧おされるように甲かん板ぱんを後ずさる。

「その、悪意はなかったのですよ、落ち着いてくだされセレーネ殿」

「セレーネ、どの、ですとぉぉお!?」

　セレーネが、ずいっと踏みこむ。そこ以前に、つっこむことがあるだろうとレオノアは思うが、セレーネにとってはそれ以上に心しん外がいだったらしい、「セレーネ殿」という呼びかけのほうが。

「無ぶ礼れい者もの！　セレーネ様とお言いぃぃいいいっ！」

　そして繰り出された左ストレートが、カルバッハの顎を砕く。

　……神の左って、こういうことかしら。レオノアは、啞あ然ぜんと見守るしかできない。

「こ、このくそアマがあああっ」

　いったんＫＯされたカルバッハだったが、悪の首領の面めん目もく躍やく如じよか、しぶとく起き上がる。

　その手には、ロープの束が握られていた。

「どゃぁああぃやあああああっ」

「お義姉様、危ない！　ちょっと、なに逆ギレしてんのよこの泥どろ棒ぼう!!」

　レオノアはさっとディンギーに飛び移った。

　セレーネの頭上に、今まさに振り下ろされようとするロープをはっしとばかりに摑もうとしたとき、黒い影がさっと視界をかすめカルバッハのディンギーに乗り移った。

「うわっ！」

　カルバッハの、怯ひるんだ声。

　同時に、細かく千ち切ぎれたロープの切れ端はしが、季節外れの雪みたいにはらはらと甲板に降りかかる。

　それはカルバッハやセレーネ、そしてレオノアの上にも舞い落ちてきた。

　眼前には、長剣を手にしたオルフェスの影。そしてふたたびその腕が振り上げられる。刃がぎらりと一いつ閃せんし、カルバッハが小娘みたいな悲ひ鳴めいを上げる。

「愚か者」

　──だがオルフェスは、剣をそのまま鞘さやに納おさめただけだった。

「オルフェス……」

「姉上。もうこのくらいでよいでしょう」

　冷れい静せい沈ちん着ちやくな弟に、セレーネはなんともばつの悪そうな顔になった。

「わたくしは……」

　セレーネが言いかかったそのとき。

　突とつ如じよ、眼がん下かにある海面がぱっくりと割れる。

　それはもう、「割れた」としか言い表せないほどきれいに二つに分かれ、息を吞んだレオノアの目の前に一筋の道ができた。

　まるで天上の光をつないだかのように、白く発光するその道を誰かが歩いてくる。

　異い国こく風ふうの長衣ローブ。光り輝かがやく銀色の髪──。

「え、噓っ!?」

　レオノアがあっけにとられている間にも、シオンはするすると海上にできた道をこちらに近づいてきた。

　──海が割れ、道ができる……。

「……ぐぬぅ、まさかあいつは──」

　どうやら、カルバッハはこの驚きよう愕がくの展開に腰を抜かさない程度にはおぼえがあるようだ。

　シオンは迷いのない様子で、ディンギー上のカルバッハと対峙した。美しい顔。その瞳は、いよいよ黄金に光っている。

「──やはり、お前でしたか。カルバッハ」

「貴き様さま……カロンの月読つくよみ！　シオン・フランボワーズが、なぜここに」

　ぎりぎりと歯嚙みしながら、カルバッハがシオンを睨にらみつける。

「なぜって」

　シオンはにっこりとした。

「お前たちがまた悪だくみをしていると月の導きがあったので、止めにきただけですよ」

「──！　くそ、一度ならず二度三度四度、俺の邪じや魔まばかりしおって！」

　カルバッハは、大た刀ちを抜いた。周囲の光を跳ね返してぎらりと輝くその大きな刃に、レオノアは口に手を当てたが、シオンは動じる気配もない。

「またそんなものを持ち出して……無む駄だだと言っているでしょうが」

　そして右手を上げ、カルバッハの斜ななめ上うえあたりを指した。

　すると、なにもなかったはずの宙にいきなり白光が現れる。

　シオンは、そのきらめく塊かたまりを摑むようにするとカルバッハめがけて投げつけた。

「ぬぁぁあああああ」

　絶ぜつ叫きようとともに、光は渦うずを巻き、カルバッハを帆船もろとも包む。

「……？」

　レオノアは瞠どう目もくした。カルバッハの影らしきものが光の中に躍おどり、そして。

　──そして、一瞬の後にはもう消えていた。

　海上にはオルフェスとアルヴィンを乗せたディンギーとボートだけが取り残された。

　シオンはなぜか、オルフェスのディンギーに移動していた。セレーネは、レオノアに支えられるようにしてボートに戻っている。

「……シオン？　あのー」

　今しがた目にしたことが、しかし、非常識すぎてレオノアには信じられない。だって、光が現れたかと思ったら、いきなり帆船ごとカルバッハたちが消えてしまっただなんて……とても現実にあったできごとだとは思えなかった。

「貴き殿でんがシオンだったか。レオノアから名前だけは聞いていたが」

　真っ先に動いたのは、オルフェスだった。優雅な仕草で、一歩引く。

「カロンというのは、ピカルディの聖なる神しん秘ぴの場と聞いたことがあるのだが、すると貴殿はそこからおいでになったのかな？」

「いえ、僕は今日は、城下町ペケニヤのカロンという宿やど屋やから参まいりましたよ」

「？」

　オルフェスは一瞬、間を外された顔になったが、すぐに元に戻る。

「おかげでめんどうごとが片づいたようだ。王太子として心より感謝申し上げる」

　恭うやうやしく膝ひざを折るオルフェスに、

「いやいや」

　とシオンは手を振った。

「こちらこそ、奴ど隷れい商人に捕まったりしていたおかげで、対応が遅れてしまいました。またカルバッハの奴が、うまく『気』を消していたもので──まあ、それも見苦しいいいわけですね」

「いや、手遅れになる前においでくださったのだから問題はない。実は、臣しん下かの者がピカルディにいる家族を誘ゆう拐かいされ、カルバッハの味方につかざるを得ない状況になっていたのだ。ゆえに、そちらの方から連中を揺さぶるわけにはいかなかった。結果、わざと隙すきを作って燻いぶし出だすような、こんな手間を取ることになった」

「誘拐ですか。下げ種すと卑ひ劣れつは、治らないものですねえ」

　シオンは、あきれたように肩をすくめる。

「それで、シオン殿。片づけていただいておいてなんだが、貴殿はいったい、カルバッハたちをどうされたのだ？」

　オルフェスは、レオノアも気になっていたことを問う。

「まさか殺──」

「なに。ちょっと時空の割れ目に押しこんだだけですよ。消えてはいますが、永らえております。──それにしても」

　さりげなくとんでもないことを言い放った後、シオンはボートを振り返る。

「やっぱりあなたは、王太子妃殿下だったのですね、レオノア」

「い……、いやあ、その。なんと申しますか……」

　非常に気まずい思いで、レオノアは宙に視線をさまよわせる。

「……ばれてました？」

「実をいえばそれほどには。たしかに貴あてなる気配はあるのですが、それを上回る庶しよ民みんのオーラに、さすがの僕も惑まどわされましたよ」

　シオンは、いい笑顔のまま言う。

　……それって、喜ぶところなのかしら。悲しんだほうがいいのかしら。羊飼いと自じ称しようしても、それほどまでには怪しまれないらしい、私のオーラ。いや、それよりも。

「ご、ごめんなさい。騙だますつもりではなかったのだけれど、身分を明かせばいろいろめんどうなことになるかと思って……」

　レオノアは、あらためてシオンに正対する。

　二つの船体を挟はさんだ形ではあったが、スカートをつまみ、右足を軽く引いた。

「では、ご挨あい拶さつさせていただきますね。わたくし、アタルビル王国のおうたい──」

　レオノアは、最後まで自己紹介することができなかった。突如、レオノアを押しのけた人影が、シオンの前に進み出たからだ。

「シオン様とおっしゃいますのね！　わたくしは、セレーネ・ア・ラ・プリメーロと申します。アタルビル王国の第一王女で、この子たちの姉ですのよ」

　およそオルフェスに対するときぐらいにしか聞くことのない、甘い甘い声。

　つき飛ばされたレオノアが、気を取り直して見上げると、その頰ほおは赤く染まり、瞳がいつになくきらきら輝いている。

　胸の前で手を組み合わせ、セレーネは夢見る少女のような口調で言う。

「それで──あなたこそが、本物の『奇跡』でいらっしゃいますのね？　美しい方」

　──アンタ、そういうのに懲こりたばっかりと違うんかい！

　レオノアは生なま暖あたたかい気持ちになったが、オルフェスがこちらを見ている。レオノアはディンギーに近づいた。

「オルフェス様──あの……」

「ことがよりややこしくなるから、きみには部屋にいてもらいたかったのだ」

　オルフェスは気難しげに腕を組む。

「あら、だって……わたくしだって、オルフェス様がカルバッハ一味をやっつけるところを見とうございましたわ」

「まあ、やっつけたのは彼だがな」

　オルフェスは、シオンたちのほうに目をやる。主にセレーネからだが、なにやら紫色っぽい気が出ている……。

「いいえ。オルフェス様がカルバッハの悪だくみを暴いたおかげです。その証拠に、なにも盗まずに逃げ出したのですもの。すべてオルフェス様のお働きですわ。ほんとうに、す、す、素す敵てき……でした」

　それだけ言うのがせいいっぱいで、なおかつ頰がかっかと燃えるようだ。

「そ、そうか？　──うむ、きみがそう言うのなら……そうなのだろう」

　オルフェスもなんだか、焦っている。

　そうではないわ、絶対にそうじゃないわ。ほんとうに言うべきことは、もっと他にあるのに。もっと違う反応が、オルフェスから返ってくるはずなのに。

　地じ団だん駄だを踏みたくなるようなもどかしさ。でも、オルフェスはもういつものクールな顔で、海面に映った月など眺ながめている。アルヴィンが近づいてきた。

　──べつに、チャンスは今しかなかったわけではないんだし。

　レオノアは、乱れた心音を鎮めつつそう自分に言い聞かせる。

　そう、これから長い長い時間をこの人と一緒に過ごしていくのだから。
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　蒼そう穹きゆうに、ぽんぽんと軽かろやかな音を立てて花火が打ち上げられる。

　明るい日の中で見ても鮮あざやかに空に咲いた後、ゆっくりと消えていく。

　次から次へと上がるごとに、地上からは歓かん声せいが上がった。子どもたちのはしゃぐ声。

　娘たちはきゃっきゃっと肩かたをぶつけ合い、すぐにまた空を見上げる。

　立場上、民みん衆しゆうに混まざって浮かれ騒さわぐことはできないながらも、レオノアも花火に見とれていた。

　バローラ城正面、バルコニー。

　建けん国こく祭さい二日目のメインイベントは、王おう太たい子しの婚こん礼れいの儀である。

　午前中に城内の教会で挙式した後、レオノアは晴れてアタルビル王国の王太子妃ひとなった。

　婚礼衣い装しようのまま、オルフェスと並んでバルコニーに出ると、集まった観衆から盛大な拍はく手しゆが贈られる。どこからともなく「万ばん歳ざい！」の声が起こった。

　そっと上目に窺うかがうと、穏おだやかな笑みを浮かべたオルフェスの横顔がそこにあった。

　──笑わん殿でん下かも、今日ばかりは上機き嫌げんでいらっしゃるみたい。

　それに、盛せい装そうしたオルフェスは、いつにも増して美しく頼たのもしい。

　これからこの人と、新たな運命を切り開き生しよう涯がいをともにするのだ──。

　そう思うと、くすぐったいような喜びがせり上がってくる。

　いろいろあったが、無事に婚礼の儀に至いたった。プレアデスの長男も無事にガリアーナに戻り、事情を汲んだオルフェスは大臣職を退くというプレアデスを慰い留りゆうした。そして、無事にこの日を迎えることができたのも、オルフェスの才覚の賜たまもの。きっとやがては、名めい君くんと呼ばれる王になるのだろう。

　そして、私もそれにふさわしい妃きさきにならないと。たとえオーラは庶しよ民みんでも、いつも人々を思いやる、心優しく寛かん容ような妃でありたい。

　レオノアは、視線をバルコニーにはり出した屋根の中にやった。いつものようにすぐそこにアルヴィンが控ひかえている。

　その隣となりには、綱つなを握ったリサの姿。ペーター先輩は悠ゆう然ぜんと床に鎮ちん座ざする。この日のためにとオルフェスから贈られた蝶ちようネクタイが誇ほこらしげだ。

　──いちばん嬉うれしかったのは、もちろんこうして婚礼の儀に臨のぞめたことだけど。

　でも、オルフェスがペーター先輩を気き遣づかってくれていることが、同じくらいレオノアにはありがたく幸せだった。

「レオノア？」

　呼ぶ声に、顔を戻した。オルフェスのもの問いたげなまなざしに出会うと、頰ほおが自然に熱くなる。

「疲れたか？」

「いいえ。それどころか、ますます力が湧わいてくるような心持ちですわ、オルフェス様」

　そう返すと、オルフェスは苦笑した。

「きみらしい」

　レオノアも笑って、もう一度窓のほうを見た。

　──ああ……ねえ……。

　頭痛のタネが、そこにいる。これ以上ないくらいに着き飾かざって、満面の笑みを湛たたえるセレーネと、その右腕をがっちりホールドされたグレーの長衣ローブ姿。

　シオンは、外側からは本心の窺えない、いつもの飄ひよう々ひようとした笑顔で酒杯グラスを手にしている。

　しつこいようだが、見ただけでは内心どういう気持ちでいるのかはわからない。

　わからないながら──。

　……お義ね姉え様、いつまでシオンを拘こう束そくする気でいらっしゃるのかしら。

　シオンがいったい何者で、どんな目標に向かって生きているのか、むろんこの短期間で知ることなどできなかった。

　できはしないのだが、少なくとも大国の第一王女に気に入られて、がっちり腕を組まされるためにアタルビルにきたわけではないことだけは確かだ。

　もっとも、シオンも無む理り強じいされて城に留とどまっているわけではない。他ならぬセッピアである。ここに居れば、セッピアを食べ放題だと気付いたらしい。

　さらには、もっとカラカラに乾かん燥そうさせたもののほうが美お味いしいなどと言って、セレーネをあっさり宗しゆう旨し替がえさせてしまった。セレーネにわがままを言って聞き入れられるなんて、オルフェスにだってそう簡かん単たんにはできないことだろうに。

　ともかくセッピアを食べ飽きるまでは、シオンはこの城に留まるのだろう。

　セレーネにしても、旅客をバルコニーに出すような愚ぐ挙きよなどは犯さなかった。少しは自省したのだろうか。ただ、シオンを出せないなら自分も出ないとばかりに、最初に顔を見せた後はずっともう、あの調子なのだ。

　しかし。

「いったい、お義姉様を魅ひきつけているのはシオンの外見なのか、奇き跡せきを起こす力なのか、どっちなのかしら……」

「そんなに気になるか？　あの男が」

「ぶもぅっ！」

　レオノアはのけぞった。またしても、心の声を外側に向けて放ってしまったらしい。

「い、いえ。わたくしは」

　なんとかとりつくろおうと必死になるレオノアに、オルフェスは氷のまなざしを向けてくると、

「まあ、たいそう美しい男だからな。ああいうのが女性は皆みな、好きなんだろう」

　不機嫌そうにつぶやく。

「え？　えっ？　なにがですの、オルフェス様」

　まったく予よ想そう外がいな言葉に、レオノアはまず驚く。

　次いでその内容を考えた。

「まさか、そんな。たしかにシオンはきれいですけど、わたくしにはオルフェス様のほうがずっと──」

　言いかけ、自分でも驚いた。思わず口にしてしまった言葉の気き恥はずかしさ。

　オルフェスは、その双そう眸ぼうを細めた。面おも白しろがるでもあり、嬉しそうでもある顔つき。

　たちまちのうちに氷は溶けて、柔やわらかな熱を代わりに湛えている。

「ずっと……なんだ？」

　アメジストの目がきらりと瞬またたいた。

　その輝かがやきに魅みせられたように、レオノアの口は勝手に開く。

「ずっと、そのう、素す敵てきで、わたくしはオルフェス様が……す、す、す──」

　今まで一度も言えなかった言葉が出かかったとき、また下方から「万歳！」の声が上がった。

　レオノアははっとして、中庭に目を転じた。

「王太子様御ご成せい婚こん、万歳！」

　すぐに誰だれかが応じる。

「すばらしい建国祭と、王太子殿下御夫ふ妻さいの未来に万歳！」

「オルフェス様、レオノア様万歳！」

　口々に叫さけぶ人々。皆笑顔だ。

　皆が、自分たちを祝ってくれている。その期待に沿そうように、立派な王太子妃にならなければ。レオノアは会話を打ち切ると、笑顔で民衆たちに手を振った。
















　オルフェスを見上げると、なにやら不満のありそうな横顔のまま、

「──たしかに、姉上が今度はシオンに高い位くらいを与あたえたりするようなことになったら、難なん儀ぎだな」

　ぼそりとつぶやく。

　そうじゃないわ、絶対そうじゃない。思うものの、レオノアはあいづちを打った。

「まあ、シオンは特になにを狙ねらっているでもなさそうですから、前みたいなことにはならないでしょうけれど。でも、お義姉様がシオンに役職をつけられるとしたらなんの位に、でしょうね」

「さて──せいぜいイカ大臣というところなら、俺も認めようか」

　は？

　レオノアはぽかんとしたけれど、西空にまた花火が上がって、わっと歓声が上がる。

「……きれい」

　レオノアは、夢の中にいるみたいな心地ここちでそれに見とれた。

　──まあ、疑問点などは後でオルフェス様にお伺うかがいしましょう。

　そう、明日も建国祭は続くわけだし。

　その「明日」が、正式な王太子妃として迎むかえる初めての日になるということには、しばらくしてから気づいた。

　アタルビルに、夏が訪おとずれようとしている。











おしまい












あとがき




　こんにちは。拙せつ作さくをお手に取っていただきまして、ありがとうございます。今回は、前作「笑わん殿下のヨメのたしなみ！」の続編となっております。こちらから読まれても楽しんでいただける、ような技術などない身のことで、どうなんでしょう。なんのことやら、と呆あきれる箇か所しよも多々あると思います。ごめんなさい。

　いきなりお詫わびから入るあとがきってあるんでしょうか。……けっこうあるのかも。

　お詫びついでに、前回のあとがきに「次は二〇一六年、リオ五ご輪りんの頃にお目にかかれれば」みたいなことを書いたのですが、ずいぶん早々と再度お目通りすることになりました。それどころか、ワールドカップにすら間に合ってしまうとは……どのみち開かい催さい地ちは同じブラジルだし、とわけのわからないいいわけをしてみますが、前回南アフリカ大会のときには影も形もなかった私が、こうして三冊もの文庫を出すことができたのは分ぶん不ふ相そう応おうな幸運というほかありません……。ちょっとずつでも向こう上じようしてるならまだしも、三冊通して保たもたれている（低）クオリティ。辛いです……。

　そんな素しろ人うとを指導するのは半はん端ぱないストレスに違いない。担当様、いつもご迷めい惑わくをおかけしまして、もうしわけございません！

　イラストの鈴ノ助様には、新キャラを四人も描いていただきました。いや、厳げん密みつにいうと新しいのは二名なのですが、前回はイラストに登場していなかった者もおりますので。

　いつもながら、イラストの美しさに感じ入るとともに、中身のレベルが見合っていない心苦しさをおぼえます。ごめんなさい……。

　前作から読んでいただいている慈じ悲ひ深い皆様。なんとか大だい団だん円えんを迎えました本作はいかがでしたでしょうか。いただいたお手紙は、ほんとうに励はげみになりました。担当様をはじめビーズログ文庫編集部の皆様、鈴ノ助様、そしてお読み下さったすべての方に心より感謝を申し上げます。どうもありがとうございました。

　プロフィールのところにも書いたのですが、趣しゆ味みのしおり製作が加速した結けつ果か、エ●ザイル並に増殖しております。いったい今、何枚あるの。

　もしここに、太っ腹な方がおられて、もらってやってもいいと仰おつしやるなら喜んで進しん呈ていいたします。希望枚数を明記の上、編集部宛に、感想と一緒にお手紙をいただければありがたいです。

　って、最後が営業みたいなことになってますが、もし次があるならば、東京五輪の聖火が点てん灯とうされる前だと……いいな……（欲張ってみました）。でもその前に、小説が上手くなるよう精進せねば。お世話になりっぱなしではありますが、皆様、ご指導ご鞭べん撻たつのほど、よろしくお願いします。








著者

留萌まりか

Marika Rumoi




しおり製作に没頭しすぎて、腱鞘炎を発症しました……

一文の得にもならないもののせいで身体を壊す。

なんとなく、私らしい人生の無駄遣いだなとしっくりきますが、しっくりきたところでなんだというのか。










イラスト

鈴ノ助

Suzunosuke




最近になってコーヒーをブラックで飲めるようになりました。

他にも昔苦手だったものが好きになる年月の面白さを日々感じています。
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